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　青い光を放つような、白銀の刀身は美しい。

　見ているだけで胸の奥が苦しくなって、愛いとしいような懐なつかしいような……上う手まく言葉にできない想おもいが込み上げる。

　山やま裾すそに位置する自宅敷しき地ちの外れにある、鍛か冶じ場を兼かね備えた工こう房ぼうには、国内外からたくさんの人が訪ねてくる。

　高名な刀とう匠しようだという父親が、刃やいばを鍛きたえたり研けん磨ましたりする姿は、どこか神こう々ごうしく……近寄りがたくて。

　幼い頃ころの弥み刀とは、いつも鍛冶場の外から大きな背中と飛び散る火花を眺ながめていた。

　父親が仕事をしている鍛冶場は、自分が立ち入ってはいけない空間だ。

　火や刃は物ものを扱あつかうから危険だと、毎日のように言い含ふくめられていたことだけが理由ではない。父親と、後こう継けい者しやである兄の聖域なのだと、幼いながら感じ取っていたのかもしれない。

　そこに立ち入る資格が、弥刀にはないと……誰だれに言われるでもなく、足を踏ふみ入れないようにしていた。

「こら」

「っ！」

　鍛冶場の建物の脇わきで膝ひざを抱かかえて座り込んでいた弥刀は、ポンと頭の上に手を置かれてビクッと身体からだを震ふるわせる。

　見つかった。怒おこられる！

　そう覚かく悟ごして、これまで以上に身を縮めたけれど……、

「こんなところにいたのか、弥刀。捜さがしたぞ」

「あ……兄ちゃん」

　頭上から落ちてきたのが兄の声だとわかると、ホッと肩かたの力を抜ぬいてゆっくり顔を上げた。

　兄の刀とう磨まは、弥刀の四つ上だ。目が合い、無言で手を伸のばしてきて……グッと弥刀の頰ほおを拭ぬぐった。

　涙なみだの跡あとを、見られてしまったのだろうか。隠かくれて泣いていたのに……。

　顔をうつむけて兄の視線から逃のがれると、クシャクシャと髪かみを撫なで回された。

「ご、ごめんなさい。伯母おばさんも……お父さんも、怒ってる……よね」

　目に焼きついているのは、自分を見下ろす伯母の目。

　ものすごく怖こわいモノを見るような目つきで睨にらみながら、「バケモノ」と吐はき捨てるようにつぶやいた。

　すぐに逃にげ出した弥刀は、あの後どうなったのかわからない。でも伯母は、間ま違ちがいなく父親に話したはずだ。

　弥刀に睨みつけられたら、指先が切れた……と。

　自分が『普ふ通つうじゃない』と気がついたのは、ほんの少し前だ。

　道の端はしで狸たぬきの赤ちゃんをいじめているカラスに怒おこり、「やめてよ！」と睨みつけながら叫さけんだら、カラスの羽が切れて血が流れた。

　舞まい上がる黒い羽を見み詰つめて呆ぼう然ぜんとする弥刀の手を、一いつ緒しよにいた兄が強く握にぎり……引きずられるようにして、家に帰った。

　六歳になったばかりの弥刀でも、自分のせいでカラスが傷ついたことはわかった。

　呆然としていた頭が現実に立ち戻もどり、「ごめんなさい」と泣きじゃくるばかりの弥刀に代わって、四歳上の兄が父に『目の前で起きたこと』を語り……弥刀は、途と中ちゆうで泣き疲つかれて眠ねむってしまった。

　目が覚めた弥刀に、両親と兄は静かに言い聞かせたのだ。

　弥刀には、刀に神様が宿るお手伝いをしていたご先祖の力が、少しだけ変わった形で現れているのかもしれない……と。

　難しい話はよくわからないけれど、薄うす々うす悟さとることはできた。

　つまり、カラスが血を流したのは、自分が怒って睨みつけたせいなのだ。

　それは、キレイな刀を作る父親の……おじいさんのおじいさんの、そのずっと前のおじいさんから続いてきたという『お家のお仕事』に関係があるらしい、と。

「伯母さんに、またなにか言われたか？」

　正面にしゃがみ込みながらそう尋たずねられて、唇くちびるを嚙かんだ。

　弥刀がこうして隠れている理由を、伯母か父親か母親か……誰かから聞いたのだろう。

　ただ怒るのではなく、理由を尋ねようとしてくれる兄にホッとして、嚙み締しめていた唇を開いた。

「あの……」

　弥刀が、伯母……父の姉を苦手としていることも、その理由も、兄は知っているのだ。だから、無む闇やみに弥刀が反発したわけではないとわかってくれる。

「……おばさんに、また、変よねって言われた。草くさ薙なぎ家のチョッケイには、男は一人しか生まれないはずなのに……って。兄ちゃんがいるんだから、本当は、ぼくは女の子でなければおかしいって」

　弥刀には、難しい言葉はよくわからない。

　でも、自分が本当なら生まれなかったはずの子だということは、何度も言われるせいで薄うっすら理解するようになった。

「それに、時々、刃物みたいに冷たい目をする……気持ち悪いって言われて、我が慢まんしてたけど睨んじゃった……ら」

　弥刀の目前に突つきつけられていた伯母の指先が、ほんの少しだけれど切れて、赤い線が走ったのがわかった。

　悲鳴を上げた伯母の前から逃げ出して、自分が睨んだせいで血を滲にじませてしまったこと……やはり生まれてきてはいけなかったのかと、膝を抱えて泣いていたのだ。

　ポツポツ口にした言葉を聞いた兄は、険しい顔で「伯母さんのバカ」と、弥刀が言えなかった言葉を吐き捨てる。

「気にしなくていい。伯母さんの指は、ほんのちょっぴり切れただけだ。もう血も出ていない。父さんにいろいろ言ってたけど、弥刀だけが悪いなんて父さんも母さんも思ってないよ。それに……草薙に男が一人しか生まれなかったのは、これまでが、たまたまそうだっただけだ。直系に生まれる男は一人だけなんて、偶ぐう然ぜんだ。弥刀は、おかしくなんかない」

　幼い弥刀は、ただ父親は刀を作る偉えらい人らしいという認にん識しきで、そのアトトリは兄なのだと漠ばく然ぜんと捉とらえていた。草薙家は千年余り続く刀匠……鍛冶師の家系なのだと、詳くわしいことは知らなかった。

「本当？　ぼくは、生まれなかったらよかった子じゃない？」

　草薙の刀匠としての技術や特別な力が、長男のみに引き継つがれるものであり、本来直系の男は一人しか出生しないということは、父親の姉……伯母の口から聞かされて知ったのだ。

　大昔から、草薙の直系長男は、刀に魂たましい……神様を宿らせることができるなどと、まるで夢物語だ。

　神々の恩おん恵けいを授さずかり、刀を通して人の心しん髄ずいを覗のぞくことができる『特別な目』を持つと聞かされても、『本来生まれなかったはずの草薙の次男』として異い端たんな存在である弥刀には、理解できない。

「当たり前だろ。弥刀が生まれたことにも、絶対になにか意味がある。どこかに誰か、弥刀を必要としてくれる人がいて、逢あえるのを待ってるんだ」

「……うん」

　意味がある。

　自分を必要としてくれる人がいる。

　それは、『生まれなかったはずの子』と何度も聞かされてきた弥刀にとって、救いにも似た言葉だった。

　逢えるのを待っている？

　誰にも言ったことはないけれど、自分を待つ人に、心当たりがないわけではなかった。

　時々、夢に出てくる人かもしれない。

　夢の中では、弥刀は何故なぜか『刀』で……折れた弥刀に向かって、『すまない』と悲しそうな顔で謝る……格好いい男の人。

　顔にも、手にも血がついているのに、弥刀はその人を怖いと思わない。触ふれてくる手から、優しい感情が伝わってくるから。

　その手が傷つくのにも構わず『刀』の弥刀を握り締めて、こう続けるのだ。

『必ず、おまえを捜し出す。だから、なんとしてでも人と成れ。来世でも、その来世でも……輪りん廻ねを司つかさどる神の気まぐれを待とう。いつか人として生まれたおまえを、迎むかえに行く』

　刀身を伝う彼の血は、熱く……誓ちかいを刻みつけるかのように、握る指に力を込める。

　所々難しい言葉の意味は、全部きちんとわからない。それでも、『待とう』と『迎えに行く』というところは、弥刀にも理解できた。

　両親にも、兄にも話したことのない不思議な夢だ。

　何度も見るものだから、朝になって目が覚めた時に自分が『刀』ではなく人間であることを確認して、変な気分になることがある。

　草薙家に生まれなかったはずの、二番目の男子である弥刀を必要としてくれているのが、あの人ならいい。

　どこにいるのか、いつ逢えるのかもわからない必要としてくれる人のために、生まれてきたのなら。

　巡めぐり逢うことができたら、あの人のために生きよう。

「おやつを食べようって、呼びに来たんだった。伯母さんの持ってきたシュークリームは、嫌いやか？」

「えっと、おばさんは好きじゃないけど……シュークリームは好き」

　ポツポツと答えた弥刀に、兄は、

「じゃあ伯母さんの分まで、全部食べちゃおう」

　と笑って右手を握り、立ち上がるよう強く引っ張る。

　引き上げられた弥刀は、兄に続いてその場を離はなれようとして……鍛か冶じ場の床ゆか、コンクリートに置かれている、刃は物ものになる前の鉄の塊かたまりを振ふり向いた。

　父親のアトトリは、兄だ。

　では、自分はどうしよう……？

　心の中で問いかけても、答えなどあるわけがなくて……鍛冶場から目を逸そらすと、兄の背中を小走りで追いかけた。
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「あっ、草薙！　ちょうどいい所で逢った」

　学生食堂を一歩出たところで、すれ違ちがいざまに呼び止められて立ち止まった。

　知らない顔ではない。

　確か……一いつ般ぱん教養の教室で週に二、三回顔を合わせる、同じ学科の男だ。何度か話したこともある。

　ただし、名前は……親しげに話しかけてくる彼には申し訳ないけれど、思い出せない。

「金曜の夜、飲み会があるんだけど参加しないか？　男は会費四千円」

「あー……悪い、金曜は無理だ」

　考える素そ振ぶりも見せずに「無理」と即そく答とうしたのだが、彼は気分を害した様子もなく、「なーんだ」と眉まゆを下げる。

「残念。ウチのサークルの先せん輩ぱいがさ、草薙を連れて来いって言ってたから……今度は参加しろよ。おまえと並んでも見み劣おとりしない、すげー美人だぞ」

「……女の子に見劣りとか言うなよ。聞かれたら袋ふくろ叩だたきだ。酷ひどい目に遭あう」

　口は災わざわいの元だぞ、と渋しぶい顔をして見せる。

　弥刀が、極きよく端たんなフェミニストだから……というわけではない。

　女という生き物を敵に回したら、とてつもなく厄やつ介かいだと身を以もつて知っているので、これは彼に対する注意喚かん起きだ。

　ストレートに助言したつもりなのだが、弥刀の気き遣づかいは微み塵じんも伝わっていないらしい。

「だってさぁ、実際にそこらの女子と比ひ較かくしたらおまえのほうが美人だし。クールな目元が、眼鏡で隠かくし切れていない……とかって、女は目め敏ざといよなぁ。男の顔なんてマジマジと見ない俺にはよくわかんなかったけど……言われてみれば、確かにおまえキレーな顔してるわ」

　笑ってそう言いながら背中を屈かがめて、顔を覗き込まれる。

　弥刀は、眉を顰ひそめて目元の眼鏡を指先で押し上げるふりをしながら、半歩後ろに足を引いて距きよ離りを取った。

「キレーとか言うなよ。不気味だ」

「えー、マジでキレーな顔だって。この前、鈴すず川かわさんと二人で木き津づ先生に雑用言いつけられただろ。草薙と並んで構内を歩くの、罰ばつゲームみたいだって話してたのを聞いたぞ。みーんな草薙をガン見して、オマケって感じで憐あわれむ目で自分を見るってさ。だから草薙と並ぶの嫌なのよね、ってオマエがブスなだけじゃんなー」

　あはは、と笑いながらの言葉は、弥刀本人に聞かせる必要のないやり取りだ。しかも、最後に辛しん辣らつな付録つき。

　彼は面おも白しろがっているようだが、弥刀にしてみればそんなふうに恨うらみ言を言われても理り不ふ尽じんなことこの上ない。

「なんだよ、罰ゲームって。だいたい、この見てくれのせいで変に引かれてなかなか彼女ができないし、できても長続きしないんだ」

「はは……女って怖こわいよなぁ。少し離れたところからだと、キレーな顔とかキャッキャッ言ってても、自分が比較対象にされた途と端たん『敵』だもんな。俺がおまえだったら、そのツラを活いかして遊びまくるか……逆に、女嫌ぎらいになりそう」

　女という生物は、幼少時から容よう赦しやがない。

　幼よう稚ち園えんでは、劇の王子様役に決まった園で一番人気の男の子が、「一番カワイイから」と、お姫ひめ様さま役は弥刀がいいと名指ししてきた。そのせいで女の子たちからの反感を買った弥刀は、露ろ骨こつに睨にらまれ、卒園まで肩かた身みの狭せまい思いをしたのだ。

　中学や高校では、本人の耳に届くことを考えないのか、「草薙はキレーだけど、観賞用よね。男って感じじゃないし」「あー、ねぇ。女友達感覚」と、仲良しグループの仲間内で女子たちが笑い合っていたのを知っている。

　つき合ってほしいと請こわれるまま何人かと交際したこともあるけれど、最後は必ずと言っていいほど「草食過ぎてつまんない」とか「不釣つり合いって目で見られるの、もう無理」と別れを告げられ……このままでは、冗じよう談だん抜ぬきで女性不信になりそうだ。

「適度な距離を保って、敵に回さなければ平和だからどうってことないけどね。ってわけで、おれと個人的に友好関係を結びたがっている女がいる飲み会は、今後もパス」

「あー……了りよう解かい。テキトーに言っておく」

　仕方なさそうなため息をついた彼に「よろしく」と手を振り、午後の講義が行われる教室を目指した。

　少しだけ下がった眼鏡を、指先で押し上げる。本当は視力矯きよう正せいの必要がないので、これは伊だ達て眼鏡めがねというやつだ。

　悪あがきかと思いながら、少しでも目元を隠したくて装着しているのだが、女には見み透すかされてしまう。

　傲ごう慢まんだと思われるかもしれないけれど、本当に苦手なのだ。女という生物も、自分の……この顔も。

「……ジイサン似だって言っても、信じてくれないし」

　細身の長身で、歌か舞ぶ伎きで言う女形おやまの役者のようだという賛美を集めていたという祖父は、弥刀が生まれる前に亡なくなっているので写真でしか知らない。が、確かに祖父の若い頃ころの容姿は自分によく似ていた。

「親父おやじがバアサン似で、兄貴が母さん似……って、顔の系統がバラバラだもんな。親子関係を疑われても仕方ないレベルか」

　子供の頃、兄と一いつ緒しよに父親に連れられて出かけると、見知らぬ人にまで「えっ、お父さん……兄弟？」などと無ぶ遠えん慮りよに驚おどろかれたものだ。

　伯母には、

「草薙家の直系男子は、一人きりのはずだけど……どうして第二子も男児なのかしらね」

　と、嫌いや味みっぽく遠回しに、母親の不義の子ではないかという下世話な疑念をぶつけられたこともある。

　幸いにも、成長した弥刀の外見が父方の祖父と瓜うり二ふたつなことで、今では疑う要素がなくなったようだが……。

　よくよく考えれば、自分を取り巻く災難は『女』絡がらみが多い。このままでは、下手したら一生彼女などできそうにない。

　特別に彼女が欲しいと思うこともないので、構わないと言えば構わないのだが……親切ぶった周りから、宛あてがおうとされるのは迷めい惑わくだ。

「小さな親切、大きなお世話って言葉をカードに書いて、首から下げて歩きたいな。おれが、あの人みたいだったら……いろいろ違ったんだろうなぁ」

　ふっとため息をつき、子供の頃から繰くり返し夢に出てくる、強きよう靭じんな肉体の雄お々おしい人を思い浮うかべる。

　大おお仰ぎような兜かぶとや鎧よろいは不要とばかりに、胸むな元もとや腹などの急所のみを覆おおう簡素な防具を身に纏まとい、勇ましく何本もの太た刀ちを振るう。

　知識などないはずの子供の頃から、繰り返し夢に出てきて……無意識下のものなのか、成長につれて映画や本で得た知識を基もとに夢に投とう影えいしているのか、空想と現実が混ざり合ってわからなくなってきた。

　気になって調べてみたこともあるが、戦国時代の衣い装しようなどではなさそうで、どこからあのような男をイメージしたのか自分でも謎なぞだ。

「顔は、よくわかんないんだけどなぁ」

　夢の中では確かに目にしているはずなのに、覚かく醒せいと同時にぼやけてしまうのだ。

　首から下は、しっかり記き憶おくに焼きついているのに……。

　長身と、実戦で鍛きたえ上げられたであろう見事なまでに頑がん健けんな肢し体たいは、雄々しく、勇ましく……美しい。

　戦うためだけに存在する、猛たけ々だけしい武神のような男だと思う。

　弥刀がどんなにトレーニングを積んだとしても、ああはなれないだろう。無意識下の理想を描えがいた、願望なのかもしれない。

「自分が、刀で……持ち主の男とラブラブ？　しかも、人間に転生して巡めぐり逢あうよう約束する……なんて、頭がアブねー人みたいだもんな」

　誰だれにも言ったことのない夢の人物を、ため息で記憶の奥に仕し舞まい込み……小走りで駅に向かった。








□　□　□









　昔ながらの玄げん関かん扉とびらに手をかけて力を入れると、ガラッという軽い音と共に呆あつ気けなくスライドした。

「ただいま……っと。やっぱり鍵かぎはかけていないのか」

　鍛か冶じ場を敷しき地ち内に備えていることもあり、自宅が立地するのは山やま裾すそだ。

　周囲に民家がほとんどなく、半径五百メートル以内に数軒けんあるお宅も旧知の人ばかりという土と地ち柄がらのせいで、玄関扉は年中ほぼ施せ錠じようされていない。

　弥刀もここに住んでいる時はそれが普ふ通つうだったけれど、都会のアパートで独り暮らしを始めてからは戸と締じまりに気を遣つかうようになった。

　きちんと鍵をかけていた自転車でも、窃せつ盗とうに遭あったというアパートの住人を知っているせいもあり、あまりの無防備さに眉まゆを顰めてしまう。

「そりゃ、この家に大金とか宝ほう飾しよく品ひんがあるようには見えないだろうし……刃は物ものの扱あつかいが超ちよう人じん級の親父や兄貴に盗ぬすみの現場を見つかったら、悲ひ惨さんな目に遭うのは犯人のほうだろうけど。でもなぁ……」

　独り言を零こぼしながら玄関先で靴くつを脱ぬいでいると、物音を聞きつけたのかエプロン姿の母親が姿を現した。

「あっ、お帰りなさい弥刀。お兄ちゃんが、夕飯を一緒に……って待ってるわよ」

「んー……。先に食ってていいのに」

「久し振ぶりだから、弥刀と一緒に食べたかったんでしょ。おつまみは用意してあるけど、お腹なかがすいてるわよね。おかずを温めて持って行くから、手を洗って居間に行ってなさい」

「わかった」

　母親にうなずいて玄関を上がり、二階の自室に向かう。

　肩かたにかけていたバッグと上着をドアの脇わきに置くと、すぐに取って返して兄が待っているらしい居間に急いだ。

　久し振りといっても、ほんの少し前……春先までは弥刀もここに住んでいたのだから、さほど長く離はなれていたわけではない。

　実家を出た今も、ほぼ隔かく週しゆうでこうして帰っているのだ。

　自宅から大学まで電車で二時間半という距きよ離りは、毎日の往復には厳しかった。

　電車に乗っている時間だけでなく、自宅から最も寄よりの駅まで自転車で三十分かかるのもキツイ。

　特に、坂道が凍とう結けつすることのある冬の早朝と、深夜の帰宅が悲惨だ。

　下り坂の行きはマシだけれど、帰りは、猪いのししと遭そう遇ぐうする危険のある街灯の乏とぼしい山道を自転車という大荷物を押して上らなければならないので、毎日がサバイバル気分だった。

　大学に入学してから最初の二年はなんとか耐たえて通ったが、一時間目の授業に間に合わせるため早朝に自宅を出なければならないのがつらいと泣きつき……三年生に進級するのを機に、一人暮らしをさせてもらうことにした。

　徒歩で通学することのできる大学近くのアパートに居を移すと、思っていた以上に使える時間が増えてアルバイトもできるようになったし、なにより身体からだが楽だ。

　ただし、こうして頻ひん繁ぱんに実家に呼びつけられるせいで、独り暮らしをしているという感覚は薄うすい。

「待ってたぞ、弥刀。久ひさし振りだな。元気か？」

「……お待たせ。元気だよ。久し振りって……十日くらい前にも逢ったのに」

　酒の肴さかなが並ぶテーブルを前に、座ざ布ぶ団とんに座っている兄は、弥刀を見上げて「来い来い」と自分の隣となりへ手招きする。

　弥刀が促うながされるまま素す直なおに腰こしを下ろすと、満足そうに笑ってグラスを差し出してきた。

「ビールでいいか。親父がお得意さんからもらった、いいポン酒もあるぞ」

「……一杯ぱい目はビールがいい。ありがと」

　気き泡ほうの細かな見事な泡あわを立てて注つがれたビールに礼を言い、兄が手に持ったグラスにも注ぎ返す。

　二人でほぼ同時にグラスへ口をつけたところで、漆うるし塗ぬりの盆ぼんを手にした母親が居間に入ってきた。

「あら、二人だけで始めちゃって。お父さんが拗すねるわよ」

「……って、そういや父さんは？」

　晩ばん酌しやくの席に父親の姿がないのは、珍めずらしい。首を捻ひねった弥刀に、廊ろう下かの向こうへチラリと目を向けた母親が種明かしをする。

「さっきまで作業場にいたから、お風ふ呂ろ。そろそろ出てくるんじゃないかしら。……ほら、噂うわさをすれば」

　クスリと笑ったところで、肩にタオルをかけた父親が顔を出した。

　湯上がりで暑いせいか、着き崩くずした浴衣ゆかたの袖そでを肩かた口ぐちまで捲まくり上げている。五十も半ばの年ねん齢れいにそぐわない盛り上がった筋肉は、日々の鍛冶仕事の賜たま物ものだ。

「おー、弥刀。帰ったか。つーか、なにおまえらだけで始めてやがる。弥刀、俺にも酌しやくをしないか」

　母親が「拗ねる」と言った通りの反応だ。

　思わず笑ってしまいそうになったけれど、ギリギリで堪こらえて手に持っていたグラスをテーブルに置いた。

「はいはい。申し訳ありません」

　代わりにビール瓶びんを右手に持ち、どっかりと座った父親の隣に膝ひざを突つく。

　独り暮らしの、大切なスポンサーなのだ。ご機き嫌げんを取るに越こしたことはない。

　そんな弥刀の意図を知らない父親は、上機嫌でグラスに注いだビールを飲み干す。

「もう……お父さんってば、もっと味わって飲みなさいよ。ビールは二杯、日本酒は一合だけって約束でしょう」

　父親の前に、オクラの梅肉和あえの小こ鉢ばちと箸はしを置きながら母親が小言を零す。ムッとした顔になった父親は、口元を手の甲こうで拭ぬぐってフンと鼻を鳴らした。

「弥刀が帰った日くらい、ケチケチ言うな。刀磨、中なか村むらさんが持ってきた酒を出せ。おまえにも飲ませてやる」

「……ご相しよう伴ばんに与あずかります」

　兄は、父親が顔を出す前からいただく算段だったことはおくびにも出さず、恭うやうやしくありがたそうに笑ってうなずく。

　頑がん固こで昔むかし気質かたぎ、人によっては偏へん屈くつと言われる父親と、狭せまい作業場で共に仕事をしていることもあり、さすがに扱いを心得ている。

「弥刀がいると、ご機嫌ねぇ」

　仕方なさそうなため息をついた母親は、「飲みすぎないように」と言い残して台所に取って返した。

　跡あと取とりの長男として厳しく接してきた兄とは違ちがい、幼少時から弥刀は『ただ可愛かわいがればいい』存在なのだ。

　捻ひねくれた思考なので口には出さないが、父にとって教育の必要がない犬いぬ猫ねこのような愛あい玩がん物だと思っている。

　それでも、父が……兄も、可愛がってくれていることには違いがない。

「弥刀、ほら……おまえも飲め」

「うん」

　素直で可愛い息むす子ことして振ふる舞まうのが親孝行だな、と心の中で嘆たん息そくした弥刀は、ビール瓶を突つき出してきた父親に笑ってグラスを差し出した。
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　駅が終点の上りのバスは、午前中に二本、午後に一本だ。

　今から家を出れば、充じゆう分ぶんにバスの時間に間に合うな……と、時刻を確かく認にんしたスマートフォンをジーンズのポケットに戻もどした。

「あ、弥刀。待って。お弁当、持って行きなさい。ご飯はお握にぎりにしてラップで包んであるから、食べきれなかったら冷れい凍とうすればいいわ」

「んー……ありがと」

　パタパタとスリッパを鳴らして玄げん関かん先さきまで追いかけてきた母親から、紙かみ袋ぶくろを受け取る。靴くつに足を入れて玄げん関かん扉とびらの前に立ったところで、磨すりガラスの向こうに人ひと影かげが映った。

　ガラリと勢いよく扉が開けられて、父親と共に鍛か冶じ場で作業しているはずの兄が顔を覗のぞかせる。

「お、弥刀……今から戻るのか？」

「うん」

「帰りの時間を聞いてなかったからな。間に合ってよかった」

「……なに？」

　週明けの授業に備えるために、夕方にはアパートに戻っていたい。

　このバスに乗りそびれたら、次は三時間後……駅まで歩くと一時間半はかかるのだから、バスに乗りたい。

　そう、言葉に出すことなくそわそわしている弥刀を前にして、兄は靴箱の上にあるキーケースへ手を伸のばした。

「駅まで送っていく。……で、一つ仕事を頼たのみたいんだが」

「それは……ありがたいし、いいよ」

　駅まで車を出してくれるのなら、助かる。ついでのようにつけ加えられた『仕事』がなにか、聞き返すことなくうなずいた。

　改めて尋たずねなくても、予想はつく。

　鍛冶場に入ることのできない弥刀が手伝える仕事は、依い頼らい主に研けん磨まや修復を終えた刃は物ものを届けることくらいなのだ。

　これまでも何度か、作業を終えたものを依頼主に届けたり、逆に都心で依頼主から品を預かって持ち帰ったり……と、ささやかな補助をしている。

「悪い。俺が持って行こうと思ってたんだが、手のかかるモノにかかりきりでなぁ。どんな状態で保管したら、あんなに錆さびだらけになるのやら」

　その『手のかかるモノ』を思い浮うかべているらしい兄は、苦い表情で視線を天てん井じようあたりに泳がせてぼやいた。

「届け先は、このメモに書いてあるから」

「わかった」

　白いメモ用紙と共に、風ふ呂ろ敷しきに包まれた五十センチほどのものを手て渡わたされる。長さからして、短刀……いや、脇わき差ざしだろうか。

　パッと見は小こ振ぶりな割にズシリと重いのは、アルミ等を利用した模造刀ではなく、真しん剣けんの証しよう拠こだ。

　一見しただけでは刃物であることがわからないように、風呂敷包みごと製図ケースに収めて肩かたにかけた。

　これを所持しているだけで、完全な銃じゆう刀とう法ほう違い反はんというヤツだ。

　ただし、パトロール中の警察官に不ふ審しんな荷物だと見み咎とがめられて職務質問を受け、一いつ旦たんは連行されたとしても、自分たちは無罪放ほう免めんとなる。

　草薙とは、国家権力も踏ふみ込むことのできない……そういう家らしい。

「もう、また弥刀をお遣つかいにするのね。お父さんも刀磨も、弥刀が嫌いやがらないからって……」

「おっと、電車の時間があるよな。行くか」

　傍そばでやり取りを見ていた母親の小言から逃のがれようという魂こん胆たんか、兄はそそくさと弥刀の背中に手を押し当てて車庫へと促うながした。

「あ、母さん。弁当、ありがと」

　身体からだを捻ってそう言い残した弥刀に、母親は仕方なさそうな苦く笑しようを浮かべて手を振ってくる。

　父親には、朝食の席で挨あい拶さつをしている。仕事中なのはわかっているので、声をかけることなく兄の車に乗り込んだ。

「……これを配達するのが、今回のおれの役目ってわけか」

　電話で「帰って来い」と呼びつけられたのに、特に話があるふうでもなく……珍しい日本酒を飲ませるためか？　と訝いぶかしく思っていたけれど、ようやく納なつ得とくした。

　弥刀は他意なく口にしたのだが、兄は車のエンジンをかけながら、「悪ぃ」と後ろめたそうにつぶやいた。

「謝ることはないだろ。アパートに戻るついでだし、他人には預けられないしさ」

「ああ。おまえに託たくすのが一番安心だからな」

　兄がハンドルを握った車は、駅を目指してゆっくりと山道を下る。

　どんな曰いわくがあろうと、どれだけ胡う散さん臭くさかろうと、長いつき合いの人や信用できる人間からの紹しよう介かいでやって来た人からの依頼は断らない。

　近代では刀工本来の鍛たん造ぞうよりも、修復依頼が主らしい。

　大昔は武将、近代では軍人からの依頼が多かったが、二十世紀に入ってからは漁業関係者の使用する特とく殊しゆな大型刃物や料理人の仕事道具だったり、装そう飾しよく品や美術品の飾かざり刀だったり……時代が移り変わるにつれて、実用的な『武器』から『道具』を扱あつかうことが増えた。

　けれど、未いまだに本来の意味を持つ『武器』を請うけ負うこともあるのだと知っている。

　父親も、祖父も、それより昔のご先祖も……連綿と受け継つがれてきた草薙家の役目だ。次代は、兄。

　弥刀は、自らの身の振り方をまだ具体的に決められずにいる。

「じゃ、そいつを頼んだぞ」

「はーい」

　駅前で兄の車を降りた弥刀は、テールランプに手を振って見送る。

　兄の車が完全に見えなくなると、肩にかけた製図ケースの紐ひもから伝わってくるズシリとした重みに一つ息をついて、改札へと足を向けた。
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「無事に配達終しゆう了りよう……っと」

　受け取った依頼主から連れん絡らくがいくとは思うが、一応兄のアドレスに役目を終えた旨むねのメールを送っておく。

　スマートフォンをポケットに突っ込むと、頭上を仰あおいで特大のため息をついた。

　夜空が目に映ることを期待したのに、キラキラ……いや、ギラギラとした上品とは言い難がたい色しき彩さい過多なネオンが眩まぶしい。

「どう考えても、アレはカタギじゃないよなぁ」

　配達先は、雑居ビルの三階にある事務所……だが、『普ふ通つう』の会社ではないことは雰ふん囲い気きでわかった。

　なにより、荷受け主がとてつもなく胡散臭かった。黒に近いグレーの三つ揃ぞろいスーツで見るからに頑がん健けんな体たい軀くを包み、夜なのに人相を窺うかがえないサングラスで目元を隠かくして……極きわめつけはピカピカのスキンヘッドだ。

　予あらかじめ兄が連絡していたようで、「代理で届け物にきました。草薙です」と名乗った弥刀に対する態度は丁てい寧ねいだったが……何人か人を殺したことがあると言われても、冗じよう談だんだろうと笑って流せない空気を纏まとっていた。

「うーん……実に物ぶつ騒そうな光景だった」

　製図ケースから風呂敷包みを取り出して差し出すと、その場で風呂敷を開いて中身を確かく認にんし、満足そうにうなずいたのだ。

　強こわ面もての見るからに『アチラの人』が、照明の光を弾はじく短刀を手に満まん悦えつとしか言いようのない微び笑しようを浮かべる図は……まるきり任にん俠きよう映画の一場面のようだった。

　弥刀はただの配達人だし、依頼主を詮せん索さくする気も深入りしたくもないので、「問題がないようでしたら、失礼します」と言い置いてそそくさとビルを出たけれど、つい背後を気にしながら歩いてしまう。

　よくある夜の街の光景だ。後をつけられている様子はない。

「口くち封ふうじ……とか、映画の中の話か。ウチに依頼してきたくらいだから、そんなバカなこと考えないだろうし」

　うっかり『草薙』を敵に回せば、厄やつ介かいなのはあちらのほうだろう。

　裏社会も表社会も、国家権力さえ後ろ盾だてにしていることは、依頼してくる人物であれば誰だれもが知っているはずだ。

　ただの配達人であっても、『草薙』の関係者である弥刀をどうこうしようなどと愚おろかなことを考える依頼人は、まずあり得ない。

　何度目かに振ふり向いたところで、背後を気にするのはこれきりにしようと決めて歩くスピードを上げた。

「後ろをチラチラ気にするって、怪あやしい行動だったかな」

　客引きをしているらしい女性が、胡散臭そうな目でジロジロと弥刀を見ている。

　ここでスマートフォンを手にして、カメラを起動させる素そ振ぶりでも見せようものなら、どこからともなく現れる『怖こわいお兄さん』に肩を叩たたかれることは想像に難くない。

　二十歳はたちになったばかりという年ねん齢れい的に、この区画の繁はん華か街がいを一人で歩くには場ば違ちがいだと自分でもわかっている。ある意味、完全なアウェイだ。居い心ごこ地ちが悪いせいで、尚なお更さら落ち着かないのだろう。

「それぞれ、テリトリーってヤツがあるもんな」

　領域侵しん犯ぱんはしないのが、ルールだ。早くこのあたりを出て、駅前のコーヒーショップかファストフード店に入ろう。

　熱いコーヒーを飲んで、気持ちをリセットして電車に乗りたい。

　そう思いながら自然と早足で雑ざつ踏とうを歩いていたけれど、ジーンズのポケットにあるスマートフォンが振しん動どうしたことで歩を緩ゆるませた。

「兄ちゃんかな」

　先ほど、兄に送ったメールの返信だろうな……と予想しながら、スマートフォンを取り出そうとした。

　ところが、半分くらいポケットから引き抜ぬいたところで、指先への力の入れ具合を誤って取り落としてしまう。

「うわっ、ヤバ」

　地面に落ちた際の角度が悪かったのか、路上を滑すべってビルとビルの合間の路地に入り込んでしまった。

「失敗した。無事だろうな？」

　ケースに入れてあるから、大だい丈じよう夫ぶ……だと思いたい。学生の身には安くないものだし、壊こわれて使えなくなってしまえば不便極まりない。

　小走りで路地に向かって、腰こしを屈かがめて路上で光を放つスマートフォンに手を伸のばし、無事らしい画面にホッとした……のは束つかの間だった。

　ジャリ、と小石を踏んだような音が耳に入り、弥刀はスマートフォンに触ふれた指をピクッと震ふるわせた。

　かすかな音の発生源は、路地の……奥だ。

　ついさっきまで背後の通りから聞こえていた、客引きの声や雑踏の音が、不思議と遠ざかったように感じた。

「…………」

　コクンと喉のどを鳴らした弥刀は、指先で触れていたスマートフォンを握にぎり締しめながら、恐おそる恐る顔を上げかけて……中ちゆう途と半はん端ぱな位置で止める。

　ダメだ。見ないほうがいい。

　早くここから立ち去らなければならないと思うのに、足が動かない。

　路地の奥には、暗がりに溶とけ込むような黒い服に身を包んだ人ひと影かげが……三つ。その中の一つがゆらりと揺ゆれ、こちらに近づいてくる。

「ッ」

　視界の端はしでそれを確認した弥刀は、声もなく身を翻ひるがえし、一歩だけ踏ふみ入れていた路地から飛び出そうとした。

　身体からだの半分が明るい通りに出た……と思った直後、シャツの後ろ襟えりを摑つかまれて背後へ強く引っ張られる。

「待てや、オラァ！」

「ぅ……っ」

　シャツの首元が締まり、苦しさにグッと呻うめく。

　なんとか振り切ろうとしたけれど、弥刀のシャツを摑む手の力のほうが遥はるかに上だった。逃のがれることができず、ズルズルと路地の暗くら闇やみに引き戻もどされる。

「おまえ……見たな？」

　頭のすぐ後ろで、抑よく揚ようのほとんどない低い声が短く詰きつ問もんしてくる。

　どう答えればいいかなど、考えるまでもなく決まっている。弥刀は、首を左右に振って否定した。

「見てないっ。なにも……」

　黒い影……低い声しかわからないけれど、細身の自分とは比ひ較かくにならない屈くつ強きような男だという想像はつく。

　焦あせるな。隙すきを見つけて逃にげ出せ……と自分を落ち着かせながら、ゆったりとした呼吸を意識する。

「見てない？　本当か？」

「本当、に……っ」

　シャツの後ろ襟を摑んだ手の力は強く、容よう赦しやなく首元を締めつけてくる。

　弥刀が「なにも見ていない」と否定を繰くり返しても、解放される気配はなくて……動どう悸きが激しさを増した。

　少しでも呼吸を楽にしたくて、震える指で辛かろうじてシャツのボタンを外す。

「は……っ」

　喉の締めつけがわずかながら和やわらいで、安あん堵どの息をついた。

　そうして気を抜きかけたのは一いつ瞬しゆんで、路地の奥から聞こえてきた別の男の声に再び緊きん張ちようを張り巡めぐらせる。

「ガキ相手になにやってんだ」

「どう口封じをしようかと思いまして。コイツは見てないとか言ってますが、踏み込まれたからには確実に口外しない材料が必要でしょう」

「イッパツ打って、キマッてるところを撮とっておくか？」

　弥刀を捕とらえている男の言葉に、若い男の声が答え……もう一つ、一番年とし嵩かさであろう男の声が加わった。

「子ネズミ相手に、もったいねぇな。とりあえず、財さい布ふとスマホを取り上げろ。免めん許きよ証しようか学生証を持ってるだろ」

　ジャリジャリと複数の足音が近づいてくる。隙をついて逃げようにも、仲間が増えると面めん倒どうだ。

　もしかして、弥刀を捕らえる手が一人分しかない今が、最後のチャンスか……。

　この男たちがなにをしていたのかは、本当にわからない。でも、路地奥の暗闇に紛まぎれてやっていることなど、ロクなことではないだろう。

　スマートフォンと財布を取り上げられて、学生証がこの男たちの手に渡わたったら、今ここから逃げ出したところで意味がなくなる……。

　どこに逃げても追い詰つめられ……と、得体の知れない恐きよう怖ふが込み上げてきて、張り詰めていた緊張の糸が切れた。

　なにをされるかわからない、という得体の知れない恐怖はもちろん……絶対的な危機に陥おちいった自分が、負の感情を爆ばく発はつさせてしまえばどんなことをするかわからない、ということのほうが怖かった。

　自制心を失なくして、感情のまま睨にらみつけて……敵てき愾がい心しんをぶつけたら？

　きっと、子供の頃ころのカラスや、一度だけ傷つけてしまった伯母へのかすり傷とは比べ物にならない、恐ろしいことになる。

　怖い。怖い、コワイ……自分が、怖い！

「っっ！」

「うわっ、コイツいきなり暴れ出し……ッ」

　闇やみ雲くもに手足をバタつかせて、なんとか背後の男の足元を蹴けりつける。光のほうへ身体を投げ出したけれど、背中を蹴りつけられて派手に転がった。

　眼鏡が弾はじけ飛び、アスファルトの上を滑る。

　道路に叩たたきつけられた全身に衝しよう撃げきと痛みが走り、一瞬息が止まる。

「く……っ」

　震える瞼まぶたを押し開いた弥刀の視界に映ったのは、路上に落ちている眼鏡と煙草たばこの吸すい殻がら……その脇わきにあるのは、黒い革かわ靴ぐつ？

「……すけて」

　無意識にその靴を摑み、縋すがる思いで声を絞しぼり出した。

　この通りかかりの見知らぬ人が、助けてくれる……わけがない。

　夜の街では、他人の面倒なことに巻き込まれるなどゴメンだとばかりに、そそくさと立ち去るのが当然だ。

　頭ではわかっていても、綺き麗れいに磨みがき上げられた革靴から手を離はなすことができなかった。

　振ふり払はらわれるのを覚かく悟ごして待っていると、道路に伏ふせた弥刀の頭上から複数の男の声が落ちてくる。

「おい……俺にゴミを蹴りつけたのは、おまえか？」

「いえ、そんなつもりでは……すみません、コイツがいきなり逃げようとしたせいで」

　ゴミ……自分のことか？

　コレと同列かと、捨てられた吸殻を目にしながら唇くちびるに皮肉な微び笑しようを滲にじませたところで、革靴の男が言葉を続ける。

「逃げる、か。なにをやった？」

「は……あ。俺らの取り引きの現場を、覗のぞき見しやがった……かもしれないんで。口くち封ふうじをしておこうかと」

「スマホ、握ってっし。撮られた可能性もあるんスよ」

　二人の男が、言い訳のように説明するのを耳にした弥刀は、のろのろと顔を上げて頭を横に振った。

「見てな……撮っても、ない。本当……に」

　ギュッと革靴を握って、訴うつたえる。

　助けを求めてこの靴に縋ったけれど、きっともう、どう言っても無む駄だだ。

　鬱うつ陶とうしそうに、手を蹴り払われるか……知り合いのように話しているので、男たちに引き渡される可能性もある。

　なにを言っても……どうしても、無駄な抵てい抗こうか。きつく目を閉じて感情を殺し、されるがままになるしかない。

　絶望的な気分になり、革靴を摑んでいる手の力を抜ぬいた。

　せめて、転がっている路上から自力で立ち上がろうと片かた膝ひざをついた瞬しゆん間かん、ポンと頭に手を置かれるのを感じて動きを止めた。

「こんなところでコソコソしてた、おまえらが悪いんだろうが。見られたらヤバいものは、絶対に見られねぇ場所でやれや。素人しろうとさんに迷めい惑わくをかけんな」

「ですが、そいつ……」

「スマホを確かく認にんしておけばいいんだろ？　ゴチャゴチャうるせーんだよ。これ以上、俺の足を止めさせんな。それとも、このところ大人しくしてたせいで鬱うつ憤ぷんが溜たまってる俺の、運動不足解消につき合ってくれんのか？　……三人か、少しは遊べるかなぁ」

　低い声が語る内容は、この男たちの仲間というには少し雰ふん囲い気きが異なるものだ。

　頭に置かれた手からは、ホッとするような不思議な空気が漂ただよってきて……何故なぜか、指先の震ふるえが止まる。

「す、すみませんでした。……移動しようぜ」

「……失礼しますっ。あの、ソイツ、お任せしますんで！」

「お手を煩わずらわせて、申し訳ありません」

　平身低頭としか言いようのない態度で、三人分の男の声がそう言い残して弥刀の脇を通り過ぎた。

　シン……と静かになったと感じたのは一瞬で、意識の外へ遠ざかっていた喧けん騒そうがドッと押し寄せてくる。

　なに？　この男が助けてくれた？

　……人をゴミ呼ばわりする、無礼な悪人だと思ったのに。あまりにも予想外な展開で、現実感が乏とぼしい。

「おい、礼は？」

　低い声がそう言いながら、グリグリと頭を撫なで回してきた。放心したようにぼんやりしていた弥刀は、慌あわてて立ち上がって目の前に立つ男へ頭を下げる。

「すみません。ありがとうございました。その……スマホ、確認しますか？」

「撮ってないんだろ？」

　弥刀が、おずおずと差し出したスマートフォンを、男はトンと指先で軽く叩いて聞き返してくる。

　問答無用で破は壊かいされるのではないかと、ほんの少し疑っていた。それも仕方ないと諦あきらめつつあったけれど、大だい丈じよう夫ぶそう……？

「は、はい。なにも撮って……見てもないです。あの人たちがどんなことをしてたのかも、知りません」

「じゃあ、問題ないだろ。場ば違ちがいなところをウロウロせずに、お子様は駅前のコンビニでドーナツでも食ってろ」

　あっさり放ほう免めんする気か？

　言葉は丁てい寧ねいとは言い難がたいし、あの男たちの態度からしても『普ふ通つうの人』とは思えないのに、なんの気まぐれだろう。

　真に受けて立ち去っていいものなのか半信半疑の弥刀は、伏せていた顔を上げて救世主の男を窺うかがい見た。

　ちょうど弥刀をチラリと見み遣やったところだった男と、初めて視線が絡からむ。

「ぁ……」

「ん？」

　薄うすく開いた唇から小さな一言を零こぼしたきり、言葉を失った。

　不ぶ躾しつけだとか、機き嫌げんを損そこねるのではないかとか、なにも考えることができずにただひたすら男を凝ぎよう視しする。

　何故なぜか、男もわずかに目を瞠みはって一いつ瞬しゆんだけ動どう揺ようらしきものを滲ませると、言葉もなく鋭するどい眼光で弥刀を見み据すえていた。

　弥刀を真っ直すぐに見下ろしている男は、予想していたより遥はるかに若かった。外見から推定すると、三十歳前後だと思う。

　三十を超こえていたとしても、たぶん二つか三つ程度で……その年ねん齢れい不相応の貫かん禄ろくというか迫はく力りよくがある。

　弥刀の身長は、春の測定では百七十三センチだった。同年代の男の平均程度には上背があると思うのだが、この男は百八十センチの半ばに届いていそうな巨きよ体たいだ。

　そのくせ、夜の闇やみを吸い込んだような艶つややかな黒くろ髪かみにアーモンド形の涼すずしげな瞳ひとみ……どんな強こわ面もてかと思えば、意外にも理知的な容よう貌ぼうだった。

　日本人離ばなれした体たい軀くと相あい俟まって、黙だまって立っていれば、外国のファッション誌から抜け出してきたかのような迫力のある美び丈じよう夫ふだと思う。

　コレと自分が、同じ『男性』にカテゴライズされると思いたくない。

　雄おすとしての格があまりにも違ちがいすぎて、羨うらやむことさえ身の程ほど知らずではないかという気分になる。

　なのに……胸の奥から、不可解な感情が込み上げてくる。

　恐おそれでもなく、屈くつ辱じよくでもなく、悔くやしさでもない。

　これは、なんだろう。

　いつからか、心臓が猛もうスピードで脈打っている。耳の奥で響ひびく鼓こ動どうがうるさいくらいで、息苦しいのに男から目を逸そらすことができない。

　ついさっき、よくわからない男たちに捕とらえられた際の危機感や恐きよう怖ふ心とは、異なる動どう悸きだ。

　どうして、そんなに真っ直ぐこちらを見ている？

　まるで、子供が初めて目にする珍めずらしいものを、純じゆん粋すいな好こう奇き心しんのまま見み詰つめているみたいで……懸けん命めいな眼まな差ざしは、肌はだがピリピリするほど強きよう烈れつだった。

　得体が知れないのは、怖こわい。

　今すぐ、ここから逃にげ出したいと頭の中では思っていても、目を逸らすことも指先を動かすこともできない。

「……おまえ」

　時間が止まったかのような不思議な硬こう直ちよくを解いたのは、男の一言だった。

　低くつぶやき、右手を上げて弥刀に伸のばしてくる。

　大きな手のひらを淡あわい光が映した瞬間、弥刀の視線はそこに釘くぎ付づけになった。

　親指のつけ根あたりから、小指の根元にかけて……手のひらを、一直線の白い跡あとが斜ななめに横切っている。

　これはまるで、鋭い刃は物もので切ったかのような傷跡だ。

　それも、周りの皮ひ膚ふが引き攣つれていることも余計な線もなく、ただ一筋……美しいとしか形容しようがない真っ直ぐな跡で、視線を逸らせない。

「ぁ……」

　男の手が近づいてくる様子は視界の端はしに映っているのに、避よけられない。

　唇くちびるの端、ギリギリのところに男の指先が触ふれた瞬間、反射的にビクッと肩かたを震わせた。　>>>♥

　ほんの少し掠かすめただけなのに、指先から熱いものが注ぎ込まれたようで、鳥とり肌はだが立っている。

　弥刀を見据える男の目には、闘とう志しに似た焰ほのおがチラチラしているみたいだ。無言の威い圧あつ感かんに、縛しばりつけられる。

「なんだ、コレ。おまえ……普通の人間か？」

「っ、ど……いう、意味」

　掠れた声で、なんとか言い返す。

　男は弥刀から目を逸らすことなく、先ほど唇の端に触れてきた大きな手をグッと握にぎり締しめた。まるで、湧わき上がる激情をなんとか抑おさえ込もうとしているみたいだ。

「そういや、名前を聞いてなかったな。恩人に、名乗れないってこたぁないだろ」

　名前？

　教えなくてもいい。偽ぎ名めいで切り抜ぬける手もある。

　そう、頭の隅すみに残る冷静な自分が囁ささやいている。なのに弥刀は、男の目力に引き出されるように、偽いつわりではないものを答えていた。

「……弥刀」

「弥刀、か。俺は武たけ尊るだ。……来い」

「あ……」

　短く口にしたと同時に、腕うでを摑つかまれる。

　どこへ連れて行かれるか、なにが目的なのか……不安しかないはずなのに、腕を引かれるまま雑ざつ踏とうを歩く。

　非力な女性や子供ではないのだから、全力で抵てい抗こうすれば男の手を振ふり払はらって逃げることもできたはずだ。

　でも、シャツ越ごしに感じる男の手は熱くて……食い込む指の力強さが、余よ裕ゆうのなさを伝えてきて。

　弥刀の手を引き、まるで障害物を搔かき分けるかのように人ひと混ごみを抜けて大おお股またで歩く、広い背中を追いかけることしかできなかった。

　武尊、と名乗った名前しか知らない。本名ではない可能性すらある。

　それなのに、この背中について行くことが当然のようだ。周囲の景色がぼやけて、濃のう色のスーツに包まれた大きな背中しか目に入らなくなる。

　不可解な心ここ地ちに包まれて、逃げようという意思を完全に手放した弥刀は、目的地も知らないまま歩き続けた。










《三》







　ネオンがキラキラしていた賑にぎやかな繁はん華か街がいから、速足で歩いて十五分。駅を挟はさんだ反対側の一画は、別世界のように静かだった。

　無機質なビルが立ち並ぶ、オフィス街だ。

　平日の昼間はスーツ姿の人たちが行き交かうのだろうけれど、日曜の夜である今は電気の灯ともる窓はほとんどない。

　通りに並ぶカフェやコーヒーショップも照明が落とされており、かろうじてコンビニエンスストアだけが煌こう々こうとした明かりを灯している。

　武尊は、静かな通りを無言で弥刀の手を引いて歩き続ける。

　どうしてこの男に黙って従っているのか、自分でもわからない。手を振り解ほどき、全力で走って駅に逃げ込むこともできるはずなのに……広い背中を追うことが当然のようで、武尊の手を拒こばめない。

「っ！」

　大股で歩く武尊とストライドが違う弥刀は、なんとかついて行っている状態だ。息が上がり、足がもつれそうになったところで、ようやく武尊が歩を緩ゆるませた。

「……？」

　清潔感のある、真新しいビルだ。ひょろりと細長く、ガラス張りのロビー部分は開放感がある。

　その正面入り口を素す通どおりした武尊は、通用口らしい黒い扉とびらの前で足を止めた。壁かべに溶とけ込むかのようにひっそり存在する扉は、意識して見ていなければそこに扉があると気づかないかもしれない。

　この様子だと、きっと関係者用の裏口なのだろう。

　スーツの内ポケットから財さい布ふを取り出した武尊は、扉の脇わきにあるカードリーダーに黒いカードを翳かざしてロックを解除する。

「入れ」

　低く命じた武尊は、当然のように弥刀の手を引いて扉を抜ける。迷いのない足取りで薄うす暗ぐらい廊ろう下かを進み、一階に待機していたエレベータに乗り込んだ。

　密室で武尊と肩を並べた弥刀は、深呼吸で息を整え……そこで、ようやく声を出すことができた。

「武尊……さん。……ここ、なに？」

　階かい床しようボタンが並ぶパネルの下部にも同じカードを認にん証しようさせた武尊は、一番上……『７』のボタンを押しながら、弥刀の問いに短く答えた。

「俺の持ち物だ。気にしなくていい」

「気に……、でも……」

　それなら、なにを気にすればいいのだろう。武尊が気にしなくていいと言うのなら、なにも考えなくていいのでは。

　弥刀の混乱は増すばかりで、頭の中がゴチャゴチャになっている。

　酷ひどく酔よっ払ぱらった時でも、こんなふうに思考力が極きよく端たんに落ちたことなどないのに、自分がどうなっているのかわからなくて怖い。

　足元に視線を落として惑まどっていると、視界に艶つややかな革かわ靴ぐつが映り込んだ。

　無我夢中で助けを求めて摑んだ、武尊の靴……。

　自然と顔を上げた直後、目の前に影かげが落ちて唇にやわらかなものが押しつけられる。

「ぁ……？」

　今のは、なんだ？

　よくわからなかった弥刀が、目を見開いたのとほぼ同時にエレベータの上じよう昇しようが止まり、扉が開いた。

　やはり無言のまま弥刀の手を引いた武尊に誘ゆう導どうされて、エレベータを出る。

　どうやら、フロア全体が一戸の居住空間になっているらしい。

　エレベータホールに一つだけある門もん扉ぴをくぐると、石いし畳だたみの両りよう脇わきに日本庭園を模したささやかな空間が設しつらえられていた。

　坪つぼ庭にわというものだろうか。白い玉たま砂じや利りが敷しき詰つめられ、小さな岩と松、石いし灯どう籠ろうに……質感からしてプラスチックではない、本物の竹を使った鹿しし威おどしまで見える。

　建物の中だとは思えない見事な庭が設えられている、なんとも不思議な空間だった。まるで、格式高い老舗しにせ料りよう亭ていにでもやって来たみたいだ。

「弥刀」

「っ！」

　立ち止まっていると、馴な染じんだもののように自然な調子で低く名前を呼ばれて、ビクッと肩かたを震ふるわせる。腕に食い込む指の力強さにも急せかされている気分になり、止めていた歩みを再開させた。

　小道の先に佇たたずむ黒い玄げん関かん扉とびらは、落ち着いたマットな黒でマンションによくあるタイプだ。坪庭を考えれば和洋折せつ衷ちゆうなのだが、不自然な感じはしない。

　その扉を開いた武尊は、これまでより強ごう引いんに弥刀の肩に腕を回し、グッと自分へと引き寄せて足を踏ふみ入れた。

　身体からだに巻きつく腕の力は強く、まるで弥刀に逃にげられることを恐おそれているみたいだ。

　玄関扉がいつ閉まったのか、武尊の腕の中に抱だき込まれている弥刀には見えないせいで、わからなかった。

　ただ、背後でオートロックのかかった小さな音は、耳に入る。

「あ……の」

「ここまで来て、逃げようとするなよ。なんだよ、おまえ。こんなに衝しよう動どう的に自宅へ他人を連れ込んだのは、初めてだぞ。どうなってんだ、これ」

　戸と惑まどっているのは、弥刀だけではないのだと……あの男たちと対たい峙じしていた際の、威い風ふう堂どう々どうとした口調とは別人のように揺ゆらぐ、武尊の低い声が語っている。

　あの王者のような威い圧あつ感かんが噓うそのように、どことなく頼たよりない印象の声が「なぁ、弥刀」と、戸惑いがちに呼びかけてくる。

　そんなふうに言われても、なにも答えられない。声が喉のどの奥に詰まっているみたいで、一言も出てこない。

「なんか言えよ、弥刀」

「っ……」

　武尊の声で名前を呼ばれるだけで、胸の奥が甘く疼うずき、心臓がどんどん鼓こ動どうを速め……そんな自分に戸惑いが増した。

　結局なにも言えないまま、頰ほおに当たる武尊のスーツの生き地じを感じながら唇くちびるを嚙かむ。

　武尊は困こん惑わく気味に「どうなってんだ」と口にしたけれど、弥刀もまったく同じことを尋たずね返したい。

　鼓動が乱れ、奇き妙みような熱が胸の奥から湧わき上がり……激しい脈動に、指先までズキズキしているみたいだ。

　これは、なんだろう。

　不思議な動どう悸きを抑おさえられない。ドクドクと激しく脈打つ理由は、わからない。でも、原因だけは明確だった。

　弥刀を両りよう腕うでの中に抱き込んでいる、この男……武尊、だ。

　背中を抱く武尊の腕に力が込められて、息苦しさに身を捩よじらせる。

「逃げるな。……逃げないでくれ」

「ん……っ」

　それを逃げようとしている動きだと受け取ったのか、頭のすぐ傍そばで懇こん願がんを滲にじませた低い声が聞こえて……全身の力が抜ぬけた。

　普ふ通つうではない自分自身も、この男も、どちらも怖こわい。

　……逃げたほうがいい。きっと、逃げなければいけない。

　頭ではわかっているのに、身体が思うように動いてくれなかった。ただ身を固くして、武尊に抱き込まれるだけだ。

「ッ……くそ」

　忌いま々いましげに低く舌打ちをした武尊は、弥刀を抱だき寄せていた腕を解ほどいた。直後、今度は有う無むを言わさず担かつぎ上げられて廊下の奥へと歩を進める。

　弥刀は驚おどろきのあまり声も出せず、武尊の肩に縋すがりついて身体を強こわ張ばらせた。

　服の上からでも、鍛きたえ上げられた筋肉が伝わってくる。細身とはいえ六十キロ近くはある弥刀を担いでいても、足取りには危なげがない。

　ドアを開け、弥刀の頭を大きな手のひらで覆おおう。なにかと思えば、ドア枠わくの上部に頭をぶつけないよう庇かばわれたようだ。

　扱あつかいは丁てい重ちようとは言えず、急いたように行動している。そのくせ弥刀を気き遣づかうのかと思えば、奇妙に甘い息苦しさが増した。

　背中を屈かがめて部屋に入った武尊は、薄暗い中でも迷う様子なく歩を進めて、担いでいた弥刀を下ろした。

「ぅわ！」

　無防備な体勢で身体が投げ出され、衝しよう撃げきを覚かく悟ごして目を閉じて身構える。

　なのに、全然痛くない……？

　どうなっているのか、不思議に思いながら恐る恐る瞼まぶたを開いた。

　部屋の明かりはついていない。ドアを開け放したままの廊下から、かすかな光が差し込むだけだ。

　薄暗いけれど、ぼんやりと身の周りを目に映すことができた。

「ぁ……」

　投げ出された弥刀の身体を受け止めたのは、ベッド……か。

　そう認にん識しきした直後、身を置いているベッドが揺れて、戸口から差し込むほんのわずかな光もなにかに遮さえぎられる。

　ハッと見上げた弥刀の目に映るのは、大きな黒い影だ。その影……武尊が、ベッドに膝ひざを乗り上げてきて……弥刀を見下ろしている。

「……弥刀」

「あ、あの……ぁ！」

　低い声で名前を呼ばれた瞬しゆん間かん、頭の中が真っ白になった。

　頰に触ふれてくる手から、武尊の体温が伝わってくる。唇を指の腹で撫なでられると、声を発することもできなくなった。

　白い線のような、きっと刃は物ものによる傷きず跡あとが残る手。

　この手に、逆らうことはできない。逆らってはいけない。

　何故なぜ？

　……自分は、コノヒトノモノダカラ。

「逃げるな。……イイ子だな」

　ふっと吐と息いきが唇を撫でて、自然と瞼を伏ふせた。言葉は傲ごう慢まんな響ひびきなのに、触れてくる唇はやんわりと優やさしい。

「嚙むなよ」

「ン……ッ」

　唇の合間をこじ開けるようにして潜もぐり込んできた舌が、熱い。縮こまっている弥刀の舌を探さぐり、舌先で表面を辿たどり……誘さそい出す。

「ぅ、ん……っぁ」

　おずおずと触れ合わせた直後、緩ゆるく吸いつかれてザワッと全身の産うぶ毛げが逆立った。

　嫌けん悪おからの悪寒ではない。

　それとは正反対の感覚……気持ちいいから、だ。

　逃げるな？

　そんなこと、言われなくてもわかっている。鋭するどい光を湛たたえてこちらを見下ろすその瞳ひとみから、自分が逃のがれられるわけがない。

　絡からみつく舌は熱く、弥刀の身体も、理性も、なにもかも圧あつ倒とう的な熱で融ゆう解かいさせようとしているみたいだ。

「ふっ……」

　一つ大きな息を吐はいた弥刀は、その背に手を回して受け止めることが当然であるかのように……腕を上げて、広く逞たくましい背中に抱きついた。










「ゃ、っ……っん」

　妙みような声を漏もらさないように、何度も奥歯を嚙み締しめ直す。

　服を剝はぎ取られているだけなのに、武尊の指が肌はだを掠かすめるたびに身体からだを震ふるわせてしまう。

　吐息が熱っぽく、特別なことはなにもされていないのに心身を昂たかぶらせていることが堪たまらなく恥はずかしくて、身を捩った。

「チッ、隠かくすなよ。脚あし、開け」

　忌々しげな舌打ちに続いて、大きな手に膝を摑つかまれる。武尊の手のぬくもりを肌で感じた途と端たん、全身の力が抜けた。

「あ……」

　呆あつ気けなく膝を左右に割り開かれてしまい、弥刀の抗あらがいなど武尊にとって物の数に入らないほど些さ細さいなものなのだと思い知らされる。

　こうして容易たやすく操あやつられるのは、武尊が腕わん力りよくに物を言わせて無む理り強じいしているのではなく、その手に触れられると弥刀の身体からスルリと力が抜けてしまうせいもあるのだろう。

　どうして、この手に逆らえないのか自分でもわからない。

「全部、触さわらせろ。ここも……こっちも。おまえの身体に、俺が触れていない部分がなくなるまで……」

　両手を肌に押しつけられて、肩かたから腕を撫で下ろして……指先を軽く握にぎられる。今度は、脇わき腹ばらから腰こし骨ぼねを通り過ぎて、腿ももに膝……踝くるぶしを軽く摑んで爪つま先さきまで。

　言葉のまま、くまなく全身に触れられる。

「っん、ぁ……ゃ、だ」

「ヤじゃねーだろ」

　頭の芯しんが、甘く霞かすんでいる。

　触れてくる手を拒こばめない。されるがまま、膝を割り……身体を開き、なにもかも武尊の目に曝さらしてしまう。

　武尊の声に命じられると、弥刀自身の意思は手の届かないところへ追いやられる。そうしなければならないのだと、当然のように身体が従うのだ。

　武尊の意のまま動かされる、操り人形になったみたいだった。

「すごいな。わかるか？　ひんやりしていたかと思えば……俺の手が触ったところから、波は紋もんみたいに熱が拡散していく」

　武尊は、弥刀の胸の中心に手を押し当てて、ふっ……と笑う。

　それは、改めて武尊に言われなくても、身体で感じていた。

　弥刀はもともと、体温が高くない。陽気とは言い難がたい雰ふん囲い気きのせいもあって、冷たい刃物のようだと言われたこともある。

　それなのに、武尊の手に触れられると瞬しゆん時じに熱が上がる。武尊の手は熱く、そこから移された熱が全身に広がっていく。

　自分が本当に刃物なら、今の熱伝導は凄すさまじいことになっているはずだ。

「ここも……まだ直接触っていないのに、なぁ」

　胸むな元もとにあった手が、臍へその下あたりにぽんと置かれた。その瞬間、ビクッと脚を震わせて咄とつ嗟さに膝を閉じようとしてしまった。

「あ……」

「残念だったな。隠させねぇよ」

　けれど、脚のあいだに武尊の身体が割り込んでいるせいで敵かなわない。直接触られていないのに、どうなっているのか……隠せない。

「すげーな。ビクビクしてるぞ。これ……握ったらどうなる？」

「ゃ……やだ、ヤダ、触んな……っで。怖こわい……ッ」

「ッ、逆効果だろ、それ。そんなふうに言われたら、触らずにいられるかよ」

　懇こん願がんを込めて見上げた武尊と、視線が絡む。

　弥刀を見下ろす熱っぽい瞳の奥に、チラチラと闘とう志しに似た焰ほのおが揺ゆらいでいて……どこかで見たような、不思議な既き視し感かんに包まれる。

　ぼんやりと武尊の目を見み据すえていたせいで、武尊の手に抗おうとしていたことを忘れてしまった。

　ふっと空気が動いた……と思った次の瞬間、一度も触れられることなく限界まで昂っていた屹きつ立りつに武尊の指先が掠める。

「ア……ぁ！」

　自分でもどうなっているのかわからないまま、込み上げてきた熱に押し上げられ……目を見開いて全身を震わせた。

　今のは……なんだ？

　思考が真っ白に塗ぬり潰つぶされていて、自分の身になにが起きたのかわからない。

　ただ、指先までジンジン痺しびれるような強きよう烈れつな快感の余よ韻いんが、激しい動どう悸きと共に全身を巡めぐっているだけだ。

　苦しくて苦しくて、無意識に詰つめていた息を細く吐き出した。

「ふっ、ぅ……っ、は……ぁ」

　……身体が重くて、動けない。

　ギッとベッドが揺れ、武尊が弥刀に覆おおい被かぶさっていた上半身を起こした。

「はっ……指先が、ほんのちょっと当たっただけだぞ。あいつらに、妙なドラッグでもブッ込まれてたか？　それとも、天性の淫いん乱らんか。どれだけの男に乱れた姿を見せた？」

　揶や揄ゆする口調でそう言いながら、長い指に伝う白はく濁だくを弥刀に見せつけるようにして翳かざし、舌先で舐なめ取る。

　ぼんやりとしていた弥刀は、カッと顔が更さらに熱くなるのを感じながら震える唇くちびるを開いた。

「ちが……っ。違ちが、う。こんなの、知らな……い。こんなふうに、おれに触ったの……武尊だけ、だ」

「あぁ？　噓うそだろ。こんなにエロい処女がいるかよ。……って、オンナじゃないが」

「ほ、本当に。ただ、手……が」

「手？」

「あんたの、手……に触られたら、おかしくな……る。こんなの、知らな……っ。カラダ、熱い。ぁ……あっ！　ゃ、ま……たっっ」

　言葉の途と中ちゆうで、今度は手のひらに包み込むように屹立を握り込まれ、ビクビクと身体を震わせた。

「ふ……ん。この手だけに乱れる、か。……悪くない」

「ゃ、やだって言った……の、に。ひっ……ぅ」

　落ち着く間もなく立て続けに追い上げられ、心臓が壊こわれそうなほど激しく脈打っている。

　みっともないとか、恥ずかしいとか取り繕つくろう余よ裕ゆうを失なくした弥刀は、半べそで「ヒドイ」と訴うつたえた。

「泣くなよ。カワイイから。……まだ終わってねーぞ。全部……触らせろ」

　クッと低く笑えみを零こぼした武尊の手が、涙なみだの伝う頰ほおを撫なでる。

　ビクッと身体を震わせて、反射的に顔を背そむけようとした弥刀の逃にげを許してくれず、長い指が歯列を割って口こう腔こうに突つき入れられる。上うわ顎あごの粘ねん膜まくを指先でくすぐられ、ビクビクと肩を震わせた。

　舌を摘つまみ、指が引き抜ぬかれ……薄うすく開いたままの唇を塞ふさがれる。今度は、指の代わりに武尊の舌が口腔の粘膜をくすぐった。

「ン……ん、っっ！」

　濡ぬれた指……が。脚のあいだ……違ちがう、もっと奥……に。

　全部？　そうだ。武尊は、全部触ると言っていた。口の中と同じように、そこまで侵しん略りやくするつもりか。

　そう気づいても、口づけで言葉を封ふうじられ、全身を武尊の身体に押さえつけられていて……抗えない。

「ふ……ッ、ぁ！」

　後こう孔こうに押しつけられていた指先が浅く埋うめられた、と感じた直後、舌を搦からめ捕とられて吸いつかれる。

　濃のう密みつな口づけに意識を移した途端、今度は長い指を深く沈しずめられた。

「ん、ん……っ、ぅ」

　違い和わ感かんや鈍にぶい痛みよりも、身体からだの内側に武尊の指がある……と、そのことにこれまで以上に熱を煽あおられる。

　足り……ない。

　もっと、もっと、圧あつ倒とう的な熱で焼き尽つくされてしまいたい。

　涸かれることなく沸わき上がる欲よつ求きゆうに突き動かされるまま、重く感じる舌を動かして、願いを叶えてくれるはずの男の名を呼んだ。

「武尊。たけ……る」

「……将まさ仁ひとだ。武尊は、今となっては俺だけの名ではない」

「将……仁？」

　ぼんやりと復唱した弥刀は、滲にじむ視界に武尊の顔を映す。

　射るような鋭するどい目で弥刀を見下ろしている武尊に、もう一度「将仁」と呼びかけて、仄ほのかな笑みを浮うかべた。

「っ、おまえ……くそ、自制心だとか理性だとか、なにもかも持って行きやがって。……食い尽くしてやる」　>>>♥

　本能を剝むき出しにした最後のつぶやきは、凶きよう悪あくな宣言かもしれない。なのに、弥刀の胸には歓かん喜きが湧わき起こる。

　それこそが、弥刀の望みだ。

　後孔に埋められていた指が引き抜かれ、次にどうするつもりなのか……確信に近い予感があったのに、逃げられなかった。

「ん……ぁ、あっっ！」

　指とは比べ物にならない、圧倒的な存在感の熱ねつ塊かいは、身体の内側から弥刀を焼き尽くそうとしているみたいだ。

　怖い。苦しい。息が……詰まる。

「ぅ……っ、く」

「ふっ……、弥……刀。すげ、熱い……」

　激しく動悸を打つ心臓が、悲鳴を上げている。でも、拒こばめない。

　武尊に、熱を帯びた掠かすれた声で名前を呼ばれるだけで、もっと受け入れようと身体の強こわ張ばりが解ける。

　熱い。熱い……。

　もし弥刀が、千五百度以上の熱でなければ融ゆう解かいしない鋼はがねであっても、どろどろに融とかされそうだ。

　未知の感覚は怖いのに、融かされて……武尊の手で、好きに作り変えられたい。

　思考が散り散りになる。灼しやく熱ねつの嵐あらしに巻き込まれて、頭の中が真っ白になる。

「弥刀。俺を見ろ。おまえは……」

　武尊の声が聞こえる。

　でも、音として捉とらえるだけで意味まで解することができない。その声を、きちんと耳に入れたいのに。

「弥刀」

　滲む汗あせで額に張りつき、目元を隠かくす弥刀の前まえ髪がみを搔かき上げた武尊の手が、視界に映る。

　手のひらを横断する、白い線……。

　高こう揚ようしているせいか、ほんのりと血色を帯びている。

　まるで、鋭えい利りな刃は物ものを握にぎり込んだような痕こん跡せきが刻まれた大きな手が、そっと触ふれてくる。

「あ……あっ、ン……！」

　汗の滲む首筋を撫でられただけで、背筋を鋭い悦えつ楽らくが駆かけ上がって身体を震ふるわせた。

　身体の奥にある武尊の屹立を、無意識に締しめつけ……味わうように粘膜が絡みつく。肩かたを震わせた武尊が、大きく息を吐はいて弥刀の頰を軽く叩たたいた。

「ッ、危ね……つられそうになった。おい、まだ飛ぶなよ。終わりじゃねぇ」

「ゃ、やだ」

「足らねぇよ。もっと……もっと、味わわせろ」

　熱塊の存在を、弥刀の身体に刻み付けるかのようにゆっくりと抽ちゆう挿そうされて、武尊の肩にしがみついた。

　頭では突き放そうと思っているのに、身体が勝手に動く。これではまるで、足らないという武尊の言葉に応こたえているみたいだ。

「っは……、はっ……ぁっ、ゃ……変に、な……っ。もう、変……だ」

「……嫌いやか？」

　動きを止めた武尊は、甘く掠れた声で尋たずねながら弥刀の目を覗のぞき込んでくる。

　熱を帯びたその瞳ひとみは、艶つやっぽく……挑いどむような激しさを内包していて、胸の奥が甘く締めつけられる。

　嫌だと言えば、どうするのだろう。解放してくれる……とは思えない。

　なにより弥刀は、噓でも「嫌だ」などと口にできなかった。

「嫌、じゃな……っいから、怖こわ……い。怖い、よ」

　この目に見み詰つめられると、自分のなにもかもを差し出さずにいられない。

　食くらい尽くされようが、焼き融かされようが……すべて、この男の望みに従うのみだ。そうしてほしいと、弥刀自身も求めている。

「怖くねぇだろ。可愛かわいがってるだけだ。なんだろうな、おまえ……無茶苦茶にしてやりたいと思っていても、触さわれば闘とう争そう心が鎮しずめられる。女も……男も、俺を抑おさえられたやつはいないのに……おまえみたいなのは、初めてだ」

　なに？

　なにが、初め……て？

　戸と惑まどいを含ふくみ、わずかに揺ゆらぐ武尊の声がなにか言っている。けれど、もうその意味を捉えられない。

　自我を手放し、目の前の熱い身体にしがみつくだけだ。

「弥刀。おまえは、俺の……だろ」

　俺の、なに？　自分は、武尊の……刀、と？

　そう……だ。武尊のものだ。

　ずっと、ずっと……昔から。武尊のもので、そのことが誇ほこりで……幸せだった。

　そうありたかった。

「ん……ぅん、そっ……だよ」

　うなずいて、筋肉の張り詰つめた背中に爪つめを立てて縋すがりつき、だから離はなさないで……と執しゆう着ちやくをぶつける。　>>>♥

「弥……刀」

　息が止まりそうな強さで抱だき締められて、このまま抱き潰つぶされてしまったらどれだけ幸せだろう……と、快楽の渦うずに心身を沈めた。
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「な、に？」

　ビクッと身体を震わせて飛び起きる。クラリと眩暈めまいに襲おそわれて、右手で目元を覆おおった。

　ここは、どこだ。隣となりで眠ねむっているこの男は……誰だれだ？

「あ……たけ、る」

　頭の片かた隅すみに残る名前をつぶやいた瞬しゆん間かん、昨夜ゆうべの記き憶おくが一気に押し寄せてきて、震える手を握り締めた。

　心臓が、激しく脈打っている。この男の手に触れられた感覚……身体の熱も、全身に刻みつけられているみたいだ。

「おれ、なにやっ……て」

　夢であってくれ、と願いかけて頭を横に振ふる。たとえ夢であったとしても、信じられない。初対面の胡う散さん臭くさい男についてきてしまった挙げ句、あんなこと……。

　自分でもどうかしていると思うけれど、武尊と目が合った瞬間、催さい眠みん術にでもかけられたみたいになった。

　思考力が極きよく端たんに低くなり、この男に付き従うのが当然のような気がして……逃にげるという選せん択たく肢しが、木こっ端ぱ微み塵じんに吹ふき飛んだ。

「っ、ありえな……い」

　武尊に組み敷しかれて、理性を飛ばした己おのれの痴ち態たいまで思い起こしそうになってしまい、ギュッと唇くちびるを嚙かみ締めた。

　ダメだ。ここにいてはいけない。武尊が目を覚まして、顔を合わせてしまったら……また、おかしくなるかもしれない。

　逃げよう。今すぐ、ここから逃げなければならない。

　コクンと喉のどを鳴らした弥刀は、気配を殺してそろりとベッドを下りた。動きの鈍にぶい身体からだで、できる限り衣きぬ擦ずれの音を立てないように服を着込み……ジーンズのポケットにスマートフォンと財さい布ふが入っていることを確かく認にんする。

　ベッドの脇わきに落ちているバッグの紐ひもを摑つかみ上げ、一歩足を踏ふみ出したところで、ベッドにいる武尊が身み動じろぎをしたのがわかった。

　ビクッと動きを止めた弥刀は、息を詰めて気配を窺うかがう。

「ん……弥刀？」

　低い声で名前を呼ばれた瞬間、ザッと肌はだが粟あわ立だつのを感じた。

　ダメだ。振り向いて、武尊と目を合わせてしまったら……また、おかしくなる。

　たった一言、低く名前を呼びかけられただけで肌がざわついているのだから、間ま違ちがいなく平常心ではいられない。

　限界。

　その言葉が頭を過よぎった瞬間、できる限り音を立てないようにしなければ、という努力を手放して走り出した。

「あっ、おい」

　背中を追いかけてきた武尊の声を振り払はらい、一目散に玄げん関かんを目指す。靴くつを引っかけて玄げん関かん扉とびらを押し開けて、エレベータに乗り込み……一階へ。

　一刻も早く、一歩でも遠くに逃げなければ。あの男に捕つかまってしまったら、抗あらがうことができないのだから。

　そんな焦しよう燥そう感かんに背中を押されて、夜が明け切らない暁あかつきの街を、脇わき目めも振らずにただひたすら前へ進んだ。










「は……っ、はぁ……」

　アパートの狭せまい玄関に駆け込み、勢いよく扉とびらを閉めて震える手で鍵かぎをかける。

　その扉に背を預けて、摑んでいたバッグから手を離すと、荒あらい息をつきながらズルズルと玄関先にしゃがみ込んだ。

　身体のあちこちに、強きよう烈れつな熱の余よ韻いんが漂ただよっている。今もまだ、あの射い貫ぬくような視線が絡からみついているみたいだ。

「大だい……丈じよう夫ぶ。もう、いない。ここには……こない」

　そう自分に言い聞かせながら、しゃがみ込んでいる玄関先から立ち上がろうとして……失敗した。

　腰こし……いや、下半身全体に力が入らない。

　自宅アパートまで逃げ帰るのに、かろうじて残っていた体力と気力をすべて使い果たしてしまったようだ。

　武尊の呼びかけを振り切って逃げ出してからの記憶は、必死だったせいか所々曖あい昧まいだ。

　大通りに出たところで、運よく通りかかったタクシーに飛び乗り……こうしてアパートに辿たどり着いたということは、きちんとここの住所を告げられたのだろう。

「も、限界……寝ねる」

　床ゆかを這はうようにして玄関を上がり、キッチンスペースを横切る途と中ちゆうで靴を脱ぬぎ捨てて、ベッドを置いてある奥の部屋を目指す。

　頭も、身体も、もう動かない。

　ベッドに這い上がる余力さえなく、床に座り込んだ状態でぐったりと上半身を預けて、目を閉じた。

「はー……」

　深く安あん堵どの息を吐はいたのを最後に、深い闇やみへと落ちていくかのように意識が真っ黒に塗ぬり潰された。
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「約束を忘れたとは言わせないからな」

「……約束？」

「古いにしえの誓ちかいだ。おまえは憶おぼえていないのか？」

　どうして、そんなに悲しそうな目をしているのだろう。

　どのような敵であっても、決して膝ひざを折ることのない……猛たけ々だけしく威い風ふう堂どう々どうとした戦いの神に、そんな顔をさせるのは誰だ？

　大きな手が伸のびてきて、硬かたい指先がそっと頰ほおに触ふれてくる。熱い想おもいが、流れ込んでくるみたいだ。

「人と成れと、命じたのは俺だ。おまえは、それに応こたえた。古の戦いくさ場ばは存在しない。だが、おまえは現代でも俺のものだ。……違ちがうか？」

　……違わない。

　この人に望まれるのであれば、自分は従うのみ。この身は、太古から紛まぎれもなく彼のものなのだから。

「あなたのものだ……武尊」

　恍こう惚こつとした心ここ地ちで微び笑しようを滲にじませ、そう答えた瞬間、弥刀はビクッと大きく身体を震ふるわせながら目を見開いた。

　ここは、見慣れたアパートの部屋だ。

　床に座り込んだ体勢で、ベッドに伏ふせて、眠っていた……？

「夢……。おれ、なんか……口走ったか？」

　自分の寝ね言ごとで、目が覚めたのは確かだ。

　でも、どんな夢だったのか……なにを言ったのか、覚かく醒せいと同時に頭から吹き飛んでしまってわからない。

　頭が重くて、ぼんやりとしている。記憶が部分的に黒い靄もやに覆われているみたいで、気持ち悪い。

　シャツの襟えり元もとが、汗あせでじっとりしている。

「気持ち悪……っていうか、服のままか」

　きっちりジーンズまで着込んだまま寝入っていたことに気づき、ひとまずシャワーを浴びようと立ち上がった。

　その途と端たん、かつてない下半身の怠だるさにギュッと眉まゆを顰ひそめて再び座り込む。

「身体、重……い」

　自分の身体を見下ろし、シャツのボタンが一つ弾はじけ飛んでいるのが目に入った瞬しゆん間かん。ぼんやりとしていた記き憶おくが一気に甦よみがえって、濁だく流りゆうのように押し寄せてきた。

「あ……あ」

　弥刀は震える手でシャツの襟元を握にぎり締しめて、動どう揺ように視線を泳がせる。

　……そうだ。

　夜の街で逢あった、武尊と名乗った正体不明の胡う散さん臭くさい男に、どこか知らないビルへと連れ込まれ……散々好きにされたのだった。

　触れてきた手は熱く、身体の奥深くまで侵しん略りやくされて……貪むさぼられた。

「っ、あんな……」

　忘れられるわけがない強烈な記憶なのに、奇き妙みような夢の余韻と混じり合ったせいで、ぼやけていたとしか思えない。

　類たぐい稀まれな存在感を放つ男が、目を逸そらすことなど許さないとばかりに、身体にも心にも居座っている。

「なんなんだよ」

　昨夜ゆうべの自分は、どうかしていたとしか思えない。

　初対面の男に唯い々い諾だく々だくとついて行った挙げ句、ろくに抵てい抗こうすることなく好き勝手されるなど、あり得ない。

　腕わん力りよくや体格で負けて、無理やり翻ほん弄ろうされた……とは言えないのだ。

「熱いシャワーを浴びて、頭……ハッキリさせよう」

　ベッドに突つっ伏ぷして眠ねむっていたのは、さほど長い時間ではないはずだ。でも、窓の外はすっかり明るくなっている。

　目覚まし時計に目を向けると、十時前を指していた。

「学校、行かなきゃ。二限に間に合うかな」

　急げば、ギリギリで授業開始時間に滑すべり込めるかもしれない。

　身体からだは石のように重くて、怠い。

　このまま再び眠りに落ちたいと休息を欲ほつしているけれど、あの男に触れられた感覚と記憶を可能な限り洗い流して、いつも通りの日常に身を置こう。

　あれは、なにかの過あやまちだ。

　時間が経たてば、薄うすれて……そのうち忘れる。

　あの男の名前も、誘ゆう引いん力のある強烈な存在感も、これまで知らなかった劇薬のような快楽も……早く頭から追い出せ。

　唇くちびるを嚙かんで自分に言い聞かせると、

「よし、動くぞ」

　拳こぶしを握り締めて、気合いを入れる。

　大きく息をついた弥刀は、上半身を預けていたベッドに両手をついて、のろのろと立ち上がった。
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　夕暮れ時の大学構内を、速足で歩く。桜並木から散り落ちて無残に踏ふまれ、土にまみれた薄うす紅べに色いろの花弁が視界に映る。

　もう、桜の季節も終わりか。

　うつむき加減で足を運んでいたので、

「あ、おーい草薙！」

　すれ違いざまに名前を呼ばれるまで、前から歩いてきた友人に気がつかなかった。

　立ち止まった弥刀に、「よっ」と手を上げた男子学生は……ダメだ、申し訳ないけれど名前が思い浮うかばない。

「今からさぁ、名残なごりの花見って名目の宴えん会かいがあるんだけど、暇ひまなら参加しねー？」

「悪い。バイトだ」

　誘さそいを断るのに、一番角が立たない理由を口にする。

　見るからに肩かたを落とした彼は、

「そっかぁ、残念」

　と、弥刀の思おも惑わく通りしつこく食い下がることなく、仕方なさそうに引き下がった。

　一度も誘いに乗ったことはないのに、懲こりずに声をかけてくるのは彼だけだ。

「また今度」

　微かすかな罪悪感から、まず訪おとずれることはないだろう『今度』を口にした弥刀に、「おー、また今度な」と笑って答えてきて……チクチクした胸の痛みが増す。

　逃にげるように視線を落とし、止めていた歩みを再開させようとしたら、彼は今初めて気がついたように「あれ？」と声を上げた。

「草薙、眼鏡かけてなかったか？　コンタクト？」

　目め敏ざとくいつもとの違いを指し摘てきされ、落ち着かない心情で目元に手を上げた。

　夜の繁はん華か街がいで紛ふん失しつした眼鏡は当然そこにはなく、指先で前まえ髪がみを弄いじることで手持ち無ぶ沙さ汰たを誤ご魔ま化かす。

「ああ……うん。眼鏡、自分の不ふ手て際ぎわで割ったんだ」

「へー。邪じや魔まがなくなってキレーな顔が観賞し放題って、女どもが喜びそう」

「はは……あ、時間だから」

　わざとらしく時計を確かく認にんして身体の向きを変えると、軽く手を振ふって彼に背中を向けた。

　眼鏡は、もともと度が入っていないものなので生活に不自由はない。少しばかり印象的らしい目元を隠かくすのと、まかり間ま違ちがえて他人に激しい感情を向けないよう、自制の意味を込めて装着していただけだ。

「早めに新しいのを買うかぁ。余計な出費だな」

　憂ゆう鬱うつな息をついて歩きながら、大学構内を縦断する桜並木を見上げる。

　朝方、通り雨があったせいで散りかけだった桜は花弁をほとんど落とし、瑞みず々みずしい若葉ばかりが目立つ。花見に適しているとは言い難がたいが、集まって騒さわぐ理由があればなんでもいいのだろう。

「んー……晩飯、どうするかな」

　アルバイトがあると告げたのは宴会を断るための口実で、今日はファミリーレストランでのシフトが入っていない。

　アルバイトがない日の悩なやみは、賄まかないを当てにできない夕食だ。

「カレー……やっつけておくかなぁ」

　月曜の夜、鍋なべにいっぱい作ったカレーは今日で三日連続だ。そろそろ飽あきてきたが、傷いたむ前に食べきっておくべきだろう。

　米ではなく、うどんか蕎そ麦ばかパスタ……素そう麵めんは合わないか？

　カレーのアレンジメニューを考えながら歩いていると、ジーンズのポケットに入れてあるスマートフォンが着信を知らせてきた。

「誰だれだ……あ、兄ちゃんか」

　画面に表示されているのは、『兄』だ。歩く速度を緩ゆるませてスマートフォンを耳に押し当てると、短く応答した。

「兄ちゃん、どうかした？」

『元気か？』

「……元気だけど。なに、ついこのあいだ逢ったばかりだろ」

　自宅で顔を合わせたのは、ほんの三日前だ。開口一番に元気かと尋たずねられるほど、間が空いていない。

　クスリと笑った弥刀に、電話の向こうの兄は「そうだが」と珍めずらしく曖あい昧まいに言葉を濁にごす。

「アレの配達はきちんと終えた、って連れん絡らくしたよね。なにか問題があったとか？」

　修復を終えた刃は物ものを依い頼らい人へと届けに行き、その後……と自分の身に起きたとんでもない事態を思い起こしてしまいそうになり、慌あわてて首を左右に振る。

　考えるな。忘れ……られるわけがないけれど、あの夜のことは、できる限り頭の隅すみに押しやっておきたい。

　幸い、電話の向こうの兄には弥刀の動どう揺ようは伝わっていないようだ。普ふ段だんと変わらない調子で、言葉を続ける。

『ああ、あれに関しては問題ない。依頼主からも受け取り連絡があった。それとは別だ。おまえ最近、身の回りに……なにか変わったことはなかったか？』

　意味深な響ひびきで「変わったこと」と口にする兄に、ドクンと心臓が大きく脈打った。

　落ち着け。知られているわけがない。ここで変に動揺してしまえば、自白しているのと同じだ。

　コクンと喉のどを鳴らした弥刀は、早はや鐘がねを打つ心臓の音を耳の奥に感じながら、どうにか平静を装よそおって答えた。

「なっ、ないよ。変わったことって、なんだよ」

『いや、親父おやじがなぁ……ウチの刀を磨みがきながら、近々厄やつ介かいな大物が来そうだ、なんて言うからさ。それも、どうやらおまえ絡がらみ。あの刀に、なにが見えるんかなぁ』

「…………」

　なにも言えなくて、そっと唇を嚙んだ。

　熟練の刀とう匠しようである父は、少しだけ不思議な目を持っている。手がけた刀を通して、持ち主の心しん髄ずいが見えるという。

　それだけでなく、草薙の始祖が有していた伝家の刀を精神統一して磨き上げると、弥刀や兄には見ることのできない『なにか』が映るらしい。

　大昔、草薙の先祖は『刀に神を宿す』役目を担になっていたという伝承がある。気が遠くなるほど長い年月を経ても、刀匠としての才覚を有する『手しゆ腕わん』だけでなく特とく殊しゆな『目』も、代々長男に継けい承しようされてきたそうだ。

　そう遠くない将来、父から兄へと代だい替がわりすれば、きっとその特殊な『目』も兄に引き継つがれるのだろう。

『まぁ、なにもなければいい。もし妙みようなことがあれば、連絡しろよ』

「……うん」

　返事が澱よどんでしまったのは、既すでに『妙なこと』が身に起きているせいだ。でもあんなコト、兄に言えるわけがない。

　僅わずかな異変を察知したのか、兄の声が少しトーンを落として呼びかけてくる。

『弥刀？　おまえ、なんか』

「……あ、もう切るよ。駅に着いたから」

　追つい及きゆうされそうな気配を察して、咄とつ嗟さに噓うそをついてしまった。兄の顔を思い浮かべて「ごめんなさい」と手を合わせ、通話を終える。

　心配してくれているのはわかるが、兄にとって自分はいつまでも頼たよりなく、庇ひ護ごしなければならない弱い存在なのだろうと思えば複雑な気分だ。

「兄ちゃんは、跡あと取とりとして親しん戚せき一同から大切にされてきたもんな。対極に位置する、異い端たん児じのおれへの負い目みたいなのも……あるのかな」

　ふっと息をついた弥刀は、スマートフォンをジーンズのポケットに押し込みながら大学の敷しき地ちを出た。

　一歩、二歩……駅のほうへ歩きかけて、足を止める。

「え……？」

　誰かに、呼ばれた？　いや、人の声は聞こえなかった。耳に入るのは、すぐ脇わきの車道を走る車の音だけだ。

　でも、やはり呼びかけられている……違ちがう、見られている？

　不思議な心ここ地ちで顔を上げて視線を巡めぐらせると、路ろ肩かたに停車している黒い車とその傍そばに立つ青年が目に入った。

　二十代の後半くらいか。きちんとしたスーツに身を包み、車と歩道のあいだに佇たたずんで弥刀をジッと見ている。

　先ほどから感じる、呼ばれているかのような奇き妙みような気配の発信源は、この人に違いない。

　見覚えのない人物だ。これまで逢あったことがないはずなのに、視線が絡からむと目を逸そらせなくなった。

「草薙……弥刀くん、ですね」

　尋ねるというより、確信を持った調子で呼びかけられてハッと現実に立ち戻もどった。

　知り合いではないのに、弥刀のフルネームを口にする男に対する警けい戒かい心しんが今いま更さらながら込み上げてきて、無言で首を横に振る。

　そうして否定する弥刀に、男はふっと唇くちびるを綻ほころばせて何故なぜか嬉うれしそうに笑った。

「逢えばわかるはずだ、なんて……名前しか教えられなかったのでどうなることかと思いましたが、なるほど。確かに……」

「な、なんですか？　おれ、ちょっと急いでるんで」

　新手の詐さ欺ぎか、怪あやしげなセミナーの勧かん誘ゆうか……？　と警戒心が更さらに増す。

　穏おだやかな口調で話しながら近づいてきた男から、ジリジリと距きよ離りを取って、走り去ろうと足の裏に力を入れた瞬しゆん間かん。

「武尊将仁。ご存知ですね」

「っ！」

　唐とう突とつに『あの男』の名前を聞かされて、ビクッと全身を硬こう直ちよくさせた。動けなくなった弥刀に、青年は真意の読めない柔にゆう和わな笑えみを浮うかべる。

　なにが目的だ？　なんなんだ、この男。

　口調も、雰ふん囲い気きも穏やかで……だから、尚なおのこと不気味だった。

「僕は、武尊の遣つかいです。秘書としての本来の仕事ではないはずですが、まぁ……これで仕事に気合いが入るなら、よしとしましょう。弥刀さん、あなたをお迎むかえに参りました。長く停車できませんので、お乗りになってください」

「はっ、乗り……って、おれになんの用ですか？　なんで武尊……」

「ああほら、パトカーが。こんなところで違い反はん切きつ符ぷを切られるのは、勘かん弁べんしてもらいたいですね。弥刀さん、早く早く」

「えっ、ちょ……っっ」

　右手を摑つかまれ、もう片方の手で背中を押され……見かけは弥刀と変わらない細身の体格で、大した力などなさそうなのに、強ごう引いんに黒い車の後部座席へと押し込められる。

「閉めますよ。手や足を挟はさまないように、お気をつけて」

　笑みを絶やすことなくドアを閉めた男は、素す早ばやく反対側へと回り込んで運転席に乗り込むと、間かん髪はつ容いれずに発進させた。

「だから、なんなんです？　降ろせよ、誘ゆう拐かい犯はんっ」

　我に返った弥刀が、目の前にある助手席のヘッドレストに縋すがった時には、走行車線を走る車列の流れに飲み込まれていた。

　スピードメーターを見るまでもなく、映画のようにドアを開けて飛び降りることなど不可能な速度だとわかる。

　それなら信号で停とまった隙すきに……とフロントガラスを注視するも、不思議と青信号が続いていてタイミングを摑めない。

「そんなに警けい戒かいされなくても、危害を加える気はありませんから」

「半強制的な拉ら致ちは、おれにとったら充じゆう分ぶんに危害なんですけど」

「あはは、確かに。でも……本気で身の危険は感じていませんよね？　車に乗せられる時に大声で助けを求めたり、僕を突つき飛ばして走って逃にげることも不可能じゃなかった。武器で脅おどしたわけじゃないんですから」

　そう……言われれば、「絶対に無理だった」と首を横に振ふることができない。縛しばられたり、ナイフを突きつけられたりしたわけではないのだ。

　ただ、この男のやんわりとしつつ強引という妙なペースに巻き込まれて啞あ然ぜんとしているうちに、車のシートに座っていた。

「あんた、武尊の遣い……って」

「あ！　そういえば、名乗っていませんでしたか。失礼しました。僕は梓あずさ川がわと申します」

　そこで一いつ旦たん言葉を切った男は、ふふ……と意味深な笑みを零こぼして、バックミラー越ごしにチラリと弥刀と視線を絡ませた。

「弥刀さんの属性は、刀……ですよね。僕は、同じ武器でも飛び道具なんです」

　予想もしていなかった男の言葉に、弥刀は深く刻んでいた眉み間けんの皺しわをふっと解いて、目をしばたたかせた。

　間ま違ちがいなく、弥刀を刀と言った。

　そして、飛び道具という言葉から連想するものは……。

「……梓あずさ……弓ゆみ？」

　弥刀にとって最も身近なのは、刀だ。

　ただ、似たカテゴリーに属する親戚のようなものとして、弓に関する知識も少しだけ持っている。

　梓川という名前と、飛び道具の武器というキーワードから導き出されるものは、『梓弓』しかない。

　半信半疑でつぶやいた弥刀に、嬉しそうな声が答えた。

「正解です。僕は、かつて弓に宿っていた小こ兵ひようです。神と名乗るのもおこがましい、下したっ端ぱですが……」

　梓弓は、主に神事などの際に魔ま除よけの儀ぎ式しきで鳴らす小型の弓なので、武器としての実用性はどの程度なのか弥刀にはわからない。

　武具として一いつ般ぱん的な弓の素材は、近代では竹だ。

　ただ、形けい骸がい化された梓弓ではなく、時代を遡さかのぼり……遥はるか昔なら、実戦に使用されていた可能性もあるかもしれない。

「ちょっと、待て。弓の神？　が……なんで、おれを。武尊の遣い、って……なに？」

　梓川と名乗った男の言っている意味が、理解できない。ワケがわからないのに、突とつ拍ぴよう子しもない作り話だと笑って馬ば鹿かにできない。

　心臓が激しく脈打ち、頭の中を「なに？」と疑問が駆かけ巡っている。

　戸と惑まどう弥刀に、梓川は意外そうな声で言葉を続けた。

「あれ？　もしかして弥刀さん、自覚されていませんか？　刀神ですよね？　生誕からの神というより、元はただの刀だったものが、主あるじの想おもいと共鳴して付つく喪も神がみへと神格化された存在と言ったほうが正しいかもしれませんが……」

「もっと……ワケがわかんないんだけど」

　刀神？

　付喪神？

　草薙の先祖が、刀に神を宿す役目を担になっていたという伝承は知っている。だから今でも、直系長男は少し特とく殊しゆな『能力』や『目』を有しており、当代の父親からいずれ長男の兄へと継けい承しようされる。

　弥刀は、草薙家の直系次男というイレギュラーな存在だ。

　自分が何者なのか、どうして生まれないはずの次男として誕生したのか、成人した今でも不可解で……刀神や付喪神などと言われても、理解できない。

　自覚していないのかと意外そうに尋たずねられたところで、なにをどう自覚したらいいのか惑うばかりだ。

　唇を引き結んで車の天てん井じよう付近に視線をさ迷わせる弥刀は、あからさまに戸惑いを表しているはずだ。

　梓川は、子供に言い含ふくめるような口調でゆっくりと話を続ける。

「無意識に、僕を仲間と見なしてるでしょう。懐なつかしさに似た、親しみを感じているのは僕だけではないはずだ。初めて逢ったのに……親しい旧友と再会したようで、堪たまらなくわくわくします」

　梓川の語るそれは、弥刀の胸に湧わく昂こう揚ようと同じものだろうか。

　大学前の歩道で梓川と目が合った瞬間、身体からだの奥底から噴ふき上がった思いは、確かに『懐かしい』と……それ以外に形容しようがない、不思議な感覚だった。

　それは、梓川と弥刀が『同じカテゴリーに』属しているからだと？

　唐突に聞かされても、ああそうか、と納なつ得とくできるわけがない。

「本当に自覚されていなかったのでしたら、僕の説明は野や暮ぼというものですね。詳くわしくは、武尊に聞いてください。間もなく着きますから」

「着く……って、あ……」

　フロントガラスに目を向けた弥刀の視界に飛び込んできたのは、ひょろりとしたガラス張りのビルだった。

　明かりの灯ともっていない深夜や、夜の明け切らない暁あかつきの様相とはずいぶんと雰囲気が異なるけれど、間違いなく弥刀が月曜の朝に逃げ出した建物だ。

　同じビルに違ちがいないが、少し雰囲気が異なるのはこちら側が裏口のせいだろう。

　見るからに頑がん丈じようそうな格こう子し状の金属ゲートがゆっくりと上がり、梓川がハンドルを握にぎる車は音もなく地下の駐ちゆう車しや場へ滑すべり込む。

　無機質なコンクリートに囲まれた地下駐車場の一角に停車したところで、惚ほうけている場合ではないと我に返った。

　突拍子もない話と、梓川の不思議な雰囲気に吞のみ込まれて逃げそびれ、こんなところまで連れて来られてしまった。

「降ろせっ。ここ、なんなんだよ」

　弥刀は、目の前にある助手席のヘッドレストに手をかけて身を乗り出すと、梓川の横顔に向かって問いかける。

　今いま更さらなにを、と自分でも思わなかったわけではないけれど、案の定梓川も苦く笑しようを浮うかべてこちらを振り向いた。

「クールに見えて、意外と天然さんですか？　わかっていて、尋ねられないのかと思っていました。ここは武尊の所有する建物です。武尊は、まぁ……世間一般で言う警備会社を経営していますので、その自社ビルですね」

　どうして、『警備会社』のところで言い澱よどむのだろうか。

　胡う散さん臭くさい、と頭を過よぎった疑問が顔に出ているのか、梓川は苦笑を深くしてヘッドレストにかけた弥刀の手の甲こうを軽く叩たたく。

「本当ですよ。若い頃ころの武尊は、外国の傭よう兵へい部隊に所属して有り余る闘とう争そう本能を発散したりもしていましたが、現在は少しだけ落ち着いて時々ＶＩＰの個人的なボディガードを請うけ負っているくらいです。人じん畜ちく無む害がいな経営者ですので、ご安心を」

「人畜無害？　おれにとっては、結構……かなり有害な気がするんだけど」

　眉まゆを顰ひそめた弥刀が思わず本音を零こぼすと、梓川は「弥刀さんが特別なんです」と笑えみを深くして、言葉を続けた。

「……武尊が待っていますので、ご案内します」

　ご案内だと？　そんなこと、弥刀は了りよう承しようしていない。言動は丁てい寧ねいと言ってもいいものだが、弥刀の意思を無視した拉致だ。

「冗じよう談だんじゃない。帰る。降ろせ」

「……手て遅おくれですよ。もう着きましたから。では、そうですね。とりあえず降りてください」

「い、嫌いやだ、降りない」

　言葉の選せん択たくを、間違えた。

　降ろせではなく、車から降りないと言い直した弥刀は、ギュッと助手席のヘッドレストを摑つかむ。

　運転席を出て後部座席に回ってきた梓川が、ドアを開けて車内の弥刀を覗のぞき込んでくる。

「弥刀さん、そんな子供みたいに……。降りてくださらないと、困ります。武尊が待ち詫わびています」

「あんたが困ろうと、知ったことじゃない。おれは、絶対に降りない。武尊になんか、逢あいたくない」

　困ったふうに苦笑されても、梃て子こでも動かないからな……とヘッドレストを摑む指に力を込める。

　まるで、聞き分けのない子供のようだという自覚はある。

　この十年ほどは、一番気を許している兄の前でも、こんなふうに駄だ々だを捏こねて自我を通そうとしたことはない。

　自分でも無様なことをしているとわかっているけれど、車を降りて……待ち構えているという武尊の前に出るのは、どうしても嫌だった。

　あの男には、もう二度と逢いたくない。

　あんな……理性もプライドもなにもかもを手放した、おかしいとしか言いようのない異様な一夜を忘れたい。

　もう一度あの男の目に見み据すえられ、触ふれられてしまったら、自分がどうなってしまうのか予想もつかなくて怖こわい。

　そう必死で逃にげを図はかっていたのに、コンクリート造りの地下空間に反はん響きようする靴くつ音おとと低い声が耳に飛び込んできて、ビクッと肩かたを震ふるわせる。

「なにをしている、梓川。弥刀には逢えたのか」

　武尊……だ。間ま違ちがいない。

　奥歯を嚙かみ締しめた弥刀は、ヘッドレストを摑む手に指先が白くなるほど力を込めて、身体を強こわ張ばらせた。

「あ……ええ、弥刀さんはこちらに。逢えばわかるなんて、大おお雑ざつ把ぱなことを言われてどうしようかと思ったけど、本当に一目でわかったよ。青光りする鋭えい利りな刃は物ものそのものといった風ふう体ていで、キレイな人だ」

「ふ……ん。おまえに言われるまでもない。アレは、昔から美しかった。……妙みような気を起こすなよ」

　顔色を失なくして硬こう直ちよくする弥刀をよそに、武尊と梓川は親しげに会話を交かわしている。

　武尊の靴音と声が、どんどん近づいてくる。

　あちらからは、車内にいる弥刀の姿が見えているはずだ。あの男の視線が、全身に絡からみついてくるように感じて、引き結んだ唇くちびるを震わせた。

「うわぁ、サラリと惚のろ気けたな。心配しなくても、僕にとっては身内みたいなものだからね。種族は違っても、仲間だ」

　こんな……異様なほど重い空気の中で、どうして梓川は笑うことができる？

　嫌だ、逢いたくない。怖い。それ以上寄るな。

　そう必死で祈いのっているのに、武尊の気配がどんどん濃こくなる。意図して視界からシャットアウトしていても、近づいてくるのがわかる。

　心臓の鼓こ動どうがどんどん激しさを増して、息苦しい。ズキズキ疼うずく指先を握り締めた瞬しゆん間かん、開け放されたままだったドアの前に影かげが差した。

　屋根の部分に手をかけて背を屈かがめ、車内を覗き込んでくる。

　張り詰つめた緊きん張ちようが限界に達した瞬間、低い声が弥刀の鼓こ膜まくを震わせた。

「……おい、弥刀」

「っ！」

　息を吞んで肩を強張らせた弥刀が、全身に緊張を巡めぐらせていることはわかっているはずだ。それなのに武尊は、遠えん慮りよ容よう赦しやなく左ひだり腕うでを摑んでくる。

　シャツの上から摑まれたにもかかわらず、ビリッと鋭するどい電流が肌はだの上を駆かけ抜ぬけたような錯さつ覚かくに襲おそわれて、瞬時に鳥とり肌はだが立った。

「遊んでないで降りろ」

　ギリギリの状態で座っている弥刀とは違い、余よ裕ゆうの滲にじむ声と台詞せりふが憎にくたらしい。

　弥刀は、武尊に目を向けることもなくヘッドレストに両手でしがみつくと、首を大きく左右に振ふった。

「い……や、嫌だ。降りない」

　なんとか言い返した声は、みっともなく掠かすれて動どう揺ようを表している。

　もう一度、消え入りそうな小声で「嫌だ」と零す。武尊は、聞き分けのない子供を前にしたように「仕方のないヤツだ」と嘆たん息そくした。

「どうしても動かないって言うなら、俺が乗り込むからな」

「それも、嫌だ」

　否いや応おうもなく密着するはめになる、逃げ場のない狭せまい車内に武尊が乗り込んでくる？

　冗談じゃない。その状態を想像するだけで、眩暈めまいがしそうだ。

　頰ほおを強張らせて勢いよく左右に頭を振ると、再び大きなため息が聞こえてくる。まるで、弥刀が理り不ふ尽じんな我わが儘ままを言っているようだ。

「じゃ、出て来い。無理やり抱だき上げられるのと、自分の足で歩くのと……好きなほうを選んでいいぞ」

　選べと口にしつつ、弥刀の選択がどちらかなどわかり切っているはずだ。

　この男に抱き上げられる、その感覚を知っている。不思議と、全身から力が抜けて逃げられなくなる……ということも。

　グッと奥歯を嚙んだ弥刀は、目の前にあるヘッドレストに縋すがりついていた手の力を抜いた。傍そばで見ている武尊には、無言の降こう伏ふくが伝わったのだろう。

「っ！」

　摑まれたままだった左腕を強く引かれ、仕方なく車から降りる。

　最後の意地とばかりに顔を背そむけているのに、武尊は「イイ子だ」とふざけた台詞と共に笑って、髪かみを撫なで回してきた。

　無言でその手を振り払はらっても、左腕を摑んでいるもう片方の手は解放してくれない。　>>>♥

「梓川、茶を用意しろ」

「はいはい、了りよう解かいです。弥刀くん、緑茶、コーヒー、紅茶……どれがお好みですか？」

　自分たち……主に弥刀が放つ、殺さつ伐ばつとした空気のやり取りを目の前で見ていて、どうして普ふ通つうに飲み物の好みを尋たずねてくることができるのだろう。

　柔にゆう和わな雰ふん囲い気きで穏おだやかそうな話し方をするのに、神経が図太いというか……得体の知れない不気味さがある。

　わかりやすい武尊よりも、この人のほうが怖いかもしれない。

「弥刀くん？」

　もう一度、促うながす響ひびきで名前を呼ばれて、無視できなくなった弥刀はポツリと返した。

「……緑茶を」

「じゃ、お菓か子しは落らく雁がんとお饅まん頭じゆうだね。ちょうど、美味おいしい頂き物があるから。武尊も一いつ緒しよでいいだろ」

　梓川に尋ねられた武尊は、「ああ」と鷹おう揚ようにうなずき、弥刀を見下ろしてきた。

　遣つかいで弥刀を迎むかえに来たと言った梓川は、武尊の部下のような口ぶりだったけれど、それにしては対等な空気だと思う。

　この二人の関係性が読めなくて、謎なぞだ。

「行くぞ、弥刀。動かないなら、有言実行で抱き上げるからな」

　笑えみを絶やさない梓川は、友人を招いてお茶会を始めるかのような浮うかれ調子だが、弥刀は肉にく食しよく獣じゆうに捕とらえられた草食動物の気分だった。

「自分で歩く」

　抱き上げられるのはごめんなので、仕方なく重い足を動かして武尊に従う。

　駐ちゆう車しや場の隅すみにあるエレベータの扉とびらを手で押さえて、「どうぞ」と笑う梓川をチラリと見み遣やり、目が合う直前に顔を背けた。

　左腕を摑む武尊の指は、痛いほど強く食い込んでいるままで……逃とう走そうを完全に諦あきらめて、大きなため息をついた。










《五》







　弥刀の視線の先、四角いガラストップテーブルに置かれた湯ゆ吞のみから立ち昇のぼる湯気は、とっくに消えている。

　武尊と梓川に連れられてきたのは、武尊の自宅だという七階のフロアだった先日の夜とは違ちがい、六階にある一室だ。

　雰囲気からして、武尊のテリトリー……社長室なのだろう。ただ、社長室という言葉からイメージするより、ずっと簡素な部屋だった。

　目につくものは、窓を背に置かれたどっしりとした木製のデスクとその脇わきにあるシンプルなメタルフレームのパソコンデスク、壁かべ際ぎわに置かれた書しよ棚だなと背の高い書類ケースが一つずつ……弥刀と武尊と梓川が腰こしかけている、応接セットくらいだ。

　殺風景な七畳じようほどの室内は、不気味なほど静かだった。弥刀はもちろん、梓川も武尊も口を開こうとしない。

　嫌いやがる弥刀を強ごう引いんにここまで連行したくせに、ゆったりとした一人がけのソファに座り込んでムスッと黙だまり込んでいる。

　ピッタリ閉じた窓は、屋外の音を完全に遮しや断だんしている。時計の針が進む、かすかな音さえ聞こえてきそうな沈ちん黙もくを破ったのは、梓川だった。

「お茶……冷めましたね。入れ替かえましょうか」

「あ、いえ、もったいないのでいただきます」

　テーブルの向こうから梓川の手が伸のびてきて、弥刀は慌あわてて冷えた湯吞みを摑つかむ。

　手つかずのお茶がもったいないのも事実だが、梓川が席を立てば武尊と二人きりになってしまう。それは避さけたい。

　甘みのある上質な緑茶を一気に飲み干して、ホッと安あん堵どの息をついたことで、どうやら喉のどが渇かわいていたらしい……と自覚した。

「お代わり、用意しますね」

　結局、そう口にした梓川が席を立ち、弥刀の行動は無意味なものになってしまう。

　隣となりに給湯室のようなものがあるのか、盆ぼんに三人分の湯吞みを載のせるとドアを開けたまま部屋を出て行った。

　とうとう、武尊と二人きりだ。

　息苦しいほどの緊張に襲われて、つい先ほど潤うるおしたはずの喉が急速に渇くのを感じる。

　幸いなのは、武尊が腰かけているのが弥刀の隣ではなく、テーブルを挟はさんだ正面ということだけだ。

　顔を上げなければ目も合わないし、身体からだのどこかが接せつ触しよくすることもない。

　弥刀が内心そう考えていることが伝わったかのように、言葉もなく立ち上がった武尊が小さなガラストップテーブルを回り込んで弥刀の左ひだり隣どなりに腰を下ろした。

「……っ」

　弥刀は、言葉もなく肩かたを震ふるわせて緊きん張ちようを張り巡めぐらせる。怯ひるんでいると思われるのはなんだか悔くやしいが、完全に無視することなどできそうにない。

　弥刀が腰かけているのは、武尊と梓川が座っていた一人がけタイプのソファではなく、二、三人が並んで座れる横長のものだ。

　男が二人座っても充じゆう分ぶんに余裕のあるサイズにもかかわらず、武尊は少し腕うでを動かしただけで触ふれそうな位置に座り直す。

「なんで、わざわざ近く……」

「どこに座ろうが俺の勝手だろ」

　そう言われてしまうと、もう文句をぶつけられなくなる。

　さり気なく上半身を傾かたむけて逃にげかけた弥刀に対する、当て擦こすりというか……嫌がらせをされているとしか思えない。

　気にするな。意識から追い出せ。無視だ、無視。

　なにも話さず動かず、彫ちよう刻こくにでもなった気分で固まっていればいい。

　一秒でも早く、戻もどって来てくれ……と心の中で梓川に呼びかけていると、武尊が「おい、弥刀」と傲ごう慢まんに名前を呼びかけてきた。

「朝……なんで、黙って姿を消した？　呼び止めたのに、聞こえないふりをしやがって」

「あんなのっ」

　不満そうな声で尋ねられた弥刀は、無視しようという決意を呆あつ気けなく手放してしまった。

　この男の言動すべてが、気に障さわるのだ。否いや応おうもなく弥刀の意識に侵しん入にゆうしてきて、無視しきれなくなる。

「逃げて……当たり前だろ」

　何故なぜかと疑問を感じる武尊の無神経さに、眉まゆを顰ひそめて小さく答える。

　あのまま、あそこにいて……爽さわやかな朝日を浴びながら、「おはようハニー」と目覚めのキスでもすれば満足だったのか？

　……想像するだけで、うんざりとした気分になる。

　膝ひざの上で両手を握にぎり締しめると、今度はこちらの番だとばかりに疑問をぶつけた。

「おれ、フルネームとか大学、あんたに言ってないはずだけど」

　あの夜、武尊に名乗ったのは、「弥刀」という名だけだった。

　それ以外の個人情報は漏もらしていないので、大学の前で梓川に待ち構えられていた理由が謎だ。

　しかも、記き憶おくが正しければ「草薙弥刀くん」と、フルネームで呼びかけられたと思う。

「ああ、確かに直接は聞いていない。おまえが意識を飛ばしているあいだに、財さい布ふの中の学生証をコピーしただけだ」

「だけ……だと？」

　ギュッと眉を顰めた弥刀は、ぎこちなく首を捻ねじって左隣を睨にらみつけた。

　思いがけず近い位置に武尊の端たん整せいな顔があり、慌てて背中を反らす。武尊は、そうして逃げかけた弥刀の肩かたに図ずう々ずうしく右みぎ腕うでを回して、自分に引き寄せた。

「やっと目を合わせたな。……しょんぼりしているより、睨みつけるくらい威い勢せいよくしているほうが魅み力りよく的だぞ」

「あんたに、魅力的とか思っていただかなくても結構」

　顔を背そむけて言い返すと、自分でも可愛かわいげがないと感じる反応のなにがおかしいのか、武尊はクックッと肩を震わせて笑った。

　なにより、どうして当然のように肩を抱だいている。

　弥刀は唇くちびるを引き結び、眉を寄せて右肩を摑む武尊の手を払はらい落とそうとした。けれど、返り討うちのようにその手を握り締められてしまい、ビクッと身体を強こわ張ばらせた。

　シャツ越ごしではなく、素す肌はだで武尊の体温を感じる。大きな手に握り込まれると、動けなくなるのは何故だろう。

「こうして、明るいところできちんと姿を目にするのは初めてだが……思ってたよりずっといいな。俺好みの美人に生まれてくれて、ありがたい」

「な……んだ、それ。おれは、あんたの好みに合わせて生まれたわけじゃない」

「そうか？」

　すっ呆とぼけた響ひびきの一言に、ムッとして左隣を睨みつけた。

　直後、ハッとして視線を泳がせる。

　マズい。こんなふうに制せい御ぎよできない苛いら立だちを抱かかえたまま感情に任せて睨みつけると、傷つけてしまう危険がある。

「おい、目を逸そらすな」

　弥刀が視線を逸らす意味を知る由よしもない武尊は、不ふ機き嫌げんそうな声でそう言って弥刀の顎あごを摑んだ。

「ゃ……」

　強制的に視線を絡からませられ、震える手を握り締める。

　感情を込めた視線で斬きる、など……話したところで理解してくれないだろう。

　嫌だ。誰だれも傷つけたくない。視線で血を流させるバケモノだと……武尊に、蔑さげすんだ目で見られたくない。

　顔を背けられないなら、瞼まぶたを閉じてしまえばいい。武尊を目に映すな。

　そう頭に回かい避ひ策が浮うかんでも、武尊の視線に縫ぬい留められたかのように目を逸らすことができない。

　弥刀は暴走しかねない自身に怯おびえているのに、武尊はどこか楽しそうな微び笑しようを端整な顔に浮かべている。

　こうして、ハッキリと目に映すことのできる状じよう況きようでまともに姿を目にするのが初めてなのは、お互たがい様だ。

　纏まとう空気だけで、怪あやしげな男たちを圧あつ倒とうする威い圧あつ感かんを持っていることは知っていた。

　粗そ暴ぼうなだけの男かと思えば、意外と理知的な端整な容よう貌ぼうだということも、わかっていて……でも、こんなふうに普ふ通つうの応接室できちんとしたスーツ姿の武尊を前にすると、奇き妙みような違い和わ感かんを覚える。

　この人には、仕立てのよさそうなスーツを着て机の前に座っている『普通』の状況など、似合わない。

　では、どんな出いで立ちと場なら相応ふさわしいと思うのか……自問したところで、弥刀にも答えなど導き出せなくて戸と惑まどうばかりだ。

　特とく殊しゆな紹しよう介かい状を手に、国内外から父親を訪ねてくるのは、物ぶつ騒そうな空気を纏う裏社会の人間が多い。

　父や兄はもちろん、弥刀も子供の頃ころからそんな人たちを目にしてきたので、チラリと見かけただけで『アチラの世界に属する人間』を嗅かぎ分けることができる。

　そんな人たちと、武尊は……よく似ているようでいて、違ちがう。

　武尊からは、自身を大きく見せようだとか必要以上に他者を威い嚇かくしようという、虚きよ栄えい心を一いつ切さい感じない。

　周囲の人間が傅かしずいたところで、彼にとっては特別なことではなく、当然とばかりに鷹おう揚ようと構えているはずだ。

　うまく表現できないけれど、この男は特殊だ。

　焰ほのおのような闘とう志しを揺ゆらめかせていても、「勝とう」とか「負けたくない」とか気負うのではなく、純じゆん粋すいに闘たたかいを楽しむのだろうと……容易に想像がつく。

　こんな人間、初めて逢あった。

　深しん淵えんを探さぐるように武尊の目を見み詰つめていると、唇の端はしをかすかに吊つり上げて仄ほのかな笑えみを浮かべた。

「やっぱりいいな、おまえ」

　観察していることを隠かくそうともしない弥刀の眼まな差ざしは、随ずい分ぶんと不ぶ躾しつけだったと思う。でも武尊は、不快感を示すどころか嬉うれしそうにさえ見える。

　いいという台詞せりふの意味を測りかねて無言でまばたきをした弥刀に、武尊は二十センチほどの距きよ離りまで顔を寄せて言葉を続けた。

「その目だ。俺の本能を刺し激げきするのに、闘志を鎮ちん静せいさせる。矛む盾じゆんしているが、重要な役目だ。……姿は変わっても、あの頃のままだな」

「あの……頃？」

　武尊とは、日曜の夜が初対面のはずだ。

　もしかして、過去に依い頼らい人として父を訪ねてきたことがあるか？　とも考えたが、こんな強きよう烈れつな男と一度でも顔を合わせていたら、絶対に忘れられない。

　どうして武尊は、以前から弥刀を知っているような口ぶりで話すのだろう。謎なぞとしか言いようがない。

　弥刀の戸惑いは表情に出ていたのか、武尊は眉み間けんにクッキリと縦たて皺じわを刻んで、腹立たしげに口を開いた。

「本当にわからないのか……まだ、思い出さないか？」

「わ、わかんないよ。どこかで逢ってる？　いつ？」

「……自分で思い出せ」

　武尊は、真っ直すぐに視線を絡ませてくる。

　この目は……怖こわい。闘とう争そう心を隠せていない、獰どう猛もうな猛もう獣じゆうのような眼差しで見詰めないでほしい。

　身体からだの奥深くから、武尊の力強い瞳ひとみに引きずり出されるように昂こう揚よう感が湧わき、体温がじわじわと上じよう昇しようする。

　こんな感覚は、知らない。

　知るわけがないはずなのに、どうして胸の内側に甘いものが満ちて……少しだけ苦しい、懐なつかしいような気分になる？

「あんたの目、……観察するみたいにジッと見られたら、怖い」

　武尊の目から逃のがれることができなくて、そんなに見ないでほしいと懇こん願がんする。

　苦しくて怖いのに、自分から視線を逃にがせない。武尊に見られていると、弥刀の意思など手の中でくしゃくしゃに握にぎり潰つぶされるみたいだ。

　この男の意のまま、従わなければならない……と、奇妙な従属義務のようなものに囚とらわれる。

「嫌いやだね。逃げたいなら、おまえが逸らせば？」

「できるなら、とっくに……」

　そうしたいのに、できないと答えるのは、武尊に逆らえないのだと自ら白旗を揚あげるみたいで悔くやしかった。

　握り締しめた手のひらに、じっとりと汗あせが滲にじんでいる。心臓が激しく脈打ち、全身が熱くなっていた。

　自分の目が危害を加えるのではないかと恐おそれる弥刀は、これほど長く他人と見詰め合ったことはない。

　いつになく昂揚しているのだから、どこかに切り傷を負っていてもおかしくないのに、武尊は平然と弥刀の目を見み据すえている。

「っとに……堪たまんねぇな」

　低く吐はき捨てた武尊が、ようやく目を逸らしてくれた……と思った直後、片手で後頭部を摑つかまれるようにして引き寄せられた。

　目の前に影かげが落ち、嚙かみつくような勢いで唇くちびるを塞ふさがれる。　>>>♥

「っ！　ン……っ、ぅ」

　弥刀はビクッと大きく身体を震ふるわせたのに、完全に無視して舌を潜もぐり込ませてきた。

　キスとか口づけとかいうよりも、捻ねじ伏ふせられているみたいな激しさだ。抵てい抗こうなど一切許さないと、武尊の放つ重々しい空気に圧おし潰される。

「ぅ、ぁ……んんっ」

　苦しい。息ができない。絡みついてくる舌は熱く、内側から弥刀を焼き尽つくそうとするみたいだ。

　肉体の抵抗も、反発する意識も、なにもかも武尊に吸い取られて……融とかされる。

　身体の力が抜ぬけて、ズルズルとソファに崩くずれ落ちた。

「ふ、ぁ……っ、ゃ……ぁ」

　あまりの苦しさに、意思とは関係なく涙なみだ目めになっているはずだ。弥刀はしゃくり上げるように息を吸い込み、顔を背そむけようとした。

　それでも武尊は離はなれてくれなくて、ほんの少し息いき継つぎを許されただけで再び唇を重ねてくる。

　震える手を伸のばして武尊の肩かたを押し戻もどし、頭を振ふって傲ごう慢まんな口づけから逃れた。

「はっ、は……ぁ、も……ぅ」

　もう、嫌だ。頭の中が真っ白に染まり、なにも考えられなくなる。

　身体全体で、武尊の存在を感じるだけになってしまう。

　動きの鈍にぶい舌で「もう嫌だ」と必死で訴うつたえたのに、

「足りねぇよ」

　武尊は、低い声で短くつぶやいて弥刀の頭を摑んだ。

　逃げる間もなく、嵐あらしのような口づけに引き戻されてしまい、ギュッと閉じた目め尻じりから涙の雫しずくが伝うのを感じる。

「んー……ぅ」

　武尊の舌……わずかな抵抗も許さないとばかりに、弥刀の肩を押さえつける手……全部、堪らなく熱い。

　ダメだ。また、ワケがわからなくなる。

　ここがどこか、とか……なにをしていたのか、とか。

　なにもかも、どうでもよくなる。自分が、自分でなくなる。心身のすべてを、武尊という男に支配される。

　逃げられる……わけがない。だって、自分は武尊の……だ。

　思考力の吹ふき飛んだ頭の中に、どこからともなくそんな声が響ひびく。

　武尊の、『なに』なのかはわからない。でも、それなら仕方がないのかもしれない。

　……タケルノモノナノダカラ。

　諦あきらめの境地で、抵抗しきれない自分に納なつ得とくした弥刀は、のろのろと腕うでを上げて武尊の背中を抱だき返そうとして……ビクッと動きを止めた。

「あのー……また、お茶が冷めちゃったんだけど。割り込むのは野や暮ぼだとはわかってますが、場所が場所なんで、このまま暴走するのは踏ふみ止とどまっていただけます？」

　男の声が聞こえてくる。武尊は口づけを解くと、チッと低く舌を打った。眉まゆを顰ひそめ、仕方なさそうに顔を上げる。

　……梓川！

　少し離れたところから聞こえてきた男の声が、誰だれのものか認にん識しきした瞬しゆん間かん、パチンとなにかが弾はじけるように現実感が戻ってきた。

　ハッと目を見開いた弥刀は、

「あっっ、退どけよバカ」

　背中に回しかけていた手で、目の前にある厚みのある肩を押し退のける。

　今、自分はなにをしようとした？　この男の背中に、抱きつこうとしなかったか？

　激しく脈打つ心臓の音が、耳の奥でうるさいくらい響いている。

　これまで、動どう悸きをまったく感じなかったのに……ドクドクと、猛もうスピードで脈動して存在を主張しているみたいだ。

　背中をつけていたソファから慌あわてて上半身を起こし、武尊の下から這はい出る。

「……っ！」

　ソファについた手が滑すべって、グラリとバランスを崩す。床ゆかに転がり落ちそうになった弥刀の腕を武尊が無言で摑み、片手で容易たやすく引き起こした。

　乱れているだろう弥刀の髪かみを大きな手で撫なでると、余よ裕ゆうの残る顔でふっと笑う。

「危なっかしいヤツだ。だいたい、誰がバカだ？　可愛かわいげのない照れ隠かくしだな」

「照れ……ってない。違ちがう。なんで、こんな……ワケわかんな……」

　何故なぜ、武尊に触ふれられると抵抗できなくなるのだろう。あの夜もそうだったが、今も、どうかしていたとしか思えない。

　ソファに両足を引き上げて両腕で膝ひざを抱かかえ込み、限界まで身体を縮めて無意識に防ぼう御ぎよ姿勢を取る。

「催さい眠みん術とか、黒くろ魔ま術じゆつとか、なんか……変なことしてるんじゃないか？」

「なんだそりゃ。すげぇ発想だな」

　呆あきれた声で武尊がつぶやくと、テーブルに湯ゆ吞のみが三つ並ぶ盆ぼんを置いた梓川が、クスクス笑った。

「愉ゆ快かいな方ですね、弥刀さん。見かけはクールそうな美形なのに、ユーモアのセンスまで持ち合わせているとは。武尊の教育？」

　そんなふうに水を向けられた武尊は、目を細めて頰ほおを引き攣つらせ、あからさまに嫌そうな顔で梓川に言い返す。

「……俺は、戦いくさ場ばで気を抜く愚おろか者じゃない」

「おれは大おお真ま面じ目めなんだけど」

　冗じよう談だんではなく、人じん智ちを超こえる力が働いているのではないかと疑っている。そんな非現実的な理由でもなければ、武尊に触れられて制せい御ぎよ不能になる自分が理解できない。

　真顔でテーブル脇わきに立つ梓川を見上げると、弥刀の本気が伝わったのか、ようやく笑えみを消して答えてきた。

「まぁ、弥刀さんの場合は……武尊との相あい性しようが異様にいいはずなので、仕方ありませんね。かつて武尊とは、一心同体に等しい間あいだ柄がらだったわけですから」

「イッシンドウタイ……」

　梓川の言葉の意味を瞬しゆん時じに理解できなくて、白い天てん井じように視線を泳がせる。

　それが、『一心同体』ではないかと気がついた途と端たん、

「なんだそれ。あり得ない！」

　と、勢いよく首を左右に振って否定した。

　武尊と自分が？　日曜の夜が初対面だと、何度も言っているのに。

「んー、では言い方を変えます。一いち蓮れん托たく生しよう……不ふ離り一体、相補関係？　武尊は、どれが一番的確だと思う？」

「言葉など、どうでもいい。ただ、おまえは俺のモノ……ってだけだ。だろう？」

　弥刀と視線を絡からませた武尊は、否定など毛頭考えていなさそうな高こう慢まんな口調で言い放つ。

　疑問ではない。確認……いや、弥刀に言い聞かせているのだ。

「そんなわけ」

「証しよう拠こだ。これでも、まだ古いにしえの誓ちかいを思い出さないか」

　大きな右手を広げた武尊は、見せつけるように弥刀の目前へと突つきつけてくる。

　その手のひらを斜ななめに横断する、一筋の白い傷きず跡あとに視線が吸い寄せられ……目を離せなくなった。

　武尊の手のひらに傷をつけたのは……誰だ？

　そこから流れた熱い血が、この身を伝う感かん触しよくを知っているような気がして、ぶるっと肩を震ふるわせる。

「おまえは、闘たたかいの神として戦場を渡わたり歩く、俺の相方……刀だった。永き日々を共に過ごし、その刀身に魂たましいが宿って人の言う付つく喪も神がみとなった。武具としての寿じゆ命みようが尽つきた時に、いずれ人と成り……同じ世に生まれろと命じた。おまえも誓ったはずだ」

　荒こう唐とう無む稽けいとしか言いようのない話に、言葉もなく目を瞠みはる。

　武尊は、闘いの神だった？

　そして自分は、武尊の所有する刀に宿る付喪神で……現代では、人間に転生しただと？

　ファンタジー映画にありそうな夢想だ。武尊のイメージではないが、どこかロマンチックな作り話……。

　心の中で、そう弥刀が考えていることが聞こえたかのように、武尊が言葉を続けた。

「適当な、作り話だと思っているだろ。でも、おまえもどこかでわかっているはずだ。俺は、特別じゃないか？」

　弥刀が否定するなど考えていなさそうな口調でそんなふうに決めつけられ、自分の膝を抱える手に力を込めながら睨にらみつける。

「自意識、過か剰じよう……」

「なんとでも言え。なんで頑がん固こに抵てい抗こうしているのか知らないが、この傷はおまえがつけた。転生を繰くり返し……依より代しろを移しても消えることはない。武尊の家系には、数代置きにこの傷跡を持つ人間が現れる。俺とおまえの約束の証あかしであり……目印だ。おまえの俺への執しゆう着ちやくと、愛を感じるな」

　弥刀に見せつけていた右手のひらを自分に向けた武尊は、薄うすい笑えみを浮うかべると、これ見よがしに傷跡に唇くちびるを押しつける。

　白い筋を辿たどるように舌を這わせ、弥刀を横目でチラリと見み遣やった。

「ぁ……」

　まるで、武尊の舌に身体中を舐なめられているみたいで、奇き妙みような錯さつ覚かくにザワリと全身の産うぶ毛げが逆立つ。

　あの手に触れられる感触、肌はだに受ける口づけを知っている。そのせいで、余計に生々しく感覚を呼び起こしてしまうのかもしれない。

「ゃ……やめろよ、それ」

「それって？　俺は、自分の手を舐めてるだけだ。おまえには、指一本触さわってない」

「……そうだけど」

　どう言えばいいのか、わからない。口でも敵かなわない武尊が、憎にくたらしくて……奥歯を嚙かんで忌いま々いましい手を睨みつけた。

「ッ、弥刀……痛いぞ」

「え？」

　ピクリと手を震わせた武尊の一言に、ハッとして肩かたを揺ゆらす。弥刀は、戸と惑まどいを滲にじませた表情になっているはずだ。

「これだよ」

　一言つぶやいた武尊は、意味深な微び笑しようを浮かべて弥刀の前に再び手のひらを翳かざしてきた。

　否いや応おうなく視界に映った武尊の手のひらに、じわりと目を見開いた。

　右手のひらの、親指のつけ根から小指にかけて……斜めに横断する傷跡は、白い筋状だったはずだ。

　でも、仄ほのかに紅潮した色に変化していて……鮮あざやかに浮かび上がっている。

　何故か？

　誰だれに言われるまでもなく、理由は明白だ。弥刀が、睨みつけたからに違いない。

　ただ、皮ひ膚ふが切れて血が滲むのではなく、過去の傷跡が血色を帯びるパターンは初めてで、戸惑うばかりだ。

「これでも、無関係だと言えるか？」

「ワケ、わかんな……い」

　のろのろと首を横に振ふり、うつむいて視線を逃のがす。

　またしても、心臓が猛もうスピードで脈打っている。常に平静であろうと努めていても、いつも武尊は容易く弥刀の鼓こ動どうを乱す。

　大昔……弥刀は『刀』で、武尊の所有物だった？

　そんなことを聞かされても、「なるほど」と納なつ得とくできるわけがない。この傲ごう慢まんな男のモノだったなんて、認めてなるものか。

「強ごう情じようだな」

　苦い響ひびきでつぶやいた武尊は、弥刀の頭を摑つかんで顔を上げさせた。

　大きな手で前まえ髪がみを搔かき上げて視界を晴らし、逃にげ隠かくれができないようにして目を覗のぞき込まれる。

　明るい視野に、武尊の男らしく整った容よう貌ぼうが大写しになり……身体からだを強こわ張ばらせた。

　やはり、こうして視線を絡ませられると逃げられない。武尊の視線に縫ぬい留められたかのように、動けなくなる。

　弥刀は、どんな眼まな差ざしで武尊を見み詰つめ返しているのだろう。無言だった武尊は、スッと目を細めてふてぶてしく言い放った。

「おまえは、神じん武む紀元二千年以上前から俺のものだ」

　傲慢な宣言に、ムッと反発が湧わく。

　そうであることが、当然か？

　今の弥刀の意思など関係なく、自分のものであることを疑う様子もない。

　武尊に抗あらがいがたい誘ゆう引いん力があることは認めるが、何百年だか二千年だか大昔の関係が現代でも有効だと決めつけた態度は、腹立たしい。

　現在の武尊が、弥刀をどう思っているのか聞かされていない。逆に、弥刀が武尊にどんな感情を抱いだいているのか、自身で整理する間も与あたえてくれない。

　自分だけが、なにもかもをわかっているふうに決めつけている。

　刀神だとか、武神だった武尊が愛用していた刀だったなどと突とつ然ぜん告げられて、戸惑うのは当たり前だ。

　混乱する弥刀を置き去りにして関係性を押しつけられても、「はいそうですか」とすんなり受け入れられるわけがない。

　武尊という男に、異様なほど惹ひきつけられるのは確かだ。きっと、自分にとってなにかしら特別な存在なのだろう。

　こうして弥刀も、すべてを否定して闇やみ雲くもに反発しているわけではないのだ。どうして、それをわかってくれない？

　まるで、なにかに焦あせっているかのように急せかされても、心が置き去りにされるだけだ。

「今にも斬きりつけそうな……いい目だな。俺のモノだと、認めるか？」

「知らない。ワケのわかんないことばかり言って……変なことに、おれを巻き込むなっ」

　武尊の手を振り払はらうと、抱かかえ込んでいた足をソファから下ろす。

　動ける。今なら、逃げ出せる。

　ドアに向かって数歩進んだところで、武尊の声が背中を追いかけてきた。

「平和な現代日本では、無用の長物でしかない俺の闘とう志しを鎮しずめるのも、逆に煽あおり立てるのも……おまえだ。それを忘れるな。こうして巡めぐり逢あったからには、離はなさないからな」

　返事をしないのはもちろん、振り返ることもなく閉まり切っていなかったドアを押し開いて廊ろう下かに出た。

　武尊も、梓川も追ってくる様子はない。

　それでも立ち止まるのは怖こわくて、エレベータの前で足あし踏ぶみをしながら二階から上がってくるのを待つ。

「二千年以上前から、武尊のモノ？　ふざけてる」

　壮そう大だいな作り話だと笑おうとして、失敗した。武尊の右手のひらを横断する一筋の傷きず跡あとが、目に焼きついて消えない。

　折れた刀の、鋭するどい刃やいばを握にぎり締しめ……大敵にも怯ひるむことのない猛たけ々だけしい男が、彼にそぐわない苦しそうな声で『すまない』と口にする。

　刃を強く握った手から、熱い血を流して続けるのだ。

『必ず、おまえを捜さがし出す。だから、なんとしてでも人と成れ。来世でも、その来世でも……輪りん廻ねを司つかさどる神の気まぐれを待とう。いつか人として生まれたおまえを、迎むかえに行く』

　我が身を伝う彼の血の感かん触しよくは、生々しく刻みつけられている。

　幼い頃ころから繰り返し夢に見る場面と、武尊の手のひらの傷跡はピタリと一いつ致ちしていて、惑わく乱らんが頭を駆かけ巡る。

　巡り逢ったからには、離さない？

　武尊の宣言に胸の奥から湧き上がった感情が、嫌けん悪おや恐きよう怖ふではなく、甘く痺しびれるような不可解なものだったなんて……。

「知らない。認めない」

　自分が自分でなくなってしまうような、得体の知れない怖さに、頭を振ってすべてを思考から追い出そうとした。

　そんなふうにしたところで、容易に振り払えるわけがないとわかっていたけれど……。










《六》







　……いる。

　姿を目に映さないうちに、強きよう烈れつな存在感を放つ男がそこにいることを察してしまう。無視できない自分が、忌いま々いましい。

　ザワザワと大勢の人が思い思いに会話し、雑多な音が渦うず巻まく空間なのに……弥刀の意識は、たった一人に吸い寄せられる。

　気づいていないふりをして、速足でテーブルの脇わきを通り抜ぬけようとしたのに、

「おい、ウエイター」

　低い一言と共に動きを制されて、仕方なく足を止めた。チーフに目もく撃げきされれば間ま違ちがいなく怒おこられる、無愛想な声と無表情で応じる。

「……はい」

　今の弥刀の服装は、シンプルな白いシャツに細身の黒いパンツ。その上に、ファミリーレストランのロゴが刺し繡しゆうされたエプロンを着けている。

　そのせいで邪じや険けんに扱あつかえないことがわかっているから、弥刀のエプロンの結び目を摑んで呼び止めた武尊は、ニヤニヤと底意地の悪い笑えみを浮うかべているのだろう。

　武尊は、高級感があるとは間違っても言えないベンチタイプの長なが椅い子すに、なんとも違い和わ感かんのある尊大な態度でふんぞり返っている。

　土曜日の昼下がり、家族連れの多いファミリーレストランという場に、とてつもなく似合わない。

「ご注文はお決まりですか？」

　弥刀は、淡たん々たんと話しかけながら電子端たん末まつを取り出す。

　そうして、忙いそがしいのだから用がないなら呼び止めるなと言外に咎とがめると、武尊はメニューブックを開くことなく口にした。

「おまえのオススメ」

「……はい？」

「あ、弥刀さん。僕は、今月のフェアメニューをお願いします」

　ピクッと指を震ふるわせて眉まゆを顰ひそめた弥刀に、武尊の正面に座っている梓川が邪じや気きのない声で話しかけてきた。

　梓川が目に入っていなかったわけではないが、武尊の存在感が大きすぎて視界から弾はじき出してしまっていた。

「あっ、はい。ええと……今月のフェア」

　慌あわてて武尊から目を逸そらして、梓川が指差したテーブル上の月つき替がわりポップスタンドに視線を落とす。

「苺いちごと抹まつ茶ちやの和風パンケーキが、お一つ……と」

　まさか、注文せずに居座る気じゃないだろうな……とチラリと武尊を見下ろしたら、憎にくたらしい薄うすら笑いを浮かべて弥刀と視線を合わせる。

「おまえのオススメだ」

「……っ」

　先ほどと同じセリフを繰くり返す武尊に、危あやうく舌打ちしそうになった。ギリギリのところで堪こらえた自分に、心の中で拍はく手しゆする。

　この男は、絶対にわざと弥刀の神経を逆さか撫なでしているのだ。まんまと思おも惑わくに乗せられるのは、腹立たしい。

「承知いたしました。少々お待ちください」

　頰ほおが引き攣つっていたかもしれないが、意地で営業スマイルを浮かべて武尊たちのいるテーブルに背を向けた。

　電子端末を操作すると、エプロンのポケットに仕し舞まい込む。伝票を手に席を立った家族連れを目にして、レジに先回りした。

　……ポップなピンクが特とく徴ちようで、女性や子供からの人気ナンバーワンの、『春のスペシャル桜パフェ』を厨ちゆう房ぼうにオーダーしてやった。

　ハート形のクッキーやチョコでデコレーションされた、この男に恐おそろしく似合わないキラキラファンシーなパフェを目の前に置かれて、子供や女性に笑われてしまえ。










「お疲つかれ様です、失礼します」

　スタッフルームにいる先せん輩ぱいアルバイトに声をかけて、裏口の扉とびらを開ける。今日は朝から夕方までのシフトだったので、まだ空が明るい。

　肩かたから斜ななめ掛がけにしたバッグの紐ひものズレを直しながら、足を踏ふみ出して……ピタリと立ち止まった。

「……なんでいるんだ」

　つい二時間ほど前、ファミリーレストランの客席で目にした時と同じスーツを着ている武尊の姿に、眉を顰める。

　バイト時間外なので、遠えん慮りよなく『嫌いやな顔』をできることだけは幸いだ。

「おまえを待ってたからに、決まってるだろう」

　弥刀のアルバイトのシフトは日によってバラバラなのに、今日の上がり時間を知っていたとしか思えない。

　当然、弥刀からこの男に知らせたりはしていないのだから、どこでどう調べたのか……不気味だ。

「乗れ」

　短く命じた武尊の背後には、見覚えのある黒いセダンがエンジンをかけた状態で停とまっていた。

　車内を確かめなくても、運転席には梓川が座っているのだろうと想像がつく。

「理由がないので、遠慮します」

　一つため息を零こぼし、意図して淡々と言い返した弥刀は、目を合わせることなく足早に武尊の前を通り過ぎようとした。

　視線を絡からませるのは、危険だと学習している。足元を睨にらみつけて数歩進んだところで、二の腕うでを摑つかまれた。

「乗れば理由を聞かせてやる。手間をかけさせるな」

「手間って、あんたが勝手に……痛っ、……離はなせよ誘ゆう拐かい魔ま！」

　弥刀が駄だ々だを捏こねているような言い様に、ムッとして武尊の腕を振ふり解ほどこうとしたのに、恐ろしい力で指が食い込んでいる。

　弥刀は全力で抗あらがっているつもりでも、武尊にとっては抵てい抗こうの数に入らないと言わんばかりに、呆あつ気けなく車の後部座席に押し込まれた。

　反射的に飛び出そうとしても、すぐさま乗り込んできた武尊に阻はばまれてシートに押さえつけられる。

「出せ、梓川」

　やはり、ハンドルを握にぎっているのは梓川のようだ。一言命じた武尊に従い、ゆっくりと車を発進させる。

　駐ちゆう車しや場から道路に出ると、「まったく、武尊は強ごう引いんなんだから」と嘆たん息そくして口を開く。

「弥刀くんを、あまり手て荒あらに扱わないでよ。刀は繊せん細さいだ」

「ハイハイ、悪かった。……睨むなよ、弥刀」

　非難を込めて睨みつける弥刀を見下ろして、飄ひよう々ひようと笑いながらそう口にした武尊に苛いら立だちが加速する。

　この状じよう況きようで、よく「睨むな」などと言えるものだ。

「なんだよ、こんな強引なことをする理由って。どこに行く気？」

　ただのドライブだなどと言い返してきたら、殴なぐらずにいられる自信はない。

　武尊が相手だと、睨みつけても手のひらの傷きず跡あとが血色を増すだけで傷つけることはないとわかっているので、遠慮なく感情をぶつけることができる。

「おまえの実家だ。草薙の当主に用があるから、取り次げ」

「……父さんに？」

　予想もしていなかった言葉に驚おどろき、眉み間けんに刻んでいた縦たて皺じわを解いた。

　なんのために、という問いは愚ぐ問もんだろう。

　弥刀のことを、くまなく調査しているらしいこの男が、『草薙』について調べていないわけがない。

　父親への用事があるとしたら、『刀』に関することに違ちがいない。

「紹しよう介かい状がなければ、取り次げない」

　警けい戒かいをあからさまに含ふくんだ声で言い返すと、武尊は「ふん」と鼻を鳴らしてスーツの内ポケットに手を入れた。

「承知だ。……紹介状もある」

　白い封ふう筒とうの中身が、本当に正式な紹介状なのか弥刀にはわからない。でも、もうなにも言えなくなってシートに背中を預けた。

　唇くちびるを引き結んだ弥刀が、頑かたくなに武尊から顔を背そむけて車窓の風景を眺ながめているせいか、なにも話しかけてこない。

　梓川も黙だまってハンドルを握っているので、妙みように静かだ。

　梓川の運転する車は、弥刀の案内など必要なく走り続ける。都心を抜ぬけ、高速道路を走って郊こう外がいへ。

　陽ひの落ちた暗い山道を危なげなく上り、私有地へと繫つながる細い道を迷わず選んで……電気の灯ともった家の前で停車した。

　車のエンジン音を聞きつけたのか、母おも屋やの玄げん関かん扉とびらが開いて長身が姿を現す。背格好から察するに、兄だろう。

　車から降りた武尊に続いて、弥刀も車外に出る。

「どちらさん……弥刀っ？」

　兄は訝いぶかしげに話しかけてきたけれど、弥刀が手を振ると、驚いた声で名前を呼んで駆かけ寄ってくる。

　この週末は帰るという連れん絡らくをしていないのだから、突とつ然ぜん……しかも見知らぬ車に乗って現れた弥刀に驚くのは、当然だ。

「どうしたんだ、連絡もなく。この人たちは……」

　並んで立っている梓川と武尊に向けた目は、隠かくしようもなく「不ふ審しんだ」と語っている。弥刀の友人というには年ねん齢れい的に無理があるし、関係性が読めないだろうから、連れ立って実家を訪おとずれるのに不自然なのは間ま違ちがいない。

「えっと、お客さん。……父さん、いる？」

　父親の客、という言葉で目的の予想がついたのかもしれない。少しだけ訝しそうな気配を薄れさせて、梓川と武尊に向き直った。

「失礼ですが、父……『草薙』の当主に御ご用ようでしたら、アポイントメントと紹介状が必要でして……」

　兄の言葉に、梓川が一歩踏み出して答える。

「失敬ながらアポイントメントは取っていませんが、紹介状は持参しました。取り次いでいただけませんか」

　武尊から手て渡わたされた白い封筒を差し出すと、兄が躊躇ためらいがちに受け取る。チラリと見下ろされて、目が合った弥刀はかすかに頭を上下させた。

　普ふ段だんであれば門もん前ぜん払ばらいするイレギュラーな訪問者だが、弥刀が伴ともなったことで『特別扱あつかい』することに決めたようだ。

「弥刀、客間にお通ししろ。親父おやじを呼んでくる」

「わかった」

　うなずいた弥刀は、武尊と梓川を交こう互ごに見み遣やって「こっち」と身体からだの向きを変える。

　面めん倒どうなことにならなければいいなぁ……と、密ひそやかに息をついて明かりの漏もれる玄げん関かんへと誘ゆう導どうした。










「武尊と弥刀さんのかつての関係につきましては、確かな証しよう拠こを提示することはできませんし、信じられないと一いつ蹴しゆうされてしまえばそれまでですが……」

　畳たたみの上には、筆で記されたと思われる達筆な文字の走る紹介状が、広げられた状態で放置されている。その脇わきには、武尊と梓川の名めい刺しが並んでいた。

　武尊の家系が、武神の魂たましいを引き継ついできたこと。数代置きに、かつての武神の転生者が現れること。証あかしは、手のひらに走る傷跡。

　弥刀は、その武神……武尊の愛用していた武器、付つく喪も神がみとなった刀が人の魂と身を持って生まれた存在であること。

　引かれ合うように、偶ぐう然ぜん夜の街で出で逢あったと……。

　梓川が説明する弥刀と武尊の関係について、父も兄も途と中ちゆうで一言も口を挟はさむことなく聞き終えた。

　普段からお世辞にも愛あい想そがいいとは言えない父親は、眉間にクッキリと皺を刻んで黙りこくっている。

　長い長い沈ちん黙もくの後、ようやく口を開いたのは兄だった。

「確かに、弥刀は……草薙家にとって、これまでにない特別な存在です。幼い頃ころから、激しいマイナスの感情を向けた相手を、視線だけで斬きりつける……少し変わった能力も持っていた。でも、刀に憑ついていた付喪神が人に転生したとは、やはり俄にわかには信じ難がたいですね」

　戸と惑まどいをたっぷり含んだ声でそう言った兄が、チラリと弥刀に目を向けてくる。

　どんな顔をすればいいのかわからない弥刀は、畳をジッと見み詰つめて兄の視線に気づかないふりをした。

　客間になんとも形容し難い重い空気が漂ただよい、同じ空間にいるだけで息苦しくなってきた。

　膝ひざを突つき合わせて向かい合っているにもかかわらず、息むす子この弥刀でさえ気け圧おされるほどの不ふ機き嫌げんな空気を放つ父を前にして平然としている武尊は、さすがのふてぶてしさ……いや、見事な肝きもの据すわり具合だと褒ほめるべきか。

「信じ難いと仰おつしやるお気持ちは、理解できます」

　風ふ呂ろ敷しきに包まれている細長い箱を取り出した梓川が、父と武尊のあいだにそっと置いた。畳の上にあるそれを、父とその隣となりにいる兄が難しい顔で睨にらみ下ろす。

「まず、こちらをご覧になってください。草薙の名を持ち、古いにしえから刀とう剣けんに携たずさわるあなた方に余計な説明は不要のはずです」

　静かに梓川が促うながしても、誰だれも手を伸のばそうとしない。

　包みの大きさからも、紹介状に記されていた『修復依い頼らい』の文字からも、風呂敷に包まれた箱の中身がなんであるか皆みんなが予想しているはずだが……。

　当然、包みの中は弥刀にも見えない。見えないのに……ソレを知っているかのような、不思議な空気を感じる。

　この感覚は、なんだろう。そわそわしてジッとしていられず、落ち着きなく手を握ったり開いたりと繰くり返す。

　あの中には、なにがある？

　またしても、沈黙が場を支配する。

　落ち着かない心情の弥刀が、風呂敷包みから目を逸そらせないでいると、斜ななめ前に座している武尊が口を開いた。

「弥刀」

　低く、短く名前を呼ばれただけだ。なにかを命じられたわけではない。

　それなのに弥刀は、そうしなければならない……と自然に身体が動くのを感じた。

　不思議な心ここ地ちに包まれたまま、風呂敷包みに両手を伸ばす。誰も、なにも言わずに弥刀の一挙手一投足を注視している。

　かつてない緊きん張ちようが全身を包み、指が強こわ張ばってうまく力が入らない。

　震ふるえる指でなんとか紫し紺こんの風呂敷の結び目を解ほどき、畳の上に広げた。見るからに経年を感じさせる風合いをした木箱の蓋ふたを、慎しん重ちように持ち上げる。

「……これ……は」

　箱に敷しかれている布は、きっと絹だ。

　その上に、刃は物もの……いや、かつて刃物だったであろう金属片へんが置かれ、白い糸で縫ぬい留められていた。

　全長は、三十センチほどか。柄つかの部分は経年劣れつ化かで朽くちたのか見当たらず、目め釘くぎ穴の開けられた茎なかごが剝むき出しになっている。

　所々刃は毀こぼれしているのに加えて、ちょうど真ん中あたりで無残に折れていた。用を成さない鉄てつ屑くずのような状態なのに、丁てい重ちように扱われていることは明らかだ。

　目を奪うばわれた弥刀が言葉もなく凝ぎよう視ししていると、父が口を開いた。

「修復依頼だと？　この状態のものは、どうすることもできん。一度折れた刀を接つぐのは、不可能だ。それらしく外見を繕つくろうことはできなくはないが、刀としての値打ちはゼロになる。熱を入れて玉たま鋼はがねに戻もどした上で作り直すか、刃は先さき部分のみを短刀として研けん磨まし直すか……どちらにしても、元の様相とは異なる」

　もはや刀としての価値はない、と。

　険しい表情と声で語る父に、武尊が答えた。

「もちろん、そのことは承知している。代々、すべてわかった上で武尊の家に受け継がれてきたものだ。魂というものがあるのなら、ここに戻るかもしれないと……これまで手のひらに武神の証あかしを有していた先祖と同じく、俺もどうすることもできずに保管していたのだが、その必要がなくなった。弥刀、おまえはどちらを選ぶ？」

　武具と……刀としての機能が失われることは、知っているらしい。なにもかも納なつ得とく済みだと答えた武尊が、唐とう突とつに弥刀に話を振ふってきた。

　両手で拳こぶしを握にぎり、食い入るように古びた刀を見詰めていた弥刀は、ビクンと大きく肩かたを震わせて顔を上げる。

「お、れ……？」

　斜め前に座っている武尊と目が合い、白昼夢から醒さめたような心地で目をしばたたかせた。

　どちらを選ぶ、と尋たずねられたのだろうか。

「どっち、って……なにが？」

「俺たちの話を聞いていなかったな。玉鋼に戻って生まれ直すのと、刃先だけを小刀として作り直すのと……どうしたい？」

「なんで、おれに聞くんだよ」

　なぜ、どちらにするかの選せん択たくを弥刀に委ゆだねようとする？　武尊の持ち物では？

　そう、疑問を持っているようでいて……本当は、薄うす々うす感じ取っていた。

　役に立たない刀を、丁てい寧ねいに梱こん包ぽうして保管していた理由……魂が戻るのかもという言葉の意味、そして処しよ遇ぐうを弥刀に委ねようとする意図も。

「わかっているはずだ。それとも……ハッキリと聞きたいか。これは」

「よしてくれ。妄もう想そうを弥刀に押しつけるな。弥刀、詐さ欺ぎみたいな暗示だ。この男の誘導に引きずられるなよ」

　武尊の台詞せりふを遮さえぎった兄に、ハッと目を向けた。

　頑がん固こで無愛想な父に代わって、依頼を受ける際の窓口となる兄は温和で人当たりがいい。その兄が、これまで見たことのない険しい表情で武尊を睨みつけている。

「無関係な人間が口を挟むな」

「無関係だと？　弥刀は俺の弟なんだ。怪あやしげな人間に、根こん拠きよのない妙みようなことを吹ふき込まれそうになっていたら、庇かばうのは当然だろう」

　戸惑った弥刀は、睨み合う兄と武尊のあいだに視線を往復させた。

　父も、普ふ段だんは武尊のフォロー役を果たしているはずの梓川も、何故なぜかどちらも口を開くことなく傍ぼう観かんしている。

　今のこの二人に割り込むのは、きっと弥刀にしかできない役目だろう。

「あの、さ」

「なぁ、弥刀。妄想だとか、詐欺紛まがいの暗示だとか言われているが……おまえは、どう思っている？」

　武尊の問いかけは、聞き慣れた傲ごう慢まんな響ひびきの声ではない。

　弥刀に自分の意見を押しつけることなく、望む答えを強要するでもなく……ただ、弥刀自身の思いを尋ねている。

　兄の言葉に倣ならい、「妄想を押しつけるな」と突っぱねることもできた。

　そんなもの知らないと、顔を背そむけて無関係を主張したら、きっとこれ以上追つい及きゆうされないだろう。

　でも……ボロボロの刀を前にして、噓うそや誤ご魔ま化かしを口にすることはできなかった。

　だってそれは、その刀は……。

「無関係……とは言えない」

　ギリギリのところで、逃にげを図はかってしまった。曖あい昧まいに答えを濁にごし、うつむいて武尊の視線から逃のがれる。

　その古い『刀』が、かつての『自分』だなどと、この場でうなずくことはできない。武尊との絆きずなを認めるようなものだ。

　ただ、自身の亡なき骸がらを目に映しているようで、なんとも形容し難がたい奇き妙みような気分だった。

「強ごう情じような。まぁいい。答えは急がん。とりあえず、これは弥刀に預けておく。心が決まれば、おまえの好きにしろ。連れん絡らくはなくても構わん」

「預けられても困る。持って帰れよ」

　勝手なことを言い置いて立ち上がろうとした武尊に、慌あわてて反論した。

　武尊は片足を立てたところで動きを止めると、無表情で弥刀を見下ろして口を開く。

「……身近に置くことに、不都合があるか？」

「そうじゃないけど」

　不都合があるかないかと問われれば、ないとしか答えようがない。保管に費用が発生するでも、さほど場所を取る大きさでもない。

　口くち籠ごもる弥刀に、武尊はふんと傲慢に鼻で笑い、中ちゆう途と半はん端ぱに立てていた膝を伸ばした。

「では、問題ないな。今日のところは、これで失礼する。行くぞ、梓川」

「はいはい。刀とう匠しよう、失礼します。弥刀さん、ゆっくり考えてくださいね。僕にとって親しん戚せきみたいなそれが、どちらにしても綺き麗れいになったら嬉うれしいです」

　武尊に促うながされた梓川が、正座していた座ざ布ぶ団とんから立ち上がった。

　いつもなら、客が帰る際は兄か自分が外に出て見送りをするけれど、立ち上がることができなくて……二人の気配が消えるのを待つだけになる。

　弥刀はもちろん、兄も父も口を開こうとせず、ズッシリとした沈ちん黙もくが広がる。

　結局、古びた刀を残して行かれてしまった。

「っ、これだから武神系は……っ。傲慢で自分勝手で、いつの世も武具を使い捨てにするロクデナシばかりだ」

　兄は忌いま々いましいという思いを隠かくしもせず、武尊……いや、武神系と一ひと纏まとめにして憤いきどおっている。

　刀作りや修復を手がける中で、その『武神系』と接したことが、これまでにもあるのだろうか。

　苛いら立だちを露あらわにする兄を、父は眉まゆを顰ひそめて咎とがめた。

「落ち着かんか、刀磨」

「でも、親父おやじっ。武神と、その刀だったとか……なんで、あんな話を黙だまって聞いてたんだ。確かにあの男は、ちょっと普ふ通つうじゃない。それはわかるけど」

「……なんでと言いつつ、おまえもわかってるじゃないか。武神系を名乗る人間は、これまで何人も見てきただろう。願望を含ふくんだ自じ称しようも、歴然とした物ぶつ騒そうなものも含めて……な。おまえの目に、あの武尊という男はどう映った？」

　静かな問いに、兄はグッと唇くちびるを引き結んで言葉を失なくした。

　いつになく機き嫌げんがよくないのは明らかでいながら、兄のように感情を覗のぞかせない父を不思議な心ここ地ちで見み遣やる。

　そういう父の、草薙当主としての『特別な目』に、武尊は……そして弥刀は、どんなふうに映っているのだろう。

　ぼんやり考えていると、こちらに顔を向けた父と視線が絡からむ。ビクッと小さく肩を震ふるわせた弥刀に、淡たん々たんとした調子で尋ねてきた。

「弥刀……おまえは、実際のところどう思っている？」

「え……どうって？」

　唐突に投げつけられた、あまりにも漠ばく然ぜんとした問いに、下手なことを言い返せない。

　弥刀は平静を装よそおいきれず、視線を揺ゆらがせて動どう揺ようを滲にじませてしまったけれど、父は表情を変えることなく言葉を続ける。

「あの、武尊という男と……ソレに関しても、だ。秘書だという男が話しているあいだも、武尊が語ることも、黙って聞くのみで……一度も否定しなかったな」

　ソレ、と古びた木箱を一いつ瞬しゆんだけ見下ろして、弥刀に視線を戻す。

　どう思っている？

　言葉では言い表すことのできない、複雑な感情が胸の中に渦うず巻まいている。

　あの男と目を合わせたら、理性を融とかされておかしくなる。感情を抑おさえることなく睨にらみつけても、武尊は嬉しそうに笑って受け止めるだけで、苛立ちや惑わく乱らんをそのままぶつけることのできるただ一人の人間だ。

　あの男をどう思っているかなど、自分でも未いまだに捉とらえられかねているのだから、簡単に言葉にできない。

　うまく誤魔化すことも、思っているままを答えることもできず、父の目から逃げるように畳たたみへ視線を落とす。

　視界の端はしに、あの刀が収められた古い木箱が映り……唇を嚙かんだ。

「おまえに託たくされたものだ。結論は自分で出せ。その結論がどんなものであろうと、俺は口を出さん」

　静かな声でそう言った父が、大きな手を弥刀の肩かたに置く。

　その手からは、突つき放すのではなく弥刀自身の意思に添そうのだと……父としての想おもいが伝わってくる。

　わかりやすく、言葉にして伝えてくるのではない。

　でも、梓川や武尊の話を聞いても『息むす子こ』であることは変わらないのだと、あたたかな手が語っている。

「刀磨、おまえも余計なことを言うなよ。弥刀に決めさせろ」

「……わかりました」

　険しい調子で釘くぎを刺さした父に、不承不承という口ぶりで兄がうなずき、弥刀はギュッと両手を握にぎり締しめた。
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　シートに座って電車の振しん動どうを感じながら、足元を睨みつける。

　一人でゆっくり考えたい……と、アパートへ戻もどるために実家を出てきた。胸むな元もとには、武尊に押しつけられた木箱を抱かかえている。

「やっぱり、コレ……返したいな」

　手放したい。こうして抱えていると、不思議とどんどん重くなるみたいで……忘れたふりをして、電車内に置き去りにしてしまおうかという衝しよう動どうに駆かられる。

　どうするか、弥刀に決めさせようとする武尊は……なにを考えているのだろう。

「電車内に放置……は、マズいよなぁ」

　物が物な上に、一応預かりものだ。適当な場所に捨てることはできない。

　では、どうするのが一番か……目を閉じて悩なやんでいたけれど、ふと最善の策が浮うかんだ。

「よし、そうしよう」

　抱えている木箱をギュッと摑つかみ、スッキリとした気分でうなずく。電車が減速して駅に停とまると、乗り換かえのためにホームへ降りた。アパートの最も寄より駅ではないが、目的地へ行くにはこの電車ではダメだ。

「地下鉄……かな。ここからだと、どれを使うのが手っ取り早いかな」

　通行の妨さまたげとならないようホームの端に寄り、スマートフォンで路線の検けん索さくをする。最短の乗り換え電車を頭に入れると、スマートフォンをジーンズのポケットに押し込んで改札に向かった。

　乗り換えること、二回。目的の駅につくと、すっかり深夜になっていた。人通りのほとんどない、閑かん散さんとしたオフィス街を歩く。

　ひょろりと高いビルの前で足を止めると、上階を仰あおぎ見た。

　弥刀より早くに車で実家を出た武尊は、もう戻っているだろうか。それとも、どこかに寄り道をしているだろうか。

　どちらにしても、あの男と顔を合わせる気はなかった。コレだけ置いて、立ち去ろう。

「隅すみの方……目立たないけど、関係者には見つけてもらえる場所、か」

　通行人の目には入らなくて、でもこのビルを出入りする人間ならすぐにわかる場所はどこか……視線を巡めぐらせる。

　傍はたから見れば、かなり不ふ審しんな行動だろう。グズグズせずに、早くこの場を離はなれたい。

「あのあたりなら、大だい丈じよう夫ぶかな」

　武尊が使っていた、関係者用の出入り口の脇わき……壁かべ際ぎわにピッタリとつけて、細長い箱を置く。

　ここだったら、意図的に覗き込まない限り通りを歩く人の目にはつかない。

「……ごめん」

　かつての自分に、粗そ雑ざつな扱あつかいを詫わびて背を向けた。足元に視線を落として一歩踏ふみ出した直後、目の前になにかが立ち塞ふさがる。

「え……」

「ここの関係者か」

「い、いえ」

　夜の闇やみに紛まぎれようとするかのような、黒ずくめの服装の男だ。夜にもかかわらず、サングラスで目元を隠している。

　暗くら闇やみに身を潜ひそめようとする人間の目的に、ロクなものはないと本能が囁ささやく。

「……違ちがいます。ただの通りがかりです」

　心の中で、触さわらぬ神に祟たたりなしとつぶやいた弥刀は、無関係だと言い返して、脇を通り抜ぬけようとした。

　けれど、グッと二の腕うでを摑まれて動きを制される。

「なんですかっ」

「そこから出てきただろう。関係者だってことは、わかってんだよ。社長に会わせろ。朝も昼も、不在だ不在だと追い返しやがって。夜ならいるんだろ。ウチの警備を断る理由を聞くまで、離さないからな。あの絵には、億の値打ちがあるんだ。護まもってもらわなければ」

「…………」

　この男、おかしい。

　下手に刺し激げきしないほうがいいと思うが、いつまでも腕を摑まれて拘こう束そくされるのはごめんだ。

　どうやって逃のがれればいいのか……策を練っていると、通用口の扉とびらが開いた。

　弥刀の腕を摑んでいる男が、ハッとしたようにそちらに顔を向ける。

「夜中に、騒さわがないでいただきたいんですがね」

　低い声が耳に入った瞬しゆん間かん、全身の力が抜けそうになった。

　憎にくたらしい武尊の声に、ホッとした……なんて認めたくないけれど、安あん堵どが込み上げてきたことは確かだ。

「それは社員ではない。無関係の人間だ。離してもらおうか」

「……何故なぜ、ウチの警備依い頼らいを断る。貴重品が山積みなんだ。俺一人では護り切れん」

「申し訳ないが、一いつ般ぱん家庭の警備は専門外なんだ。うちより安価な、ポピュラーな警備会社に頼たのんだほうがいい」

「そこに断られたから、こんなマイナーな会社に依頼してやったんだろう」

「……なるほど。では、警備のプロ……警察にでも頼んでみたらどうだ。金もかからん」

　あからさまに挑ちよう発はつする物言いをした武尊は、ふっと嘲ちよう笑しようを浮かべる。

　ぼんやりとした街灯に照らされたその表情は、弥刀にも『相手にしていない』という空気を感じ取れるものだった。

　弥刀の腕を摑む男の手にギリギリと力が増して、怪かい力りきめ……と眉まゆを顰ひそめた。

「とりあえず、そいつを離せ。かすり傷一つでもつけたら、後こう悔かいするぞ」

「な、なにが後悔だ。警備会社を名乗るからには、どんなことでも対処できるんだろう。これくらい、どうってことはない……」

　視界の端に、キラリと光を弾はじくものが映る。小型のナイフ……か？

　頰ほおのところに刃は先さきを押しつけられて、息を詰つめて身体からだを強こわ張ばらせた。

　下手にしゃべったり動いたりしたら、どんな行動に出るかわからなくて怖こわい。

「よせ。本気で後悔するぞ。引くなら今だ」

　ジリッと距きよ離りを詰めた武尊は、全身に威い嚇かくするオーラを漂ただよわせている。燃え立つ焰ほのおが見えるみたいだ。

　男は、完全に迫はく力りよく負けしている。手が震ふるえ、弥刀の頰に押しつけられたナイフの刃先がスッと肌はだの上を滑すべった。

　ピリッと軽い痛みが走り、ほんの少し皮ひ膚ふが切れたのがわかった。

「おい……俺は、忠告したよな。かすり傷でもつけたら、許さねぇ……って」

「っ、し、知らない……コイツが自分で動いたんだろ。俺はなにもしていない」

「言いたいことはそれだけか」

　大きく足を踏み出した武尊が、ナイフを素す手でで摑む。　>>>♥

　弥刀の頭のすぐ脇で、「わあっ！」と情けない声を上げた男は、弥刀の背中を武尊に向かって押し出すと踵きびすを返した。

　足がもつれているのか、派手に転んだ……直後、弾かれたように起き上がって猛もうスピードで走り去っていく。

　呆あつ気けにとられてその背中を見送っていると、頰に軽く触ふれられるのがわかって、ビクッと肩かたを震わせた。

「あ……」

「すまん。妙みようなのがウロウロしているのはわかっていたが、こんなものを持ち出す度胸があるとは思わなかった」

「手……っ、素手で刃は物ものを摑んだだろっ」

　握っていたナイフを投げ捨てた武尊に、慌あわてて向き直る。右手を摑み、その手のひらを確かく認にんして……血を滲にじませる傷がないことに、ホッとした。

　武尊の手のひらに走るのは、古いにしえの白い傷きず跡あとだけだ。

「防犯カメラのモニターにおまえが映り込んだ時は、肝きもが冷えた。傷つけられやがって……あの男、蹴けりつけてやればよかった」

「かすり傷だろ。もう痛くない。あれは、充じゆう分ぶんに怯おびえてた。目で殺しそうな迫力だったもんな」

　気が抜けたら、頰も緩ゆるむ。

　初めて逢あった時も、今も……武尊の放つオーラや存在そのものが物ぶつ騒そうなのに、不思議と弥刀を安堵させる。

「舐なめてたら治る傷か？」

「やめろ、バカ！」

　言葉の終わりと同時に実行されて、武尊の頭を押し返した。ククッと肩を震わせる武尊は、弥刀をからかっているに違いない。

　そうして笑っていたから、

「おまえがいなければ……闘とう争そう心を抑おさえられなくて、半殺しにしていたかもな」

　軽い口調で語られた言葉は、冗じよう談だんだろうと聞き流そうとした。

　あの程度のことでそこまで闘争心が煽あおられるとは思えなかったし、自分が抑よく止し力りよくになるとも思えなかったのだ。

「なに、冗談……」

　武尊と視線を絡からませた瞬間、不自然に言葉を途と切ぎれさせてしまう。その目に、チラチラと焰ほのおが見え隠かくれしていたせいで……。

「自分で言うのもなんだが、俺は凶きよう暴ぼうなんだよ。他人の闘争心や悪意を取り込んで、自分の中で増ぞう幅ふくさせる。傭よう兵へいとして戦いくさ場ばで発散させても、キリがなかった。でも……おまえがいれば、抑えられるんだ」

　手のひらを合わせるように、ギュッと握にぎり締しめられる。

　武尊の手は、熱くて……昂たかぶりが伝わってくる。体温が高くない弥刀の手は、ひんやりと感じるはずだ。

　そうして手を握られているあいだに、少しずつ武尊の熱が鎮しずまっていくのが伝わってくる。

「おまえが、俺を『人』でいさせてくれる」

　尊大で、この世に敵かなう者などいないと、他者をすべて捻ねじ伏ふせるようなオーラを纏まとっていて……心身ともに屈くつ強きような男だ。

　弱い姿など誰だれにも見せないだろう矜きよう持じを誇ほこる男が、まるで弥刀に縋すがりついているみたいで……心臓がバクバクと鼓こ動どうを速める。

　ナイフを突つきつけられても、こんなふうに動どう悸きが激しくならなかった。

　それは、武尊がすぐ傍そばにいたからで……でも、今、弥刀の鼓動を乱しているのも武尊だ。

　この男だけが、いつも弥刀の心情を惑まどわせる。

「っ、もう、いいだろ。離せ」

「そういや弥刀。おまえはなにをしに来た？」

「モニターで見てたんじゃないか？　あれ……返しに来た。押しつけられたら、困る」

　あれ、と。通用口の脇に置いてある木箱を、視線で指す。武尊は、弥刀の行動がわかっていて尋たずねてきたはずだ。

「おまえに任せると言っただろう。置いて行くなら、ゴミとして処分する。……梓川にそう指示しておくか」

「ゴミって、そんなのできるわけがない……」

「さぁ？　もう、依より代しろとしては用済みだろう。一番大事なものは、ここにあるしな」

　ここ、と。弥刀の胸むな元もとを指差す。

　本気で、処分する気だろうか。あんなに、大切にしていたのに……。それとも、弥刀に対する一種の脅おどしか。

　顔色を窺うかがっても、なにを考えているのか読み取ることができない。

「……あのバカが、まだウロウロしているかもしれないからな。車を出す。この時間なら、実家じゃなくアパートのほうだろう？」

　アパートを知っているのか……という問いは、愚ぐ問もんだろう。きっと、弥刀のことは逐ちく一いち調べ上げている。

「ほら、動け。地下に移動だ。それ……どうする？」

　武尊の思い通りになるのは、悔くやしい。

　突っぱねてやりたい……のに、処分するなどと聞かされては、置き去りにすることができなかった。

　無言で歩み寄って木箱を拾い上げると、ふっと笑った気配がする。

　振ふり向いて武尊の顔を睨にらんでも、見事なポーカーフェイスで……明後日あさつての方向を向いている。

　いちいち腹立たしい男だ。

「行くぞ」

　唇くちびるを引き結んで木箱を抱かかえた弥刀は、大おお股またで歩き出した武尊の背中を仕方なく追いかけた。










《七》







　ここは……なんだ？

　大量の砂すな埃ぼこりが舞まい上がり、視界が煙けぶっている。無数の男たちの叫さけび声が渦うず巻まき、噎むせるような血の臭においが充じゆう満まんしていた。

　自分にとって、馴な染じみ深い場所だ。物心つく頃ころには『ここ』にいて、自我が目覚めたのも『ここ』だった。

　……そうだ、ここは戦場だ。

「引くな！　隙すきを見せれば、付け入られるぞ！　前進あるのみ！」

　自分を手にした男が発する勇ゆう猛もうな掛かけ声に、どよめきのような応こたえが返ってくる。

　右手の敵、次は正面へ三歩進んだところ……。

　刀を振るう主あるじの意図を正確に汲くみ、研とぎ澄すまされた刀身に意識を集中させて行く手を遮さえぎろうとする障害物を薙なぎ払はらう。

　目指す男を……見つけた！

　無様にも武装した兵に周囲を護まもられているが、一払いで雑ぞう兵ひようを蹴け散ちらす。

「頼たのんだぞ、相棒。一いち撃げきで仕留めろよ」

　御ぎよ意い、と刀身を光らせて答え、一直線に喉のど元もとを目指す。強固な防具を纏まとっているつもりだろうが……ほんのわずかな隙すき間まが、見えた！

　針に糸を通すような隙を見み逃のがすことなく、刀の切っ先を突き入れる。

「……将を討うち取ったぞ！」

　高らかに響ひびき渡わたった宣言に、場の空気が一いつ瞬しゆん凍こおりついた。

　主は、陣じん形けいが崩くずれて散り散りに逃にげ出す兵たちを追うことなく、刀身に付着した血の汚よごれを拭ぬぐった。

「さすがだな。大おお太だ刀ちでは小回りが利きかん。飛び道具は手応えがなくてつまらん。俺の相棒には、やはりおまえが一番だ」

　手放しの称しよう賛さんと、寄せられた信しん頼らいが喜ばしい。

　ただ……その喜びを伝える言葉を持たないことだけが、残念だ。

「あんな男の血で、おまえが汚れているのは不快だ。営に戻もどれば、もっときちんと手入れをしてやるからな。しばし待て」

　軽く拭った刀身を鞘さやに納めると、身体からだの脇わきに帯刀する。

　常に寄り添そうことのできる、この場所が好きだった。狭せまい鞘が窮きゆう屈くつだなどと、不満に感じたこともない。

　この方の傍そばにいられれば……それだけで幸福なのだから。

　湯浴みをしていても、寝しん所じよで休んでいても、常に手の届く場所に置いてもらえる。

　叶かなわぬ想おもいだとわかっていても、この身を捧ささげて敵を斬きり、主を護り、役に立つというお言葉をもらえれば満足だ。

　自分は、そのために在るのだから。

「おまえほど美しく、俺の意を移したかのように振るうことのできる刀は、他ほかにないだろう。永きに亘わたって仕えろよ」　>>>♥

　そう言いながら柄つかを撫なでられて、感激に打ち震ふるえた。

　望まれる限り、仕える覚かく悟ごはできている。

　願わくば、未み来らい永えい劫ごう……この方のものでいたい。

　もしも自分が人の言葉を持つのなら、総身を巡めぐる熱き想いをどう伝えればいい？

　焦こがれる恋こい……それとも、揺ゆるぎない愛？

　刀の身では、伝える術すべがなく……言葉を持たないことが、もどかしい。

　勇ゆう猛もう果か敢かんで、神こう々ごうしく眩まばゆいばかり……自分には、憧しよう憬けいを込めて見み詰つめることしかできない存在だ。

　愛いとしいと、一いち途ずに向けた視線に、熱い想いを込めて見詰め返してくれる、主の真名を……知っている。

「武……尊？　……ッあ！」

　ビクンと、大きく身体を震わせて目を見開いた。

　全身が重い。

　顔の前に手を翳かざし、淡あわいオレンジ色の光の中で五本の指を持つ人のものであることを確かく認にんしても、実感が乏とぼしかった。

　自分は、何者だ？

　戦いくさ場ばで、無む慈じ悲ひに人を斬る冷れい酷こくな武具ではなく……生身の人間だと、腕うでや肩かた、顔を撫でて自身に言い聞かせる。

　そう……ここは、独り暮らしをしているアパートで……ベッドの上、だ。枕まくらのすぐ脇には、古びた刀を収めた木箱がある。

　仕方なく持ち帰り、眠ねむりに落ちる直前までこれを眺ながめていたせいで、奇き妙みような夢を見てしまったに違ちがいない。

「夢、か。そうだよな。ただの……夢だ」

　ドクドク激しく脈打つ心臓の上に手を置き、もう目が覚めたのだから落ち着けと言い聞かせる。

「はぁ……着き替がえよう」

　寝ね苦ぐるしい気温ではないにもかかわらず、噴ふき出した寝ね汗あせでパジャマがじっとりと湿しめって不快だった。

　ベッドに上半身を起こした弥刀は、枕の脇にある蓋ふたを開けたままの木箱に視線を落とした。

　経年劣れつ化かによって輝かがやきを失っている刀を、ジッと見詰める。

「生まれ変わる……か。抜ぬけ殻がらなのに、な」

　魂たましいという表現が正しいかどうかは、なんとも言えない。ただ、この刀に宿っていたモノが今はもうないことだけは、確かだった。

　それがわかっていながら、武尊は大事そうに保管していたのか。

　万が一、かつての自身に戻ろうとした時、宿るための依より代しろがなければ行き場を失って惑まどうだろう……と。

　ゴミとして処分すると言い放ったあの言葉は、今では魂が弥刀に宿っていることがわかったから。

　でも……本当は、愛着がないわけがない。そう、信じたい。

「その場ば凌しのぎの接つぎで見かけだけ取り繕つくろわれたり、小刀に作り替かえられたりしたら、プライドが傷つくよなぁ？」

　弥刀は苦く笑しようして、刃は毀こぼれした刀身を指先で辿たどる。

　生と死が交こう錯さくする戦場で、数多あまたの敵を斬ってきた。かつての輝きはなく朽くちてはいても、勇ゆう壮そうな武神の相棒と呼ばれていた矜きよう持じは失っていない。

　声なき刀の思いが、ひしひしと伝わってくる。

「うん……おれが、やらなきゃいけない」

　刀に指先を触ふれさせたまま目を閉じて、深く息を吐はく。

　頭に浮うかぶのは、戦場で返り血を浴びた猛たけ々だけしい武神……のはずだったのに、いつしか抗あらがい難がたい熱情を帯びる眼まな差ざしで弥刀を見み据すえる武尊の姿へと、取って代わっていた。
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　新幹線を岡おか山やまで降りて、山さん陰いんへと向かう特急に乗り換かえ……更さらに、ローカル線へ。

　二両で運行する列車は、山間を走る車両ということもあってかディーゼル機関車のようだ。馴染みのない、唸うなるような重低音の走行音が響き、ガタガタと絶え間ない振しん動どうが弥刀の身体を揺らす。

　ガランとした車両には、弥刀の他には初老の夫ふう婦ふの姿しかない。わざわざ覗のぞいていないので確証はないが、もう一両も似たような乗車率だろう。

　代わり映ばえしない風景だが、開けた場所にはポツリポツリと民家らしき建物があり、周囲を田畑が囲んでいる。実に牧歌的だ。

　膝ひざの上にバックパックを抱かかえ、ぼんやりと窓の外を眺めていた弥刀は、ふと異質な気配を察知して車内へと視線を移した。

　隣となりの車両とのあいだを隔へだてている、半分から上が透とう明めいガラスになっている扉とびらに人ひと影かげが映る。そこに意識を移した直後、軋きしんだ音を響ひびかせながら勢いよくスライドされて長身が姿を現した。

「っ！」

　その姿を視界の隅すみに捉とらえた瞬しゆん間かん、弥刀はパッと窓へ顔を背そむけて、車窓を流れる風景に意識を集中させた。

　なにも見ていない。知らない。こんなところに……いるわけがない。

　そう心の中で自分に言い聞かせていても、どんどん激しくなる動どう悸きが「誤ご魔ま化かされない」と主張している。

　家を出てどこへ向かうのか、父と兄にしか言っていない。この男が知る術などないはずなのに……どうしてこんなところにいる？

　白昼夢による幻まぼろしか、他人を見誤っただけではないかと思考を切り替えようとしても、この強きよう烈れつな気配を持つ人間が他にいるわけがない。

　緊きん張ちようのあまり喉のどが渇かわくのを感じながら、頑かたくなに窓の外を睨にらみつけていると、弥刀のすぐ隣にどさりと腰こしを下ろしたのがわかった。

「おい、無視してんなよ。俺がいること、わかってんだろ」

　自分の存在に、弥刀が気づかないわけがないと決めつける、傲ごう慢まんな物言いだ。しかもそれが、自意識過か剰じようだろうと嘲ちよう笑しようできない事実だから、悔くやしい。

　低く「弥刀」と呼びかけられて肩を震わせると、隣に顔を向けることなく、ボソッと不満を零こぼした。

「ガラ空きなのに、なんでわざわざ隣に……」

「ガラ空きだから、好きなところに座ってんじゃねーか。ベンチシート一本が、おまえの指定席ってわけじゃないだろ？」

　すっ呆とぼけた答えに、ムッとして唇くちびるを引き結んだ。

　なにかしらリアクションを返してしまったら、この男の思う壺つぼだ。これ以上神経を逆さか撫なでされないためには、無視が一番だろう。

　悪あく趣しゆ味みにも弥刀の反応を面おも白しろがっているだけの、からかうような言動に心身を乱されるのはごめんだ。

　頑なに隣の武尊に目を向けることなく、真っ直すぐ正面を見詰める。そうして、露ろ骨こつに『無視』を示しているのに……。

「なぁ、弥刀」

　静かな声で呼びかけられると、ピクッと指先を震ふるわせてしまった。

　無視したい……のに、意識の外へ追い出すことができない。武尊もそれがわかっていて、焦あせることなくじわじわと弥刀を追い詰つめようとしているのだ。

「どこに、なにをしに行く？　ちょっと散歩……には、遠出だな」

　なにを考えているのか読み取れない、抑よく揚ようの乏しい口調で尋たずねられて、ジロリと隣を睨みつけた。

　結局、こうして武尊の思うまま目を合わせてしまう。無視を貫つらぬき通せないのだと、思い知らされる。

　弥刀は、悔しさをそのまま込めた声で、刺とげ々とげしく言い返した。

「……白々しいな。知ってて聞いてんだろ。そういうあんたは、こんなところでなにやってんだ。なにをしに来た？」

　弥刀がどこに行くか、知っているのは父と兄だけだ。他ほかに話した人はいないのに……武尊が現れる理由が謎なぞだ。

「ああ？　知らないから聞いてるんだよ。俺は、駅で偶ぐう然ぜん見かけたおまえの後を追いかけてきただけだ」

　真顔で、妙みように説得力のある声で淡たん々たんと答えられると、本当に偶然見かけて追いかけてきただけなのかと納なつ得とくしそうになってしまう。

　ギュッとバックパックを抱だき込み、「そんなわけあるか」と眉み間けんに縦たて皺じわを刻んだ。

　険しい表情の弥刀に「怖こわい顔するなよ」と苦笑した武尊は、ようやく種明かしらしきものを口にする。

「……朝、おまえの兄貴から連れん絡らくがあった。おまえの行き先と、ムチャしないようにコッソリ見張れ、って仕事の依い頼らいだ。今は、現場に出ることは滅めつ多たにないし警備員の派は遣けんを中心にしているが、俺の本業は傭よう兵へいっつーかボディガードだからな」

　兄が連絡をした？　武尊に？

　この男と対たい峙じした時の様子からして、あり得ないと思うのだが。

「武尊の本業がボディガードだとしても、兄ちゃんがあんたに連絡するとか、信じ難いんだけど。それに……どこがコッソリ？」

　確かに、ここまでは武尊につけられているなどと気づかなかったのだから、密ひそかに尾び行こうしていたのだろう。

　でも現状は、呆あきれるほど堂々と姿を現した上に、目を背ける弥刀に対してふてぶてしく存在を主張している。

　意図的に不信感をたっぷり含ふくませた目で見み遣やると、武尊はニヤリと唇の端はしを吊つり上げた。

「俺に対する反発よりも、おまえの身を案じる気持ちのほうが勝まさったんだろ。あの時も思ったが、メチャクチャなブラコンだよな。初めて逢あった夜におまえにナニをしたか知られたら、斬きり殺されそうだ」

　人の悪い笑えみを浮かべてそう口にする武尊は、弥刀から見ても実に憎にくたらしい。ここに兄がいれば、激げき怒どして襟えり首くびを締しめ上げ……いや、斬りつけそうだ。

　初対面の夜のことなど……忘れたような、何事もなかったかのような顔をしていたくせに、ここでわざわざ蒸むし返す武尊の意図がわからなくて、眉まゆを顰ひそめる。

「斬られてしまえ」

　列車の軋きしむ音や振動に紛まぎれそうな小声で口にしたのに、武尊の耳には届いたようだ。ふてぶてしく、「ヤダね」と鼻で笑う。

「俺を斬ることができるのは、おまえだけだ。……出雲いずも、か。おまえの故郷みたいなものだな」

　最後は独り言の響ひびきでポツリとつぶやいたから、弥刀はなにも答えることなく窓の外に視線を向けた。

　初めて訪おとずれた土地にもかかわらず、少し前から懐なつかしいとしか言いようのない不思議な感覚に包まれていることは確かだ。

　この地域は、『草薙』との結びつきが深い。父も、後こう継けい者しやである兄も、成人直後に訪れている場所だ。

　弥刀は……『草薙』の異い端たん者である自分が、ここに来ることになろうとは、思ってもいなかった。

　それも、目的が……。

「こうしてこの土地に来ているってことは、おまえの中で答えが出たってことだな」

「……たぶん」

　自分の中に迷いが残っているせいで、曖あい昧まいな言い回しになってしまう。

　弥刀がこの地を訪れる理由が、武尊にはどこまでわかっているのだろう。

　弥刀にとって故郷のようなものだと言ったからには、この地域の特とく殊しゆ性を知っているからに違ちがいなくて……。

　小声で零した「たぶん」の先を続けられなくて、うつむいて膝に抱えたバックパックを睨んでいると、一ひと際きわ大きな金属音が床ゆか下したから響く。

　ブレーキがかかり、ゆっくりと減速する車内に、間もなく駅に到とう着ちやくすることを伝える車しや掌しようのアナウンスが響いた。

　扉が開いても動かずにいる弥刀の肩かたを、座席から腰を上げた武尊がポンと叩たたいて促うながしてきた。

「着いたぞ。ここで降りるんだろ」

　やはり、弥刀の目的地を正確に捉えているようだ。

　言いなりになるみたいで悔しいけれど、違うと下車を拒こばむことはできなくて……二の腕うでを摑つかんで引いた武尊に、渋しぶ々しぶと従った。










　車掌に切きつ符ぷを渡わたして閑かん散さんとした無人駅に降り立つと、ホームの真ん中にぽつんと佇たたずんでいる人ひと影かげが目に映った。

　停車していた列車が、重そうな音を立てて動き出す。それを横目に、弥刀と武尊に向かって歩み寄ってきたのは、初老の男性だ。

「草薙さんの、下の息むす子こさんだな。親父おやじさんから連絡をいただいたから、迎むかえに来た。この電車に乗っていてくれて助かった。次は一時間後だからなぁ」

　弥刀が、『草薙』の次男だと知っていることと父からの事前連絡を受けたという言葉で、名乗られる前に初老の男性の正体を察した。

「あ……ええと、黒くろ鋼がねさんですか。突とつ然ぜん、押しかけてきまして……すみません」

　頭を下げた弥刀を、軽くうなずいた黒鋼は十センチほど低い位置から見上げてくる。ジッと視線を絡からませていたかと思えば、深く皺の刻まれた顔に仄ほのかな笑みを浮うかべた。

「刀とう匠しように似てないな。……草薙の例外だと聞いていたが、まったくの無関係というわけでもなさそうだ。こっちのお人は……」

　なにが見えるのか、弥刀を見み据すえてそう口にした黒鋼は、無言で弥刀の脇わきに立つ武尊に視線を移した。

　唇くちびるを引き結び、険しい表情だ。人相がいいとは言い難がたい迫はく力りよくある大男を前にしても、微み塵じんも怯ひるむことなく注視している。

　この人は、この土地に脈々と受け継つがれてきた玉たま鋼はがねを作る『たたら製鉄』の継けい承しよう者だ。良質な玉鋼は、このあたりの山で採さい掘くつされる砂鉄が原料となる。

　現在は、鳥とつ取とり県で玉鋼及および日本刀製造技術の保存・伝承を目的として限定的に山砂鉄が採掘されているのみで、記録上としてはすべての砂鉄鉱山が閉山されていることになっている。

　だから、黒鋼の所有する山で採掘される砂鉄や、古来のたたら技術によって製鉄される玉鋼は『存在しないはずのもの』なのだが、国によって密かに保護されている。

　同じように特殊な家系である草薙との関係は長く、日本刀というものの役目が実用品から美術品や装そう飾しよく品へと逆転した現代でも、欠かせない存在だ。

　相手に独特の空気を感じ取っているのは、黒鋼と武尊……双そう方ほうともらしい。視線を合わせたまま、無言だ。

　先に目を逸そらしたのも、言葉を発したのも、武尊のほうだった。

「……弥刀の連れだ。俺のことは、お気になさらず」

　いつになく穏おだやかな口調でそれだけ言うと、気配を殺すように押し黙だまる。

　黒鋼は、これ以上深く武尊を質ただす必要はないと結論づけたのか、弥刀に視線を移して話しかけてきた。

「ふ……ん、なんとも物ぶつ騒そうな連れだな。まぁいい。……残留鉱こう床しようの場所を知りたいとのことだが、今から山に入ると日が暮れて危険だ。うちの離はなれを宿として提供するから、明日にしたほうがいい」

「そこまでお世話になるつもりは……」

「宿の当てはあるのか？　四月の末とはいえ、このあたりだと日にち没ぼつ後は一ひと桁けたまで気温が下がる。野宿には早い季節だ。猪いのししも出るぞ。そちらの『連れ』も、一いつ緒しよすればいい」

　宿の当てなどないし、こんな山間部で装備もなく野宿など絶対に無理だ。武尊……は、正直なところ一緒されるのは迷めい惑わくなだけだが、黒鋼の前で「帰れ」「帰らん」という言い合いをするのも躊躇ためらわれた。

「……すみません。お言葉に甘えます」

　結局、離れを宿として提供してくれるという黒鋼の申し出をありがたく受けることにして、頭を下げた。

　さり気なく睨にらみつけた武尊も、一応といった様子で会え釈しやくしたけれど、どうにも尊大な雰ふん囲い気きを殺し切れていないのは……仕方がないと、黒鋼も思ってくれればいいのだが。
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　風ふ呂ろを借りて離れに戻もどると、和室には二組の布ふ団とんが並んで敷しかれていた。

　眉を顰めた弥刀は、障子を開け放した窓の傍そばに座って黒鋼から薦すすめられた日本酒の一いつ升しよう瓶びんと湯ゆ吞のみを前にした武尊を完全に無視すると、部屋の真ん中に大おお股またで歩を進める。

　武尊には一度も目を向けることなく、無言のまま二組の布団を部屋の壁かべ際ぎわ限界まで左右に離した。

　浴衣ゆかた姿の武尊が、どんな顔で自分の一連の動作を見ているか……目を向けなくても、想像がつく。

　ニヤニヤと、憎たらしい薄うすら笑いを浮かべて面おも白しろがっているに違いない。

「ジイサンのお薦め、美味うまいぞ。おまえもどうだ？」

「いらない。疲つかれたから寝ねる」

　無愛想に口にして、武尊から遠い左側の布団に潜もぐり込んだ。壁に向かって身体からだを丸め、布団を被かぶる。

　寝ると宣言したせいか、亀かめのような子供じみた拒きよ絶ぜつに呆あきれているのか、武尊は話しかけてこない。

　でも、どんなに無視を徹てつ底ていしようとしても……窓際から漂ただよってくる強きよう烈れつな気配は、防ぐことができない。

　六畳じようほどの部屋に、武尊がいる。それだけで、弥刀は五感すべてでこの憎にく々にくしい男を意識してしまう。

　きつく目を閉じて眠ねむれと暗示をかけているのに、神経は研とぎ澄すまされる一方だ。

　無理やり数えていた羊が五千を超こえ、電気を消した武尊がもう一つの布団に横たわる気配を察知しても、睡すい魔まが訪おとずれる気配さえない。

　コッソリ布団の中に手た繰ぐり寄せたスマートフォンで、武尊に寝ると宣言してから二時間近く経過していることを確かく認にんし……この状じよう況きようで、眠れるわけがないかと諦あきらめた。

　音を立てないように細心の注意を払はらい、すっぽり潜り込んでいた布団から抜ぬけ出す。恐おそる恐る武尊がいるはずのもう一つの布団に目を向け、こんもりとした塊かたまりが動かないことにホッとした。

　気配を押し殺して部屋を出ると、玄げん関かんで靴くつを履はいて引き戸を開ける。自宅周辺のものとは少しだけ異なるけれど、森林の匂においとしか表現しようのない清せい涼りような空気が全身を包み、ようやく深く息をついた。

「上着、持って出ればよかったかな」

　黒鋼の言っていた通り、深夜の冷え込みは都心とは比べ物にならない。薄い浴衣だけでは肌はだ寒ざむいけれど、ジャケットを取るためだけにあの部屋に引き返す気にはなれなくて、動けば寒さもマシになるだろうと歩き出した。

「故郷みたいなもの……か」

　肌はだがザワザワとして落ち着かない心ここ地ちなのは、気温の低さだけが原因ではないだろう。

　残留鉱床の採掘場は山深くに位置しても、このあたりの土地一帯に砂鉄が含ふくまれているはずだ。

　太古の記き憶おくが、帰郷を喜んでいるかのようで……どんな言葉で表現すればいいのかわからない、不思議な感覚に全身を包まれる。

　山へと続く小道を進むと、やがて母おも屋やと離れの明かりが見えなくなる。

　弥刀はそれでも引き返すことなく、なにかに呼ばれるかのように歩き続け……小道の脇、少し開けた場所に建つ、小ぢんまりとした祠ほこらを目に留めて立ち止まった。

　晴天に浮かぶ満月が照らす皓こう々こうとした月明かりのおかげで、ライトなどを持っていなくてもハッキリ見て取ることができる。

　小さいと言っても、お堂に近い設しつらえの祠だ。木造の内部は、畳たたみ一畳分ほどの広さがある。

　弥刀は、なにかに引き寄せられるように三段ほどの石段を上り、格こう子し状に木が組まれた観音扉とびらの内部を覗のぞき込んだ。

　祠の奥に祀まつられているのは、黒い岩のように見える塊……？

　魅み入いられたかのように、視線を逸らすことができない。時間の経過も忘れ、無言で見み詰つめていると……。

「磁鉄鉱だな」

「ッ！」

　背後から聞こえた低い声に、急激に現実へと引き戻される。ハッと目を瞠みはった弥刀は、大きく身体を震ふるわせて振ふり向いた。

　真っ黒な影かげに見えるけれど、その人物が誰だれなのか顔を確認することなく弥刀にはわかる。

　ドッドッと、猛もうスピードで心臓が脈打っている。

　全力で走っても、これほど激しい動どう悸きにはならないのではと思うほどで、クラリと眩暈めまいに襲おそわれた。

「夜中に、そんな薄うす着ぎで山の中をうろつくな」

「あ、たけ……る」

　夢の余よ韻いんに漂っているかのような奇き妙みような心地で、背後に立っている男の名前を口にした。バサッと肩かたにかけられたのは、ここまで武尊が羽織っていたらしい濃のう紺こんのジャケットだ。

　肩や背中がぬくもりに包まれて、ドキマギと脱ぬぎかけた。

「いいよ、これ」

「着てろ」

　肩を強く摑つかんで制しながら、有う無むを言わさぬ調子で口にしながら睨みつけられて、迫はく力りよく負けした弥刀は無言でうなずく。

　視界がやけに暗いと思えば、いつの間にか晴天だった夜空が黒い雲に覆おおわれていた。光源だった満月が雲に覆われたせいで、視野が闇やみに近い状態になっている。

　武尊もそのことに気づいたらしく、頭上を仰あおいで低くつぶやく。

「曇くもってきたな。通り雨が来るかもしれん」

「さっきまで晴れてたのに」

　弥刀が言い終わらないうちに、ゴロッと不気味な雷らい鳴めいが轟とどろいた。ポツンと頰ほおに水すい滴てきが当たった直後、パタパタと雨あま粒つぶが木の葉を叩たたく音が響ひびく。

「チッ、降り出しやがった。その中、二人くらい入れるだろう」

「入れそうだけど……鍵かぎ、かかってるかも」

　武尊にそう答えながら、観かん音のん扉の取っ手部分を指先で引く。呆あつ気けなく開いてしまい、拍ひよう子し抜ぬけした。

「……開いた」

　私有地で、人が滅めつ多たに入らないだろう山の中、一いつ般ぱん的にはきっと貴重品の部類には入らないものしか置かれていないので、これほど不用心なのだろうか。

　自分の手で開けていながら弥刀が戸と惑まどっていると、背後から背中の真ん中に大きな手を押し当てられた。

「ボケッとしてないで、開いたなら入れ。雨あま脚あしが強くなったら、軒のき下したまで吹ふき込んでくる」

「あ、うん……お邪じや魔まします」

　急いで靴を脱ぎ、背を屈かがめて祠の中に入り込む。武尊もすぐ後からついてきて、狭せまい祠の中で否いや応おうもなく密着するはめになってしまった。

　月明かりがなくなった上に、祠の中ということもあり、ほぼ暗くら闇やみだ。武尊の気配は近くに感じても、視覚で姿を確認することはできない。

　不用意に足を伸のばすと、どこかを蹴けってしまったらしく「痛ぇ」と苦情を寄せられたが、弥刀にはどうすることもできない。

「弥刀、暴れるなよ」

　距きよ離り感かんもあやふやになっているらしく、思いがけず近くで聞こえた武尊の声にビクリと肩を強こわ張ばらせる。

　しかも、暴れるなと言いながら大きな手で身体を撫なで回され、なんとか逃のがれようと手を振り上げた。

「な……っ、なんだよ。ッ、触さわんな……」

「イテッ……狭いんだから、ジタバタするな！」

　そう一いつ喝かつした武尊は、手さぐりで弥刀の肩を摑み、スルリと二の腕うでを辿たどって脇わきの下あたりに手を突つっ込んできた。

　弥刀は息を吞のみ、奥歯を嚙かんで身体からだを硬こう直ちよくさせる。

　薄うすい浴衣の生き地じ越ごしに、武尊の手から体温が伝わってくる。動くなと命じられなくても、もう動けない。

「っと……見つけた」

　しばらくゴソゴソしていた武尊が、低くつぶやいて弥刀の身体から手を引いた。すぐにカチッと小さな音が響き、仄ほのかな明かりが点ともる。

　暗闇に揺ゆらめく小さな炎ほのおがやけに眩まぶしくて、目を細めた。

「ライター……？」

「ジャケットのポケットに入れてたんだよ。ロウソクでもあれば、ありがたいが……」

　そう言いながら祠の奥に身体を向けた武尊は、ライターを持った手を翳かざして内部を照らしている。

　住居ではないのだから、造りとしては簡素なものかもしれない。でも、床ゆかにはゴザが敷しいてあり、座り込んでも不快感はないほど清潔だ。外観からも感じたことだが、定期的に掃そう除じをしてあることは確かだった。

　天てん井じようは低く、立ち上がって歩き回ることはできなくても、雨宿りのために身を寄せるには充じゆう分ぶんな空間だと思う。

　すべて、武尊が明かりを灯ともさなければわからなかったことだ。

　先ほどの武尊は、暗闇に乗じて弥刀に触ろうとしたわけではなく、肩にかけていたジャケットのポケットを探さぐってライターを探していただけ……？

　呆ぼう然ぜんとしていた頭に思考力が戻もどった途と端たん、カーッと首から上に血が集まるのを感じた。

　信じられない。……顔が熱い。

　自意識過か剰じような自分が恥はずかしくて、今すぐここから飛び出したくなった。

「よし、燭しよく台だいがあったぞ。山の中の辺へん鄙ぴな場所なのに、やけに整せい頓とんされているな。ここを管理しているのは、黒鋼のジイサンか？」

「……たぶん」

　燭台のロウソクにライターの火を移した武尊は、そう言いながら振り返る。弥刀は慌あわてて顔を伏ふせると、武尊の視線から逃にげた。

　先ほどまでの暗闇を思えば明るくなったとはいえ、ロウソクの光のみだ。薄うす暗ぐらいので、きっと顔色まではわからない。

　そう自分に言い聞かせても、恥ずかしさは拭ぬぐいきれない。理由を言わずに手を伸ばしてくるのでなく、ポケットにライターがあるから出せと言ってくれればよかったのに……と、武尊を逆さか恨うらみしたくなる。

「弥刀？　寒いか？」

　口数が少ないせいか、いつもふてぶてしい武尊らしくない気き遣づかいを含ふくんだ声で尋たずねられて、首を横に振った。

「違ちがう。大だい丈じよう夫ぶ」

　扉の外では、通り雨だろうという予想に反して雨音が続いている。隙すき間ま風かぜと共に湿しつ気けが入り込んできて、肌はだ寒ざむいのは確かだが……顔の熱さは、まだ引かない。

　頰を両手で包むように軽く叩いていると、武尊の声が耳に流れ込んでくる。

「なぁ、見てみろよ。まずお目にかかれない、立派な磁鉄鉱の塊かたまりだ」

「…………」

　頰の熱さを抱かかえたまま、武尊と顔を合わせるのは嫌いやだ。

　できる限り離はなれていたいとも思うのに……立派と言われた磁鉄鉱への興味が、武尊を無視しようという意地に勝まさった。

　武尊と身体が触ふれ合わないように、淡あわいロウソクの光を頼たよりに限界ギリギリまで離れて、錦にしき織おりの布の上に安置されている直径三十センチほどの黒い塊を見下ろす。

「すご……」

　弥刀は子供のようなつぶやきを零こぼして、感かん嘆たんの息をついた。

　ここの山中にある鉱こう床しようから発はつ掘くつしたものだと思うが、これほど大きな磁鉄鉱の塊は珍めずらしいはずだ。

　キレイだな……と自然と手を伸ばして、指先を触れさせる。ザラザラした石いし肌はだは、ひんやりしていて心ここ地ちいい。

「この石は、磁気を帯びているんだろう？　おまえが不用意に触ったら、くっつくんじゃないか？」

「……おれは金属製じゃない」

　からかう口調に、わざと呆あきれた調子で言い返す。

　武尊は声を出すことなく笑ったらしく、かすかに空気が揺れるのを感じた。

「やはり、惹ひかれる……か。もう、刀神じゃないなどと否定するのは、やめたのか？」

「否定は……最初からしていない。認めようとしなかっただけだ」

「詭き弁べんだな」

　短く吐はき捨てられ、反論する材料を見つけられなくて唇くちびるを嚙んだ。

　夜の繁はん華か街がいで目が合った瞬しゆん間かんから、異常なほど武尊に惹きつけられたのは確かだ。自分でもどうかしていると感じながら、理性が働かなかった。

　あの時、自分たちを突き動かしたものは『衝しよう動どう』と呼ぶしかない、未知の感覚だった。

　同性に触れられることに対する嫌けん悪おも抵てい抗こうもなく、そうすることが当然のように互たがいに手を伸ばした。

　……そうだ。強要されたのではなく、縛しばりつけて自由を奪うばわれていたのでもなく、弥刀は自ら武尊の背中に手を回したのだ。

　胸が痛くなるほどの、正体不明の懐なつかしさと愛いとしさに突き動かされて……自制心など、まったく利きかなかった。

「俺のものになることの、なにが不満だ。どうして頑かたくなに認めようとしない？」

　手を伸ばしてきた武尊が、弥刀の髪かみを指に絡からませてツンと引っ張る。

　弥刀は無ぶ遠えん慮りよな手を払はらい除のけながら、ロウソクの光に照らされている武尊を睨にらんだ。

「不満があるなら、それだ。なんで、おれがあんたのものだって決めつけてんだよ。大昔は、武尊の刀で所有物だったのかもしれない。でも、今のおれは生身の人間で自我もある。反発もするし、可愛かわいげがないだろ。なのに……どうしてそんなに執しゆう着ちやくするんだ？　不確かな、二千年も前の関係性を持ち出すなんて、合理的じゃないだろ。だいたい、あんたもおれも、他ほかに恋こい人びとがいてもおかしくない……」

「恋人？　そんなもの、過去も現在もいない。おまえもそうだろう。俺以外に、惹かれるわけがない」

　確信を持った口調で『恋人』の存在を一いつ蹴しゆうされて、更さらに苛いら立だちが増した。両手を握にぎり締しめた弥刀は、武尊から顔を背そむけてボソッと口にする。

「確かめようともせずに……また、そうやって決めつけるんだ」

　ダメだ。このもどかしさを、武尊にわかってもらえない。

　どれだけ訴うつたえても、無む駄だ……か。

　ため息をつき、諦あきらめに似た境地に達しようとした弥刀の肩かたを、武尊が強く摑つかんできた。

　これまでにない、ほんのわずかな焦あせりを含んだ声で責めるように言葉をぶつけてくる。

「否定しないじゃねーか。俺だけだろう？　女も、男も……おまえに触れるヤツは、許さない。おまえは、俺のものだ」

「武尊のものじゃないって言ってんだろ。おれの心はおれのもので、武尊のものだから好きなわけじゃない！」

　焦しよう燥そう感かんに似たイライラが噴ふき上がり、悔くやしさのまま吐き出して……己おのれの失言を悟さとったのは、啞あ然ぜんとした低い声に短い一言を復唱された瞬間だった。

「……好き、か？」

「あ……」

　迂う闊かつにも、勢いに任せてつるりと口を滑すべらせてしまった。

　慌てて口を両手で覆おおっても、後の祭りだ。しっかりバッチリ、誤ご魔ま化かしようもなく武尊の耳に届いている。

　好き……？

　考えたこともなかった、考えようとしなかった一言を、あろうことか腹立ちまぎれに当人に向かって投げつけてしまった。

　とんでもない失態だ。消しゴムで消すように、武尊の記き憶おくから消去してしまいたい。

　自分の発言に動どう揺ようする弥刀に、武尊は脱だつ力りよくしたように「なん……だ」とつぶやき、いつもの傲ごう慢まんさを取り戻した口調で続けた。

「変な意地を張っていないで、さっさと認めりゃよかったのに。心身ともに、とっくに俺のものなんだろ」

「意地って一言で片づけんな！　じゃあ、あんたにとってのおれは、なんなんだよ」

　所有物だ、と。

　そんな一言を偉えらそうに返してきたら、雨が降っていようが槍やりが降っていようが、ここから飛び出そう。

　息を詰つめて答えを待っていると、武尊はポツリと口を開いた。

「……梓川が言っただろう。一心同体だ。俺の、なにもかも……だ」

「わ、け……わかんない……し」

　静かな口調で、含めるように聞かされて……胸の奥がギュッと締めつけられたように痛くなった。

　傲慢さも、自信も、いつもの武尊が纏まとっている不ふ遜そんな空気は鳴りを潜ひそめて、ただ心に浮うかぶ想おもいを答えたのだと伝わってくる。

　視線を泳がせていると、武尊が弥刀の前まえ髪がみを大きな手で搔かき上げた。逃にげ隠かくれすることができなくなり、武尊と至近距きよ離りで真っ直すぐ視線を絡ませる。

「愛してるとでも言えば、満足か？　そんな、恋こいだとか愛だとか、人間が作った言葉で言い表すことなどできない絆きずなだろう」

「絆……？」

　真しん摯しな目で見み据すえられながら耳にした言葉を、ぽつりと聞き返した。

　恋や愛ではない。絆という一言は、もっと特別で……どこか重い。

「こうしておまえに巡めぐり逢あうまでに、幾いく度ど転生を重ねたのかわからない。捜さがし求めながら、出逢うことなく生を終えたかつての俺には悪いが、おまえは……今の俺のものだ。この世に生を受けた時から……その前から、おまえをずっと待っていた」

　そっと額を合わせられて、指先を震ふるわせる。

　想いを、触れ合った額から直接流し込まれているみたいで……武尊の熱が、身体からだの内側に満ちる。

　瞼まぶたを伏ふせると、幼い頃ころから繰くり返し見た夢が鮮あざやかに映し出される。

　全身に返り血を浴びた勇ゆう猛もうな男は、その手が傷つくのにも構わず『刀』の弥刀を握り締めて、切々と口にするのだ。

『必ず、おまえを捜さがし出す。だから、なんとしてでも人と成れ。来世でも、その来世でも……輪りん廻ねを司つかさどる神の気まぐれを待とう。いつか人として生まれたおまえを、迎むかえに行く』

　刀身を伝う彼の血は、熱く……誓ちかいを刻みつけるかのようで、人の言葉を持たない弥刀は答えられない自分に対するもどかしさに耐たえるしかない。

　いつか、人と成ればその血を拭ぬぐうこともできるのだろうか。

　人の身体を手に入れられれば、その背に手を回すこともできる。独り戦いくさ場ばに立つ主あるじの、孤こ独どくを癒いやせる？

　この身が朽くちて依より代しろから解放されたなら、創造神に願おう。どれだけの月日を要しても、必ず人と成り……輪廻の流れを漂ただよう主に巡り逢いたいのだと、巡り逢える絆を有しているはずだと直じき訴そしよう。

「ッ……熱……い？」

　不思議な感覚に漂っていた弥刀は、武尊が零こぼした低い声にピクリと瞼を震わせて閉じていた目を開いた。

　合わせていた額を離はなした武尊は、淡あわいロウソクの光に自分の右手のひらを翳かざす。

　大きな手のひらを横断する、白い筋のような傷きず跡あと……だったはずだ。それが、たった今刃は物もので斬きりつけたかのように、生々しく血色を浮かび上がらせていた。

「これは……おまえか？」

「武尊と刀の、約束の証あかしだ。……あの時も、こうして血を拭いたかった」

　がっしりとした手首を摑み、手のひらを横切る傷に唇くちびるを押しつける。血が滲にじんでいる……と思ったのに、舌を這はわせても不思議と血の味は感じなかった。　>>>♥

「ッ、弥刀！」

　珍めずらしく動揺を含ふくんだ声で名前を呼んだ武尊は、右手を取り戻もどすと強い力で弥刀の肩を摑んで引き離す。

　ロウソクの光の中、かすかに眉まゆを寄せ、戸と惑まどいを覗のぞかせる表情で弥刀を見下ろしている武尊に、ついクスリと笑ってしまった。

「いつもは、おれが引いても容よう赦しやなく迫せまるくせに……逆だと弱いんだな。無敵なはずの武神の、意外な弱点を見つけた」

「おまえ……なんなんだ。抑おさえ込んでいた色気を、いきなり解放したみたいに……」

「認めろって言ったのは、武尊だろ。でも今のおれは、一方的に所有されるモノじゃないから。おれがあんたのものだって言うなら、武尊もおれのものだ」

　肩を摑んでいる武尊の右手を取り、自分の手を重ね合わせる。

　ピリピリと電気が走るような刺し激げきを、弥刀は左手のひら……武尊の傷きず痕あとと同じ場所に感じて、感覚の共有が嬉うれしかった。

「っ、ちくしょ……おまえがあんまり嫌いやがるから、怖こわがらせないよう……手ぇ出さないように自制していたのに」

　ギュッと左手を握にぎり締しめられ、武尊らしくない台詞せりふに苦く笑しようを浮かべた。

　嫌がったり怖がったりしていたわけではなく、どちらかと言えば戸惑っていたのだけれど、武尊は弥刀のために自制していた？

「強ごう引いんなキスはしたくせに」

「それくらいは許せよ。……どれだけ待ったと思ってる」

「うん……ごめん」

　武尊の右手を握り返して、目の前にある肩に頭を預ける。

　握り合った手からも、額をつけた肩からも……体温が伝わってくる。武尊も、弥刀のぬくもりを感じてくれているだろうか。

　かつて、当たり前のように傍そばに在った。武尊にとって、刀の弥刀と過ごした時間のほうがずっと長く、濃のう密みつなものだったはずだ。

　そう思った途と端たん、チリッとした不快感が胸の内側を引っ搔く。

　これはなんだろう。これまで感じたことのない澱よどんだ感情が、身体の内側をグルグルと駆かけ巡っている。

　武尊の心身に刻まれた刀の冷たさを、人としてのぬくもりで上書きしたい。

「身体が冷えてるな」

　大きな手が、浴衣ゆかた越ごしに背中を撫なでる。武尊の体温はいつも弥刀より高いと思うが、今はその手をいつにも増して熱く感じた。

　武尊の思おも惑わく通りに答えるのは、悔くやしい。心臓の激しい脈動を隠して、なんとか平静な声で言い返す。

「あたためろ、って言ってほしい？」

「……あたためてください、の間ま違ちがいだろ」

　可愛かわいげのない弥刀の返答に苦笑した武尊が、端たん整せいな顔を寄せてきて……その首に腕うでを回して、引き寄せた。










《八》







　雨は降り続いている。

　でも、木の葉や祠ほこらの屋根を叩たたく雨音は、どこか遠くから聞こえてくるようで……現実感が乏とぼしい。

　今の弥刀の五感を支配しているのは、ただ一つ。

　全身を余すところなく触ふれてくる、武尊だけだ。

「っ、ン……ぁ」

　ぬくもりを伝えるかのように、大きな手が浴衣の内側に這わされる。武尊に触れられたところから、どんどん熱が上がっていくみたいだ。

　腰こし紐ひもを解いた浴衣は開はだけて、肩かたから滑すべり落ち……素す肌はだが冷気に晒さらされていても、寒さを感じない。

　脇わき腹ばらを撫でた手に腰骨を摑つかまれて、ビクッと背中を反らした。無意識に身体を逃がそうとした弥刀を許してくれず、武尊の手が背中を抱だき寄せる。

「もっとくっつけよ。寒いだろ。床ゆか、冷たいだろうし……乗るか？」

　壁かべに背をつけて床に座った武尊は、力の入らない弥刀の身体を引き寄せて、軽々と膝ひざの上に抱き上げる。

　武尊の腿ももを跨またいで乗り上がる体勢だと気づき、慌あわてて離れようとしたけれど、無言で背中を抱き寄せられる。

　カーッと首から上が熱くなって、厚みのある肩に手をかけた。

「重いだろ」

　弥刀が逃げたがっていることは、明確に伝わっているはずだ。なのに……だからなのか、武尊は弥刀の背中をポンポンと宥なだめる仕草で軽く叩いた。

「いいや、全然。気持ちいいな」

　気持ちいいという一言は、「あたたかくて」という意味だと思う。

　そう自分に言い含めても、武尊の低い声は弥刀の官能を揺さ振ぶり……耳の奥で、うるさいくらいに動どう悸きが響ひびく。

「くっつくの、嫌か？」

「嫌、じゃない」

　密着した胸むな元もとからは、武尊の心臓の鼓こ動どうも伝わってくる。ドクドク……弥刀と同じくらい動悸が激しくて、少しだけ緊きん張ちようを解いた。

　そうして弥刀が気を抜ぬくのを待っていたかのように、武尊の手が中ちゆう途と半はん端ぱに引っかかっていた浴衣を引き下ろして上半身を露あらわにする。なんとか、腰こしのところに纏まとわりついているだけ……という状態になり、背筋を震ふるわせた。

　一度は緊張を手放していた弥刀の肩に、再び力みが戻ってきたことは、密着している武尊にも伝わったのだろう。

　背中の真ん中に手を押し当て、動かそうともせず……ただ、体温を馴な染じませようとしているみたいだ。

「怖がるなよ。いいだけだ。……知ってんだろ？」

「うるせ……、そんなの、知らない」

　デリカシーのない一言にムッとして、武尊の肩を引っ搔かく。おかげで緊張は抜けたけれど、武尊が意図して発言したかどうかはわからない。

「忘れんなよ、傷つくな」

「全部、忘れたわけじゃない」

　あの、どうかしていたとしか思えない夜の記き憶おくは、本当にあやふやなのだ。

　砂さ漠ばくを彷徨さまよい、瀕ひん死しの状態になりようやく辿たどり着いたオアシスで、夢中になって渇かわきを癒いやそうとしたみたいで……ただ、目の前の悦えつ楽らくを貪むさぼるのに必死だった。

　武尊は、違ちがうのだろうか。楽しむ余よ裕ゆうがあった？

　そんな不安が頭を過よぎった瞬しゆん間かん、頭のすぐ傍で低い声がつぶやいた。

「……もったいないな」

「なに、が？」

　言葉の意味を聞き返すと、ポツポツと低い声が返ってきた。

「おまえがハッキリ見えなくて、残念だ。あの夜は、電気を点つける余裕もなく無我夢中で抱き締めた。今は……ロウソクの光というのは、情じよう緒ちよはあるかもしれないが、視界がぼんやりとしていて物足りん」

　心底残念そうにぼやくから、ふっと頰ほおを緩ゆるませてしまった。細く息を吐はきながら、武尊に上半身を預ける。

「別に、これきりってわけじゃ、ない……し」

　口にしているうちに、自分の言葉がだんだん恥はずかしくなってくる。語ご尾びが揺ゆらいで、最後は消え入りそうな声になってしまった。

「その台詞、忘れんなよ」

　武尊は低くつぶやくと、背中側から双そう丘きゆうの狭はざ間まに指を滑り込ませてくる。性急な指から焦あせりのようなものが伝わってきて、ホッとした。

　早く……と、急せいた気分になっているのは、自分だけではない。

「んっ、ぁ……アッ、あんまり、それ……そこ、しないでいい、から」

　武尊の指は、心ここ地ちいい。

　身体からだの内側に長い指の存在を感じるのは、純じゆん粋すいな快感とは言えないかもしれないけれど、武尊の手で触れられているだけで満たされる。

　まるで、丁てい寧ねいに刃やいばを磨みがかれているかのように……念入りに指を抽ちゆう挿そうされて、武尊に抱きつく手に力を込める。

　肌がザワザワしている。これだけの接せつ触しよくなのに、どんどん熱が昂たかぶって……自分だけ、乱されているみたいだ。

「もういい、って」

「バカか。いきなり突つっ込んだら痛いだろ」

　左手で弥刀の背中を支え、右手の指をゆったり動かしながら返してきた武尊の肩を、「しつこい」と爪つま先さきで引っ搔く。

　一人でワケがわからなくなるのは、嫌いやだ。熱を共有したい。

「いいよ。流血するのは、おれより武尊だろうし……」

　理性を完全に吹ふき飛ばした状態で、弥刀が手放しの感情をぶつければ、血を流すのは武尊のほうだ。

　そう言ったものの、弥刀が快感に惑わく溺できして感情のコントロールが利きかなくなっても、武尊は受け止めることができると……実証済みだ。

　だから、この男にだけは、安心してすべてを曝さらけ出すことができる。

「……別の呼び方、教えなかったか？」

　ふっと息をついた武尊は、深く埋うずめていた指を引き抜き、弥刀の耳じ朶だに歯を立てながら苦い口調で咎とがめてくる。

　指で丹たん念ねんに押し開かれた粘ねん膜まくに、じわりと熱ねつ塊かいを押し当てられ……弥刀は、肩を震わせて細く息を吐いた。

「ふ……っ、ぁ、ぁ……わかっ、てる」

　家名ではなく固有の名を呼べと、駄だ々だを捏こねるように言い聞かされた名前は、忘れてなどいない。

　ファーストネームを呼んでほしかったのか。

　弥刀は、ふ……と唇くちびるを緩ませて武尊の名を口にする。

「将……仁。ちゃんと、憶おぼえてる」

　両手で硬かたい髪かみを搔き混ぜながら、忘れていないと名前を告げた。

　低い声が「それならいい」と答え、腰を摑む手に力が込められる。屹きつ立りつの先せん端たんを、焦じれるほどじっくりと含ふくまされた。

　熱……い。奥、まで……。

　望んだものをようやく与あたえられて、吐と息いきが喉のどの粘膜を焼きそうなほど熱を帯びる。

「弥刀。もう……離はなれるなよ」

「ア！　っ……ぁ、ん」

　きちんと答えたいのに、圧あつ倒とう的な熱量に侵しん食しよくされて頭の中が真っ白に染まる。

　身体も、思考も……全部、烈れつ火かに煽あおられてどろどろに融ゆう解かいされるみたいで……カタチが無くなる。

　真っ赤に融とける玉たま鋼はがねが脳のう裏りに浮うかび、ザッと腕うでに鳥とり肌はだが立った。

「怖こわい……っ、あっ……やぁ、融け……る」

　カタチを失なくすまで融かされてしまったら、次はなにになるのだろう。

　そんな恐きよう怖ふが込み上げて、必死で武尊の肩かたにしがみつく。この確かなぬくもりは、自分を引き留めてくれる唯ゆい一いつの存在だ。

　武尊が人に成れと命じたから、こうして抱だき合うことのできる人間に魂たましいを宿した。

　武尊が……自分の、すべての命運を握にぎっている。

　夢中で縋すがりつく弥刀を、武尊は強く抱き返してくる。　>>>♥

「ッ、俺も融かされそうに熱い……な。大だい丈じよう夫ぶだ。融けるなら俺も一いつ緒しよだ。そうして混ざり合うのも、悪くないだろ」

「う……ん」

　それなら……いいか。

　うなずいて見下ろした武尊と、視線が絡からむ。熱っぽく潤うるみ、弥刀を腕に抱いて快楽に溺おぼれていることを隠かくそうともしない。

　戦いくさ場ばで闘とう志しを燃やす時の目と似ているようで、熱の種類が全然違う。無防備に、弥刀に曝け出している。

　信愛と執しゆう着ちやくが、愛いとしくて……苦しい。

　この歓かん喜きをどう伝えればいいのか、わからない。

「将仁……」

　泣きそうな声で名前をつぶやき、汗あせでじっとりとした前まえ髪がみを撫なで上げる。互たがいの目に同じ熱を見て取り、引かれ合うように自然と唇を重ねて熱い舌を絡みつかせた。

「ン……ん、ぁ……」

　触ふれ合っているところが全部融けて、混ざり合ってしまってもいい……と、恍こう惚こつとした心地に漂ただよった。








□　□　□









　雨上がりの山道は、ところどころ水が溜たまってぬかるんでいる。そんな悪路を、弥刀を背負った武尊は危なげない足取りで下った。

「やっぱり、自分で歩くよ。これ……子供みたいで、恥ずかしいんだけど」

「ふーん？　祠ほこらの短い階段でさえ、よろめいて落ちそうになったくせに。俗ぞくにいう、お姫ひめ様さま抱っこのほうがよかったか？」

　密着した背中から、ククッと笑う振しん動どうと声が響ひびいてきて、手を置いていた肩に軽く拳こぶしを打ちつけた。

　この男は、なにを言い出すんだ。

「冗じよう談だんっ。黒鋼さんに見られたらどうするんだ」

　早朝とはいえ、早起きの鳥は賑にぎやかに囀さえずり、東の空は白み始めている。

　背に負われている状態なら、転んだとか言い訳ができるが……お姫様抱っこを目もく撃げきされて、咄とつ嗟さに無理のない理由を口にすることのできる自信はない。

　武尊の肩を叩たたいてジレンマをぶつけていると、チラリと振ふり向いて呆あきれたように苦く笑しようした。

「なら、黙だまって運ばれたらいいだろう。おまえは俺の、懐ふところ刀がたなだからな。持ち運ぶのには慣れてるんだ。気にするな」

　あの刀は、懐刀と呼ぶには大きなサイズだと思うのだが……だから運んでやるという言い分は悪くないので、力を抜ぬいて抗あらがうことを止やめた。

「……ぐったりしているくせに、本気で採さい掘くつに行く気か」

「もちろん」

「頑がん固こ者め」

　予定通り、黒鋼に案内してもらって残留鉱こう床しようへと採掘に出向くつもりだ。

　武尊が渋しぶい顔をしても、意志を曲げるつもりはないと主張した弥刀に、武尊は未いまだ不満そうにぼやいている。

「まだ何時間かは寝ねられるだろうし、少し休んだら動けるようになる。もし、途と中ちゆうでへばったら、あんたが運んでくれるんだろ？」

　甘えたな仕草だな、と自分でもわかっていたけれど、武尊の背中にピッタリ密着して首に腕を巻きつかせる。

　弥刀が素す直なおに寄りかかっているせいか、武尊は仕方なさそうに嘆たん息そくして答えた。

「そりゃ……捨ててはいけないだろ。おまえの兄貴は、自分から弥刀の警護を依い頼らいしてきたくせに、『武神』は武具を使い捨てにするから気に食わんなどと、悪あし様に言ってくれたが……俺は武具を使い捨てにしたことなんかないぞ」

「知ってるよ」

　弥刀は、折れて武具として使いものにならなくなったから捨てられた……などと思ったことはない。

　武尊は、刀が折れるような使い方をした自分を責め、悔くいていた。

　そして弥刀は……最大の防ぼう御ぎよだったはずの攻こう撃げき力を失い、最終的に武尊を護まもれなかった自分が腹立たしかった。

「今じゃ滅めつ多たにないことだけど、特別な刀を創つくる時は、親父おやじもここまで来て砂鉄の採集をするんだ。だからこれも、おれが採掘しないと意味がない。黒鋼さんに玉鋼にしてもらって……今のモノに混ぜて一つにして、自分の手で作り直すよ。どうやっても昔の刀と同じものじゃないし、微び力りよくな付つく喪も神がみだったけど……そんな神の一柱さえ宿っていない、抜け殻がらだけど」

　武尊がそれを不服とするなら、この手で刀を作り直すという計画は白紙に戻もどしたほうがいいだろうか。

　そう、ドキドキしながら反応を待つ。

　胸むな元もとにある弥刀の手を、右手でギュッと握り締しめた武尊は、

「おまえが決めたようにしてくれればいい。アレは、人の世界で生きていくには厄やつ介かいな俺の闘とう争そう心を、わずかながらでも鎮しずめてくれたが……今は、おまえがいるからな。おまえさえ傍そばに在れば、俺は人でいられる」

　静かに語って、大きな手の中に弥刀の手を握り込む。

　あの祠の中、武尊の腕に抱かれて夢ゆめ現うつつをさ迷った弥刀の脳裏に、甦よみがえった記き憶おくがある。

　武尊は、知っているのだろうか。かつて、武神と言われていた自分の最さい期ごを……。

　不意打ちを仕かけてきた敵の振るう大おお太だ刀ちは、懐ふところに忍しのんでいる折れた刀では受け止めきれなかった。

　弥刀が使いものにならなくなった後、後を継ついで武尊を護っていたはずの刀は脆ぜい弱じやくで、たった一いち撃げきも防げなかった。

　弥刀が刀として機能していたなら、あんなふうに斬きらせなかったのに。

　その自責と後こう悔かいが無意識ながら深く残り、違ちがう……武神など知らないと、巡めぐり逢あった武尊から目を背そむけ続けていた。

　そうしなければ忘れたふりをしていた罪悪感に押し潰つぶされそうだった、弥刀の弱さだ。

　弥刀が武尊の背で苦い思いを嚙かみ締めていることなど、知る由よしがないはずだ。でも武尊は、静かに「おまえが必要なんだ」と……少しだけ照れくさそうに、つぶやいた。

「……ありがと」

「ああ？　なんで、礼なんだ？」

「秘密」

「なんだよ、それ」

　クッと笑った武尊は、そこで話を切り上げてゆったりと歩を進める。

　生まれないはずの、『草薙』の次男と言われてきた自分が……この世に生を受けた理由。

　それが、武尊に渇かつ望ぼうされて巡り逢うためだったのなら、決して無意味ではなかったのだと思える。

　鼻の奥がツンと痛くなり、弥刀は震ふるえる唇くちびるを強く嚙んだ。

　これ以上なにか言おうとしたら、上うわ擦ずったみっともないものになってしまいそうで、恥はずかしい。

　それに、今感じている想おもいをどんな言葉で伝えればいいのかもわからない。

　もう声を出すことはできなくて、ギュッと強く武尊の首に抱きついた。

　冷たい刀ではなく、人としてのぬくもりが伝わっていればいい……と思いながら。
















ＶＳ武神







　予告していた時間ピッタリに梓川が運転する車から降りると、玄げん関かん扉とびらが開いて兄の刀とう磨まが姿を現す。

「弥刀」

　笑いかけてきた兄の頰ほおが引き攣つったのは、弥刀のすぐ後ろに長身の男を見て取ったせいに違ちがいない。

「今日は客だぞ」

　尊大な口調で言い放った武尊は、わざと兄の神経を逆さか撫なでしているようにしか思えない。兄は眉み間けんに深い縦たて皺じわを刻み、ものすごく不本意だと隠かくそうともせずに玄関扉を全開にした。

「……お待ちしていました。どうぞお入りください」

　愛あい想そがいいとは言い難がたい声でそれだけ口にして、背中を向ける。

　顔を合わせるなりコレでは、先が思いやられる。

　弥刀がため息をつきたくなるのをギリギリで堪こらえていると、少し離はなれたところに立つ梓川がポツリとつぶやいた。

「弥刀さんのお兄さん、わかりやすいと言いますか……素す直なおな方ですよねぇ。武尊、不要に挑ちよう発はつしないように」

「へーへー。わぁってるよ。別に、ケンカを売りに来たわけじゃない。でも、アッチが突つっかかってきたら知らねぇ」

　わかりやすい、素直。つまり、単純バカ……と、武尊の横顔に書かれている文字が見える気がする。

　兄と武尊が顔を突き合わせる場に同席すると考えるだけで、頭が痛くなってきた。

「梓川さん、面おも白しろがって煽あおらないでくださいよ」

「……弥刀くん、最近僕や武尊のことを、ずいぶん的確に読めるようになったよねぇ」

「弥刀が理解しているのは俺のことで、おまえはついでのオマケだ。行くぞ」

　淡たん々たんとそう口にした武尊は、弥刀と梓川をその場に残して大おお股またで玄関に向かう。

　なんだか、ものすごく恥はずかしいことを言い残されたように感じるのは……自分が、おかしいのか？

　右手の甲こうで頰を擦こすると、梓川が明らかに面白がっている口調で零こぼした。

「うーん……わかりやすいのは、武尊も同じか。弥刀くんにメロメロ。いい年してデレられると、不気味だな。刀磨さんの前でも、取り繕つくろわない気かなぁ」

「梓川さん……本っ当に。お願いしますよ。殺さつ伐ばつとした空気を中和してくださいね？」

　弥刀の懇こん願がんに、梓川は晴れやかな笑え顔がおで返してきた。

「大だい丈じよう夫ぶ。任せて」

　あ……これは、とてつもなく不安だ。

　片手で顔を覆おおった弥刀は、我が慢まんしきれなくなって特大のため息を零す。

「弥刀。なにやってんだ。早く来い」

　車を降りてすぐのところで立ち止まっているせいか、玄関先から偉えらそうな声で呼びつけられた。

　顔を上げて「すぐに行く」と答えようとした弥刀の耳に、

「人の弟を馴なれ馴れしく呼びつけるな」

　という刺とげ々とげしい兄の声が聞こえてきて、「あああ……」と肩かたを落とした。

　さっさと例のものの受け渡わたしを完かん了りようさせて、武尊にお引き取り願おう。










　座ざ敷しきに置かれた木箱を挟はさんで兄と武尊が向かい合い、弥刀と梓川は武尊の両りよう脇わきに座する。弥刀は兄側に座るべきかとも思ったのだが、武尊に視線で自分の隣となりを指されたのだ。

　そのせいもあってか、兄の機き嫌げんが更さらに下降していることは、室内に漂ただよう冷え冷えとした空気からも伝わってきた。

「刀とう匠しようは所用で出ていますので、私が代理で引き渡しをさせていただきます。こちらです。ご確かく認にんを」

　武尊と目を合わせることなく、淡々と事務的に口にした兄が古びた木箱を差し出す。武尊の手が蓋ふたを外し……内部に収められている、剝むき出しの刀身を凝ぎよう視しした。拵こしらえの鞘さやや柄つかは不要と言われていたので、刀身のみの素そっ気ない姿だ。

　武尊は険しい表情と真しん剣けんな眼まな差ざしで見み据すえていて、息苦しさを感じるほどの沈ちん黙もくが続く。

　数分後。ふっと息をつき、満足そうな微び笑しようを唇くちびるに浮うかべた。

「いいだろう。見事だな。少しばかり寸が詰つまったか、弥刀？」

「あ……うん」

　横目でこちらを見ながら名前を呼びかけられて、膝ひざの上で握にぎっていた拳こぶしを震ふるわせた。

　本当は鍛たん刀とうのすべてを弥刀がやりたかったのだが、それは不可能だ。それでも、できる限りのことは父に習いながら弥刀が手がけた。

　最後の仕上げとなる研けん磨まだけは、父にも兄にも手を出さないよう頼たのんで弥刀が一人でやってのけた。そのせいで作業時間は通常の倍近くかかってしまったが、自分がやらなければならないことだったと思っている。

「玉たま鋼はがねが足りなくて……当時とは原材料の質が変わっているし、まったく同じってわけにはいかない」

　弥刀が理由を説明すると、武尊は目を細めて小さくうなずいた。

「そりゃそうだろうな。まぁ、いい。少しばかり様相は変わっても、美しい。刃は文もん……腰こし反ぞりの曲線と帽ぼう子し、艶つやに指先で感じる質感も……満足だ」

　武尊の指が、天てん井じようの照明を反射して青白く輝かがやく刀身にそっと滑すべらされる。

　その指を目にした弥刀は、密ひそかに息を吞のんでドギマギと目を逸そらした。ゾクッと、かすかに背筋を震わせたことを見み透すかしたようなタイミングで、梓川がつぶやく。

「……なんだか、エロ……失礼、含ふくみのある意味深な発言に聞こえるのは僕だけでしょうか」

「梓川さんっ」

　かろうじて営業スマイルを張りつけている兄の頰が、ピクッと引き攣った。

　笑顔に漂う違い和わ感かんの正体はなんだろう……と、視線を畳たたみの上に泳がせたところで気がついた。目が、笑っていないのだ。物ぶつ騒そうな空気を発している。

「謝礼は、これで足りるか。……梓川」

「はい。こちらをご査収ください」

　梓川が上着の懐ふところから取り出したのは、なんの変へん哲てつもない白い二重封ふう筒とうだ。厚みは……三センチほどか。

　眉まゆを顰ひそめた兄は、封筒を手に取ることもなく嘆たん息そくした。武尊に向けた視線は、胡う散さん臭くさいものを見る目つきだ。

「検あらためなくても、謝礼としては過か剰じようだということはわかりますね」

「へぇ……いいのか？　日本円じゃないとか、現代では流通していない紙し幣へいかもしれないぞ。百円札とか」

　ニヤリと人の悪い笑みを浮かべた武尊に、兄の表情が険しくなった。なんとか落ち着こうとしている努力は伝わってくるが、眉間にクッキリと縦皺が刻まれている。

　兄の堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れる前に、どうにかしなければ……と思ったところで、梓川がポツリと零した。

「武尊……大人げない」

　そう、弥刀が思い浮かべた言葉と一言一句違わない一言をつぶやいて兄に目を向ける。

　フォローしてくれるのだろうか。ありがたい。

「武尊は失礼なことを申していますが、私が用意させていただきましたのでご安心ください。弥刀さんからチラリとお聞きしましたが、今回はずいぶんと特とく殊しゆな作業だったはずです。お納めいただけると武尊の気が済みます」

「身み請うけ代とは言わんから、気にせず取っておけ」

　せっかくの梓川のサポートを台無しにして、わざわざ火に油を注ぐ武尊に、弥刀の我慢が限界に達した。

　兄が口を開く前に、弥刀のほうが行動に出る。

「兄ちゃん、この男は金が有り余ってるみたいだから受け取っておけばいい」

　そう言い放って、座っていた座ざ布ぶ団とんから立ち上がる。

　武尊の腕うでを摑つかみ、「立って」と、グイグイ引っ張った。兄の爆ばく発はつを防ぐには、起き爆ばく剤ざいとなるこの男を取り除くのが一番だ。

「帰ろう。送ってくれるんだろ」

　そうして、当然のように「帰る」と言ったせいか、兄は険しい表情で「弥刀」と名前を呼んでくる。

「おまえは泊とまっていけ。自分の家なんだから……。父さんも、そろそろ帰ってくるから挨あい拶さつをしていかないか」

「んー……ごめん、バイトがあるし、アパートに週明け提出の課題を置いてきたから。父さんには、逢あえなかったお詫わびと、近いうちにまた来るって伝えておいてよ」

　行こう、と小声で言いながらジロリと武尊を睨にらみ下ろす。

　シレッとした顔で、きっと意図して弥刀と目を合わせようとしないあたり……ますます腹立たしい。

　梓川に助けを求める目を向けると、仕方なさそうな微笑を浮かべてうなずいた。

「では、こちらは引き取らせていただきます。ありがとうございました。武尊、弥刀さんを困らせていないで……行きましょう」

　車のキーを取り出しながら武尊を促うながすと、腰の重い男がようやく立ち上がる。ふっと息をついた兄が、梓川に目を向けて話しかけた。

「あんた、よくその男とつき合っていられるな。厄やつ介かいな」

「幼おさ馴なな染じみの腐くされ縁えんなので、仕方ないですね。深く知れば、そう悪いモノでもないんですよ」

「……類友か」

　なんともないように笑って答えた梓川に、兄は嫌いやそうな顔で小さくつぶやいて、これ見よがしに深いため息をつく。

　梓川は、「まぁそうですね」と笑え顔がおのまま流して、頭を下げた。

　武尊の背を押してそそくさと出て行こうとしたら、座ったままの兄が低く呼び止めてくる。

「おい、待て。武神。一つ俺の質問に答えろ」

「なんだ」

　こんな時だけ素す直なおに立ち止まる武尊に、弥刀は心の中で「ケンカを売られても買うなよ」と祈いのるしかない。

　小こ脇わきに抱かかえている細長い木箱を見据え、武尊の闘とう志しを抑おさえてくれよ……と念を送った。

「弥刀が……ソレで、ソレが弥刀でなければ、どうした？　ソイツの転生体なら、弥刀でなくてもよかったのか？」

　弥刀が見ているものと同じ、武尊が抱えている木箱を目にした兄が、真剣な表情で問い質ただす。

　弥刀は、ビクッと手を震わせて武尊の横顔を見み遣やった。

　兄の疑問は、弥刀の疑念でもある。

　転生した刀が、弥刀でなければ……武尊はそれでも、求めただろうか。武尊にとって、刀ではない弥刀は意味のない存在のはずで……と考えたところで、低い声が答える。

「愚ぐ問もんだな。同じように待ち侘わび続けて……出で逢あえず一生を終えた武尊の先祖の誰だれでもなく、俺が見つけた。弥刀は、俺と出逢うことを選び、俺のためにこの時代に生まれてきた。それだけが事実だ。もし、とか……でなければ、という仮定は無意味だ。……だろう？」

　結果がすべてだ、と迷わず言い切った武尊は、当然のように弥刀の肩かたを抱だき寄せて止めていた足を踏ふみ出した。

　選んだ？　武尊と弥刀が、互たがいにそうして出逢うべく……時を同じくして、生まれた。

　頭でゴチャゴチャ考えるだけ無む駄だだと、一いつ蹴しゆうされたみたいだった。兄もなにも言えなくなってしまったらしく、反論はない。

　肩を抱く武尊の手にグッと力が増して、促されるまま部屋を出ようとしたけれど、歩を緩ゆるませた武尊が振ふり向いて言葉を続ける。

「あ、一つ言っておく。俺は、武具を使い捨てにしたりしないぞ。自分のものは、とことん大事にするからな。証しよう拠こ……古いにしえの刀を見ただろう？　今も、変わっていないつもりだ」

「つもり……じゃなく、言い切れよ」

「……大事にする」

　短く言い置いて、弥刀の肩を抱いたまま今度こそ座ざ敷しきを出た武尊に……言葉を失った弥刀は、唇を引き結んで従った。










「……恥はずかしい男だな」

　弥刀がようやく声を出すことができたのは、梓川が運転する車が高速道路のＩＣを抜ぬけてからだった。

　隣となりに座っている武尊は、「なんだよイマサラ」と肩を震ふるわせる。

「ずっと、なにを黙だまってんのかと思ったら……照れるなよ、カワイイやつ。……アパートには送らないからな」

「送らなくていいのか、って確かく認にんじゃないのかよ？」

　断言する武尊を、ジロッと睨む。

　弥刀の意思は、どうなっている？　と視線に込めた問いに、武尊は尊大な調子で返してくる。

「当然。返事がノーでも、俺のところに連れ込むからな。質問は無駄だ」

「っ、相変わらず腹の立つ男だな」

「そうか？　……嫌なら抵てい抗こうしろよ」

「ぁ……ち……くしょ、ッん……ぅ」

　傲ごう慢まんで、自分勝手で……なにもかもが気に障さわる。頭ではそう思っているのに、抱き寄せる手や触ふれてくる唇くちびるから逃にげられない。

　悔くやしさに拳こぶしを握にぎって口づけを受け止めていると、前席から遠えん慮りよがちな声が聞こえてきた。

「あのー……仲がいいのは結構ですが、同じ空間でハンドルを握っている僕の存在を忘れないでください、ね。武尊。聞いてる？　……聞けよ、エロ武神」

「誰がエロ武神だ。うるさい。邪じや魔まするな。バックミラーを見なければいいだろ」

　口づけを解き、弥刀の頭を自分の肩かた口ぐちに抱き込んだ武尊が言い返す。呆あきれて口を噤つぐむ弥刀とは違ちがい、梓川は果か敢かんにも反論した。

「無茶苦茶言うなよっ！　あー……もう、昔から武尊が刀贔びい屓きなのはわかってるけど、少しくらいは弓のことも大事にしてほしいなぁ。執しゆう念ねん深くて粘ねん着ちやく質しつなストーカーみたいなものだし、二千年も執しゆう着ちやくされた弥刀さんも、気の毒に。間ま違ちがえたふりで斬きられればいいのに。そうだ。生まれ変わった刀の斬れ味を、自分の身で試ためしちゃえ」

「……おい、頭で考えたことが駄だ々だ漏もれになってんぞ」

「わざとに決まってるだろ」

「ったく……弥刀、コイツはこういうヤツだからな。厄介な目に遭あってんのは俺のほうだって、兄貴に言っておけ。蚊かも殺さねぇような顔をしておきながら、心臓を矢で一いち撃げきだ。おっかないだろ。気をつけろよ」

　勝手な台詞せりふを吐はいた武尊が、再び唇を重ねてこようとしたのを、「ヤダ」と押し返した。

　すると、ムッとした顔でシャツの内側に手を突つっ込んでくる。性た質ちの悪いイヤガラセだ。

「やめ……武尊っ」

「人聞きが悪いこと……ちょ、本当に続きは密室でお願いしますよ。弥刀さん、泣きそうだし」

　言葉の途と中ちゆうで、うっかりバックミラーに目を向けてしまったのだろう。梓川の声が、少しだけトーンを上げる。

「ここも密室だろうが」

「プライベート空間で！」

「……だとよ。小弓がウルセーから、プライベート空間で仕切り直すか」

　渋しぶ々しぶ、といった調子で手を引いた武尊から、慌あわてて限界ギリギリの距きよ離りに身を離はなした。

　車のドアにピッタリと密着した弥刀は、乱されたシャツの前を搔かき合わせて、ふてぶてしい顔を睨みつける。

「っ、本当にデリカシーがない男だな。一人でやってろ」

「おまえがいるのに？　面おも白しれぇ冗じよう談だんだ」

　ふん……と笑い、弥刀に見せつけるように右手のひらの傷きず跡あとへと舌を這はわせた武尊に……うっかり頰ほおが熱くなるのを感じた。

　メチャクチャ悔しいけれど、絶句した弥刀の負けだ。どうせ、最初から勝ち目などない。

　ますます調子に乗らせるだろうから、絶対に、この男には「負け」を言ってやらないけれど。







　あとがき




　こんにちは、または初めまして。真ま崎さきひかると申します。このたびは、『武神×刀神』をお手に取ってくださって、ありがとうございました！




　シリーズ三作目となりました今回は、闘たたかいの神と刀の付つく喪も神がみです。凶悪で物騒な武神が、実は愛用の刀にメロメロでした……というお話です。一応シリーズですが、キャラやお話は完全に独立していますので、こちらを単体でお読みいただいても大丈夫です。

　次はどの神様をカップリングにしよう……と、いつか罰ばちが当たりそうなことを考えながら過ごしているのですが、日本には八や百お万よろずの神様や付喪神様がいらっしゃる！　と思い至り、カップリング考察の幅が広がりました。

　日本の神様はいろんな面で寛容で、素敵です。ありがたい限りです。……でもいつか、本当に罰が当たるかもしれません……ね。今年は地元の氏神様に、お詫びを兼ねて数年ぶりに初詣に行こうと思います。




　一作目の『風神×雷神』、二作目の『水神×炎神』に引き続き、今回もとっても素敵なイラストを描いてくださったみずかねりょう先生、本当にありがとうございました！

　野性美あふれる凶悪そうな男前と、刃物のようにクールビューティーな弥刀、どちらも格好よくて綺麗で、眼福です。イラストという目に見える形にしていただくことで、命を宿してくださっているなぁ……と、しみじみ思います。




　プロットまでお世話になりましたＴ様、そして私から原稿をもぎ取るという一番大変な作業からお世話になっています、Ｋ様。いろいろとお手を煩わせまして、申し訳ございませんでした。ありがとうございました。もう少し人としてきちんとしたいです……。




　ここまでお目を通してくださり、ありがとうございました！　結局、ただのラブラブバカップルになってしまったのですが、ちょっぴりでもお楽しみいただけましたら幸いです。

　この文庫が、奥付の発刊日付が二〇一七年になりましての一冊目となります。本年も、可能な限り愉快（？）な妄想を発信させていただくつもりですので、おつき合いいただけるとありがたいです。よろしくお願い申し上げます。








二〇一六年　　この冬は厳冬でしょうか……　　　　　　　　真崎ひかる
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